
倭
京
か

ら
藤
原
京
へ

律
令
国
家
と
都
城
制

仁
　
藤
　
敦
　
史

　
は
じ
め
に

一　

研
究
史
の
整
理
と
問
題
の
所
在

二
　
構
成
要
素
の
分
析

三
　
倭
京
か

ら
藤
原
京
へ
の
展
開

　
お
わ
り
に

倭京から藤原京へ

論

文

要

旨

　
都
城
は
、
皇
帝
（
天
皇
）
の
専
制
を
実
現
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
国
家
の
権
力
機
構

の

あ
り
方
を
、
防
備
的
施
設
の
な
か
に
、
固
有
の
形
を
と
っ
て
表
現
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら

ず
、
都
城
の
形
成
と
古
代
国
家
の
成
立
は
相
即
的
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
通
説
に

ょ
れ
ば
、
持
統
八
年
（
六
九
四
）
の
藤
原
京
へ
の
遷
都
に
よ
り
わ
が
国
で
は
中
国
的
な
都
城

が

は

じ
め
て
成
立
し
た
と
さ
れ
、
藤
原
京
の
条
坊
復
原
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
岸
俊

男
氏
の
見
解
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
京
内
に
つ
い
て
は
、
発
掘
調
査
に
ょ
っ
て
ほ
ぼ
そ
の

妥
当
性
が
確
か
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
宮
域
内
先
行
条
坊
道
路
や
京
外
条
坊
道
路
の
発
見

は
、
新
た
な
問
題
を
提
起
し
、
通
説
よ
り
も
大
き
な
条
坊
京
域
を
想
定
す
る
「
大
藤
原
京
」

と
い
う
仮
説
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
新
た
な
発
掘
成
果
を
ふ
ま
え
た
都
城
制
成
立

過
程
の

分
析
が

現
段
階
で
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
都
城
制
の
成
立
要
件
で
あ
る
京
職
・
条
坊
施
行
・
東
西
市
・
京
内
寺
院
・
皇

子
宮
な

ど
の
視
角
か
ら
分
析
を
お
こ
な
い
、
倭
京
か
ら
新
城
・
新
益
京
を
経
て
、
藤
原
京
に

い
た

る
変
遷
を
、
古
代
国
家
の
成
立
過
程
と
密
接
な
連
関
を
有
す
る
も
の
と
し
て
論
じ
た
。

　
倭
京
的
な
宮
都
は
、
大
和
王
権
が
大
王
と
王
族
・
豪
族
と
の
人
格
的
な
関
係
を
基
礎
と
す

る
の
に
対
応
し
、
大
王
宮
の
周
辺
に
皇
子
宮
や
豪
族
の
居
宅
が
散
在
す
る
景
観
を
示
す
。
大

王
に

よ
る
人
格
的
支
配
に
基
礎
を
置
く
た
め
、
代
替
わ
り
ご
と
の
支
配
機
構
の
再
編
に
対
応

し
て
、
「
遷
宮
」
が
必
要
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
律
令
制
下
の
都
城
制
の
特
徴
は
、

天

皇
の
住
居
た
る
内
裏
が
京
内
の
他
の
邸
宅
と
は
隔
絶
し
た
存
在
と
な
り
、
王
族
・
貴
族
か

ら
一
般
百
姓
に
至
る
位
階
制
秩
序
を
京
と
い
う
平
面
空
間
で
実
現
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
律

令
制
下
の
京

は
、
在
地
と
の
関
係
か
ら
切
放
さ
れ
た
官
人
が
、
数
詞
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
た

人
為
的
条
坊
空
間
内
に
、
位
階
に
応
じ
て
位
置
と
規
模
を
定
め
た
宅
地
を
班
給
さ
れ
、
天
皇

の

支
配
地
と
い
う
観
念
を
意
識
的
に
作
り
出
す
場
で
あ
り
、
京
戸
と
し
て
の
一
体
性
・
平
等

性

と
優
越
性
を
感
じ
さ
せ
る
場
で
あ
っ
た
。
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は

じ
め
に

　
七
世
紀
後
半

に
お

け
る
古
代
国
家
の
成
立
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
内
実
を
考
え
る

場
合
、
都
城
制
の
成
立
を
大
き
な
指
標
と
見
な
す
こ
と
に
異
論
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

都
城

は
、
皇
帝
（
天
皇
）
の
専
制
を
実
現
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
国
家
の
権
力

機
構
の
あ
り
方
を
、
防
備
的
施
設
の
な
か
に
、
固
有
の
形
を
と
っ
て
表
現
し
た
も
の

に
ほ

か
な

ら
ず
、
都
城
の
形
成
と
古
代
国
家
の
成
立
は
相
即
的
な
関
係
に
あ
る
と
考

　
　
（
1
）

え
ら
れ
る
。
通
説
に
よ
れ
ば
、
持
統
八
年
（
六
九
四
）
の
藤
原
京
へ
の
遷
都
に
よ
り

わ
が

国
で
は
中
国
的
な
都
城
が
は
じ
め
て
成
立
し
た
と
さ
れ
、
藤
原
京
の
条
坊
復
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に

つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
岸
俊
男
氏
の
見
解
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
京
内
に

つ
い
て

は
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
そ
の
妥
当
性
が
確
か
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、

宮
域
内
先
行
条
坊
道
路
や
京
外
条
坊
道
路
の
発
見
は
、
新
た
な
問
題
を
提
起
し
、
通

説

よ
り
も
大
き
な
条
坊
京
域
を
想
定
す
る
「
大
藤
原
京
」
と
い
う
仮
説
も
提
示
さ
れ

て

い

る
。
こ
う
し
た
新
た
な
発
掘
成
果
を
ふ
ま
え
た
都
城
制
成
立
過
程
の
分
析
が
現

段
階
で
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
筆
者
は
か
つ
て
、
倭
京
か
ら
藤
原
京
に
い
た
る
都
城
制
成
立
過
程
に
つ
い
て
の
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

通

し
を
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
詳
し
い
論
証
は
す
べ
て

省
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
都
城
制
の
成
立
要
件
で
あ
る
京

職
・
条
坊
施
行
・
東
西
市
・
京
内
寺
院
・
皇
子
宮
な
ど
の
視
角
か
ら
分
析
を
お
こ
な

い
、
倭
京
か
ら
新
城
・
新
益
京
を
経
て
、
藤
原
京
・
平
城
京
に
い
た
る
変
遷
を
、
古

代
国
家
の
成
立
過
程
と
密
接
な
連
関
を
有
す
る
も
の
と
し
て
仕
置
づ
け
て
み
た
い
。

一　

研
究
史
の

整
理
と
問
題
の
所
在

　

ま
ず
、
本
論
に
は
い
る
前
に
藤
原
京
成
立
に
い
た
る
先
行
学
説
の
論
点
を
整
理
し

て

お

き
た
い
。
研
究
史
に
つ
い
て
は
す
で
に
岸
俊
男
、
井
上
和
人
、
阿
部
義
平
氏
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ど
に
よ
り
的
確
な
ま
と
め
が
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
ま
と
め
に
従
う
な
ら
ぽ
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

れ

ま
で
の
研
究
は
議
論
の
焦
点
の
変
化
に
よ
り
、
喜
田
貞
吉
の
「
藤
原
京
考
証
」
お

よ
び
岸
俊
男
氏
の
「
京
域
の
想
定
と
藤
原
京
条
坊
制
」
を
そ
れ
ぞ
れ
画
期
と
す
る

「
地
名
比
定
段
階
」
「
京
域
推
定
段
階
」
「
条
坊
復
原
段
階
」
の
三
期
ほ
ど
に
区
分
さ

れ
る
。

　
第
一
の
「
地
名
比
定
段
階
」
と
は
、
廃
都
後
不
明
と
な
っ
て
い
た
藤
原
宮
の
位
置

を
『
万
葉
集
』
巻
一
に
見
え
る
「
藤
原
宮
の
御
井
の
歌
」
（
五
二
番
歌
）
な
ど
か
ら

考
察
し
た
初
期
の
段
階
で
あ
る
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
日
本
古
文
化
研
究
所

に

よ
る
発
掘
調
査
で
宮
の
位
置
が
確
定
さ
れ
る
以
前
の
位
置
比
定
を
中
心
と
し
た
議

論
で
あ
る
。
こ
の
歌
か
ら
は
、
漠
然
と
大
和
三
山
（
香
具
山
・
耳
成
山
・
畝
傍
山
）

に

囲
ま
れ
た
地
域
に
宮
が
位
置
す
る
こ
と
が
分
か
る
に
す
ぎ
な
い
。
以
後
も
、
平
安

時
代
末
成
立
の
『
扶
桑
略
記
』
に
藤
原
宮
が
高
市
郡
鷺
栖
坂
の
地
に
あ
り
と
記
さ
れ
、

ま
た
鎌
倉
時
代
末
成
立
の
『
釈
日
本
紀
』
所
引
「
氏
族
略
記
」
に
高
市
郡
鷺
栖
坂
の

北
の

地

と
記
さ
れ
た
の
が
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
言
及
で
あ
っ
た
。

　
江
戸
時

代
に
入
る
と
諸
説
が
出
さ
れ
る
が
、
当
初
は
『
大
日
本
史
』
の
高
市
郡
久

米
郷
説
を

除

く
と
、
『
古
跡
略
考
』
（
一
七
五
一
）
や
『
元
要
記
』
な
ど
、
藤
原
氏
と

の

関
係
か
ら
大
原
（
小
原
）
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
賀
茂
真
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淵
は

『
万
葉
考
』
（
一
七
六
〇
）
で
高
殿
の
大
宮
堂
説
（
旧
高
市
郡
鴨
公
村
高
殿
の

大
宮
土
壇
）
を
宮
跡
と
正
し
く
指
摘
す
る
が
、
こ
の
説
は
本
居
宣
長
の
『
菅
笠
日
記
』

（
一
七
七

二
）
、
『
古
事
記
伝
』
（
一
七
九
八
）
や
上
田
秋
成
『
岩
橋
の
記
』
（
一
七
八

八
）
な
ど
に
継
承
さ
れ
て
、
以
後
明
治
ま
で
有
力
な
説
と
な
る
。
飯
田
武
郷
に
よ
る

『
日
本
書
紀
通
釈
』
（
一
八
九
九
）
も
高
殿
説
を
採
用
し
、
「
宮
所
」
「
大
宮
」
「
京
殿
」

「
南
京
殿
」
「
北
京
殿
」
「
大
君
」
「
宮
ノ
ロ
」
な
ど
の
小
字
に
も
注
目
し
て
、
論
点
を

補
強
し
て
い
る
。

　
第
二
期
の
「
京
域
推
定
段
階
」
と
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
喜
田
貞
吉

「
藤
原
京
考
証
」
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
藤
原
京
の
条
坊
や
京
域
の
推
定
が
な
さ
れ

て

以

後
、
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
末
か
ら
の
発
掘
調
査
に
基
づ
い
て
、
岸
俊
男

氏
に

よ
り
現
在
の
通
説
と
な
っ
て
い
る
藤
原
宮
域
の
推
定
と
京
域
の
復
原
が
な
さ
れ

る
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
こ
の
間
、
日
本
古
文
化
研
究
所
に
よ
る
大
宮
土
壇
を
中
心

と
す
る
発
掘
が
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
か
ら
約
十
年
間
実
施
さ
れ
、
藤
原
宮
朝
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

院
の

規
模

と
構
造
が
ほ
ぼ
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
成
果
を
ふ
ま
え
、
昭
和
十
一
年

（
一
九

三

六
）
に
は
喜
田
貞
吉
と
足
立
康
と
の
間
で
、
有
名
な
「
藤
原
京
論
争
」
が

　
　
　
　
（
7
）

な

さ
れ
て
い
る
。

　
喜
田
貞
吉
は
、
ま
ず
「
藤
原
京
考
証
」
に
お
い
て
、
『
扶
桑
略
記
』
や
『
釈
日
本
紀
』

に

藤
原

宮
の
位
置
記
述
と
し
て
「
鷺
栖
坂
」
が
見
え
る
の
を
重
視
し
、
式
内
社
「
鷺

栖
神

社
」
（
現
橿
原
市
四
分
）
の
位
置
か
ら
、
そ
の
ほ
ぼ
真
北
一
キ
ロ
に
あ
る
長
谷

田
土
壇
を
宮
地
と
推
定
し
た
。
さ
ら
に
、
大
宝
令
の
条
坊
規
定
が
南
北
十
二
条
で
東

西
各
四
坊
で
あ
る
こ
と
、
後
の
都
城
の
形
態
か
ら
宮
城
が
京
内
の
北
端
中
央
に
位
置

し
て
い
た
こ
と
を
前
提
に
、
京
の
条
坊
は
、
現
存
す
る
条
里
地
割
と
し
て
は
残
さ
れ

て

い

な
い
と
し
て
、
古
道
の
位
置
を
基
準
に
東
西
二
十
町
（
四
里
）
、
南
北
二
十
五
町

（
五

里
）
の
京
域
を
推
定
し
た
。

　

大
宝
令
の

条
坊
規

定
へ
の
着
目
や
古
道
の
位
置
関
係
か
ら
京
域
復
原
を
す
る
歴
史

地
理
学
的
手
法

は
、
岸
説
の
復
原
案
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
継
承
す
べ
き

正

し
い
視
角
で
あ
る
。
た
だ
し
、
鷺
栖
神
社
の
位
置
が
基
本
的
に
変
更
さ
れ
て
い
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

い

と
す
る
前
提
に
問
題
が
あ
っ
た
。
な
お
、
こ
の
論
文
で
飛
鳥
京
と
便
宜
上
区
別
す

る
た
め
に
文
献
に
は
明
証
の
な
い
「
藤
原
京
」
の
仮
称
を
初
め
て
用
い
る
が
、
以
後

「
新
益
京
」
よ
り
も
、
こ
の
呼
称
が
用
語
と
し
て
一
般
化
す
る
こ
と
に
注
意
し
て
お

き
た
い
。

　
次
に
田

村
吉
永

は
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
東
西
九
町
・
南
北
十
二
町
の
京

域
を

持

ち
、
南
端
中
央
に
東
西
三
町
・
南
北
五
町
の
宮
域
を
持
つ
「
藤
原
京
考
定
図
」

　
　
　
　
　
　
（
9
）

を

新
聞
に
発
表
す
る
。
こ
の
「
八
経
十
二
緯
・
面
朝
後
市
」
の
構
想
に
よ
る
復
原
案

は
大
宮
土
壇
を

中
心
に
宮
を
想
定
し
た
点
で
喜
田
の
も
の
よ
り
優
れ
、
日
本
古
文
化

研
究
所
に

よ
る
発
掘
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、
条
里
地
割
と
条
坊
地

割
を

混
同
し
た
点
は
問
題
で
あ
っ
た
。

　
そ
の

後
、
日
本
古
文
化
研
究
所
の
発
掘
に
よ
っ
て
高
殿
の
大
宮
土
壇
が
藤
原
宮
の

朝
堂
院
と
し
て
確
認
さ
れ
る
と
、
喜
田
貞
吉
は
「
藤
原
京
再
考
」
お
よ
び
「
日
本
都

制
と
藤
原
京
」
で
自
説
を
修
正
す
る
。
『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ぽ
大
宝
元
年
（
七
〇

一
）
以

降
に
藤
原
宮
の
改
作
が
あ
り
、
大
宝
令
以
後
左
右
両
京
に
分
化
し
た
こ
と
に

注

目
し
、
持
統
朝
の
藤
原
宮
を
高
殿
の
大
宮
土
壇
、
文
武
朝
の
藤
原
宮
を
醍
醐
の
長

谷

田
土
壇
に
比
定
、
前
半
と
後
半
で
宮
の
移
転
と
京
域
の
拡
大
が
あ
っ
た
こ
と
を
論

じ
た
。
京
域
は
東
西
三
里
半
・
南
北
四
里
半
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
四
里
と
六
里
に
拡
張
さ
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れ
た
と
考
え
た
。

　
一
方
、
足
立
康
は
、
明
確
な
京
域
復
原
案
を
提
示
し
て
は
い
な
い
が
、
宮
は
大
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

土
壇
を

中
心
と
し
、
大
宝
令
以
降
の
京
域
拡
大
を
構
想
し
て
い
た
ら
し
く
、
両
説
の

基
本
的

な
相
違
点
は
、
藤
原
京
の
移
転
の
有
無
で
あ
っ
た
。

　
喜
田
論
文
以
降
、
は
じ
め
て
宮
の
位
置
比
定
に
加
え
て
、
藤
原
京
域
が
議
論
の
焦

点

と
な
っ
て
く
る
が
、
喜
田
貞
吉
自
身
が
述
べ
る
よ
う
に
「
も
と
よ
り
そ
こ
に
確
証

が

あ
る
べ
き
わ
け
で
は
な
く
、
結
局
は
我
が
都
制
の
理
想
上
、
か
く
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
と
の
一
憶
説
に
す
ぎ
な
い
」
も
の
で
あ
っ
た
。
発
掘
が
朝
堂
院
に
留
ま
り
、
宮

域
．
条
坊
が
発
掘
に
よ
り
確
認
さ
れ
な
い
段
階
で
は
大
き
な
限
界
を
有
し
、
最
終
的

に
議
論
が
決
め
手
を

欠
い
た
水
掛
け
論
に
陥
っ
た
の
も
仕
方
が
な
か
っ
た
。
た
だ
、

発
掘
に
よ
り
検
証
さ
れ
た
藤
原
宮
高
殿
説
を
承
認
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
た
め
の
窮

余
の
策
で
は
あ
る
が
、
大
宝
令
の
施
行
の
前
後
で
藤
原
京
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
っ

た

こ
と
を
強
調
し
た
点
は
現
在
に
お
い
て
も
継
承
す
べ
き
視
角
と
思
わ
れ
る
。

　
第
三
期
の
「
条
坊
復
原
段
階
」
と
は
、
岸
俊
男
説
発
表
以
降
、
発
掘
成
果
を
基
礎

に
提
示
さ
れ
た
条
坊
復
原
を
中
心
と
す
る
京
域
論
で
、
い
わ
ゆ
る
「
大
藤
原
京
論
」

を

含
め

た
現
在
ま
で
の
議
論
で
あ
る
。

　
岸
俊
男
氏
は
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
藤
原
宮
の
緊
急

発
掘
調
査
に

関
連
し
て
藤
原
京
条
坊
の
復
原
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ぽ
、
藤
原
京

は
、
東
西
四
里
、
南
北
六
里
の
規
模
で
、
横
大
路
を
北
京
極
、
下
つ
道
を
西
京
極
、

中
つ
道
を
東
京
極
、
上
つ
道
の
南
へ
の
延
長
で
あ
る
山
田
道
を
南
京
極
と
す
る
範
囲

に

あ
り
、
坊
と
条
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
戸
令
と
職
員
令
を
根
拠
と
し
、
一
坊
を
半
里

四
方

と
す
る
十
二
条
八
坊
の
条
坊
制
が
想
定
さ
れ
た
。
中
つ
道
と
下
つ
道
の
間
隔
は

四

里

H
二
一
一
八
メ
ー
ト
ル
で
、
一
坊
は
半
里
H
約
二
六
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。
こ
の

数
値

を
一
条
分
の
長
さ
と
し
て
北
京
極
の
横
大
路
か
ら
南
に
割
り
付
け
る
と
、
南
京

極
の
推
定
線
は
山
田
道
よ
り
や
や
南
と
な
る
た
め
、
十
二
条
は
半
里
よ
り
や
や
せ
ま

い

が
、
こ
れ
は
山
田
道
が
藤
原
京
設
定
以
前
か
ら
存
在
し
た
た
め
と
す
る
。
こ
う
し

た
条
坊
地
割
に
よ
れ
ば
、
藤
原
宮
は
中
央
や
や
北
寄
り
に
四
条
×
四
坊
の
計
十
六
坊

の

地
域
を

占
め
、
朝
堂
院
中
軸
線
は
宮
・
京
の
そ
れ
と
一
致
し
、
宮
の
北
限
は
北
京

極
か

ら
二
条
分
の
余
地
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
飛
鳥
川
は
ち
ょ
う
ど
宮

域
を

避
け
て
流
れ
る
こ
と
、
薬
師
寺
や
大
官
大
寺
の
伽
藍
中
軸
線
は
各
坊
の
中
心
線

と
一
致
す
る
ら
し
い
こ
と
、
藤
原
京
中
軸
線
の
南
へ
の
延
長
線
上
に
天
武
・
持
統
合

葬
墓
が

位
置
す

る
こ
と
、
な
ど
の
事
実
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
復
原
に
関
連
し
平

城
京

と
藤
原
京
は
古
道
を
媒
介
と
し
て
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
京
の
構
造
も
藤
原
京

が

平
城
京
の
原
型
で
あ
る
こ
と
、
薬
師
寺
伽
藍
が
条
坊
制
に
基
づ
い
て
建
立
さ
れ
て

い

る
こ
と
か
ら
、
藤
原
京
の
造
営
計
画
は
す
で
に
天
武
朝
末
期
の
天
武
十
三
年
（
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

八
四
）
に
は
決
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
な
ど
の
問
題
提
起
も
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
復
原
は
、
喜
田
貞
吉
の
復
原
方
法
を
基
本
的
に
継
承
し
た
う
え
で
、
中
つ

道
．
下
つ
道
の
位
置
を
新
し
く
考
定
し
直
し
、
新
し
く
検
出
さ
れ
た
宮
の
塀
が
条
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

復
原
に
適
合
す
る
こ
と
な
ど
を
主
要
な
根
拠
と
し
て
い
る
。
こ
の
復
原
案
は
、
そ
の

後
の
発
掘
に
よ
り
、
ほ
ぼ
推
定
ど
お
り
の
位
置
か
ら
条
坊
道
路
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
、

そ
の

妥
当
性
が
高
ま
っ
た
。
し
か
し
、
岸
氏
の
想
定
を
越
え
た
発
掘
事
例
も
検
出
さ

れ

て
、
新
た
な
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
一
は
、
京
域
の
問
題
で
あ
る
。
想
定
京
域
外
か
ら
条
坊
制
に
合
致
す
る
東
西
道

や
南
北
道
が

二
十
例
近

く
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
京
内
の
大
路
ク
ラ
ス
の
道
幅
を
有
す
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倭京から藤原京へ

る
も
の
と
し
て
は
橿
原
市
四
条
遺
跡
や
同
じ
く
新
賀
町
の
も
の
が
知
ら
れ
、
前
者
は

四
条
大
路
の
西
へ
の
延
長
線
上
に
位
置
し
、
後
者
は
横
大
路
か
ら
四
条
分
北
の
大
路

　
　
　
　
（
1
3
）

と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
岸
説
で
い
う
十
条
大
路
以
南
に
は
条
坊
道
路
が
確
認
さ
れ

て

お

ら
ず
、
香
具
山
以
南
の
中
つ
道
な
ど
厳
密
な
意
味
で
の
四
至
の
確
認
が
な
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

て

い
な

い

こ
と
も
問
題
と
な
る
。
こ
う
し
た
発
掘
成
果
に
基
づ
い
て
、
藤
原
京
域
を

岸
説
よ
り
も
拡
大
し
て
考
え
る
い
わ
ゆ
る
「
大
藤
原
京
説
」
が
い
く
つ
か
提
起
さ
れ

た
（
図
1
・
2
参
照
）
。

　
ま
ず
秋
山
日
出
雄
氏
は
、
通
説
の
藤
原
京
は
内
城
で
あ
り
、
外
辺
部
分
に
は
北
に

六
条
、
東
西
に
各
四
条
分
拡
大
さ
れ
た
コ
字
形
の
外
京
部
分
が
存
在
し
た
と
す
る
説

　
　
　
（
1
5
）

を

発
表

し
た
。
こ
の
説
は
外
京
部
分
で
条
坊
道
路
の
幅
が
京
内
よ
り
も
狭
か
っ
た
こ

と
を
前
提
に
、
平
城
京
の
外
京
を
念
頭
に
お
い
て
構
想
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前

述
し
た
橿
原
市
四
条
遺
跡
の
発
掘
成
果
に
よ
れ
ぽ
大
路
ク
ラ
ス
の
道
路
が
発
見
さ
れ
、

京
内
と
遜
色
な
い
建
物
も
存
在
し
て
お
り
、
景
観
的
に
は
京
内
と
区
別
す
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
（
1
6
）

で

き
な
い
と
い
う
。
郡
界
や
条
里
界
か
ら
京
域
を
考
察
す
る
こ
と
の
問
題
点
も
指
摘

　
　
　
（
1
7
）

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
千
田
稔
氏
は
京
域
を
通
説
よ
り
も
北
へ
二
条
分
移
動
さ
せ
、
十
条
大
路
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

南
端

と
し
、
横
大
路
よ
り
も
二
条
分
北
を
北
端
と
す
る
説
を
提
唱
す
る
。
こ
れ
は
岸

説
の

復
原
案
で
は
南
京
極
の
推
定
線
が
山
田
道
よ
り
や
や
南
と
な
る
こ
と
や
十
条
大

路
以
南

に
は
条
坊
道
路
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
矛
盾
を
解
決
し
よ
う
と
し
た

解
釈

と
い
え
る
。
そ
し
て
京
外
の
条
坊
一
致
道
路
を
藤
原
京
で
は
な
く
、
天
武
朝
の

新
城
に
由
来
す
る
と
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
通
説
の
十
条
以
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

を

京
外
と
し
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
平
城
宮
木
簡
に
見
え
る
「
左
京
小
治
町
」
を
大
宝

令
以

後
の
藤
原
京
内
と
考
え
る
通
説
と
齪
酷
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
条
坊
の
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

定
年
代
、
小
字
名
と
条
坊
呼
称
と
の
直
結
、
南
か
ら
条
名
を
数
え
る
こ
と
、
倭
京
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

方
格
プ
ラ
ン
を
前
提
と
し
た
こ
と
、
「
羅
城
」
痕
跡
の
理
解
等
の
問
題
点
も
指
摘
さ
れ

て

い
る
。

　
さ
ら
に
阿
部
義
平
氏
は
、
藤
原
京
を
『
日
本
書
紀
』
の
記
載
に
従
っ
て
「
新
益
京
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

と
呼
ぶ
こ
と
を
提
唱
し
、
井
上
和
人
氏
が
整
理
さ
れ
た
条
坊
道
路
の
幅
員
を
基
礎
に
、

新

旧
二
部
分
か
ら
な
る
南
北
十
二
里
×
東
西
八
里
の
広
大
な
京
域
を
復
原
す
る
。
岸

説
の
十
条
以
北
に
東
西
八
坊
×
南
北
八
坊
の
条
坊
新
設
部
分
を
考
え
、
以
南
に
は
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

条
分
の
条
坊
道
路
の
設
定
さ
れ
な
い
部
分
を
想
定
す
る
。
通
説
の
奇
数
大
路
の
道
路

幅
が
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
小
路
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
説
の
四
倍
の
面
積
の

条
坊
区
画
を
考
え
、
平
城
京
と
同
じ
規
模
で
あ
っ
た
と
す
る
。
な
お
、
押
部
佳
周
氏

も
岸
説
の
奇
数
大
路
の
存
在
を
疑
問
視
し
て
、
阿
部
説
と
ほ
ぼ
同
様
な
京
域
を
復
原

　
（
裂
）

す

る
。
こ
の
復
原
案
は
、
道
路
幅
の
違
い
や
条
坊
施
行
の
有
無
、
固
有
坊
名
の
使
用

理
由
な
ど
を
合
理
的
に
解
釈
で
き
る
点
で
優
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
後
の
知
見
に

よ
れ
ば
、
通
説
の
九
条
大
路
や
西
三
坊
大
路
が
小
路
で
は
な
く
大
路
ク
ラ
ス
の
道
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

を

有
す
る
点
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
阿
部
説
で
は
大
和
三
山
す
べ
て
が
京
域
内
に

含
ま
れ
る
が
、
こ
う
し
た
丘
陵
地
帯
す
べ
て
に
条
坊
道
路
が
設
定
さ
れ
て
い
た
可
能

性
は
低
く
、
北
部
も
斑
状
に
し
か
条
坊
施
行
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
南
部

四
条
分
の

地
域
と
の
質
的
な
差
が
問
題
と
な
る
。

　
一
方
、
こ
う
し
た
「
大
藤
原
京
論
」
に
対
す
る
批
判
も
根
強
い
が
、
井
上
和
人
氏

が
指
摘
す

る
京
外
の
道
路
・
側
溝
遺
構
が
京
内
の
半
分
程
度
で
あ
る
こ
と
、
橿
原
市

葛
本
町
の
条
坊
道
路
は
奈
良
時
代
を
中
心
と
し
て
平
安
初
期
ま
で
存
続
す
る
こ
と
、
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倭京から藤原京へ

　
　
　
　
　
（
2
6
）

な

ど
の
批
判
点
は
、
そ
の
後
の
新
た
な
「
大
藤
原
京
論
」
の
提
示
や
発
掘
事
例
の
増

加

に

よ
り
批
判
と
し
て
の
有
効
性
は
失
い
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
新
た
な

問
題
の
第
二
は
、
条
坊
の
成
立
時
期
で
あ
る
。
ま
ず
宮
内
に
お
い
て
宮
の

建

物
に
先
行
し
て
条
坊
道
路
の
延
長
部
分
が
見
つ
か
り
、
宮
以
前
の
建
物
も
検
出
さ

れ

た
。
建
物
は
七
世
紀
後
半
か
ら
作
ら
れ
始
め
、
宮
造
営
直
前
に
は
、
先
行
条
坊
道

路
を

意
識

し
た
建
物
が
あ
る
。
ま
た
、
北
面
中
央
と
大
極
殿
北
方
で
は
宮
造
営
期
に

使

用
さ
れ
た
運
河
と
み
ら
れ
る
大
溝
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
天
武
朝
末
年
の
年
紀
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

有
す

る
木
簡
が
数
点
出
土
し
た
。
一
方
、
薬
師
寺
の
西
南
隅
の
発
掘
調
査
で
は
条
坊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

道
路

よ
り
も
薬
師
寺
の
造
営
が
先
行
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
以
上
に
よ
れ
ば
、

藤
原

京
の
造
営
は
薬
師
寺
が
創
建
さ
れ
た
と
さ
れ
る
天
武
九
年
（
六
八
〇
）
以
降
の

天
武
朝
末
期
に
さ
か
の
ぼ
り
、
宮
造
営
よ
り
も
条
坊
施
行
が
か
な
り
先
行
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
、
薬
師
寺
が
京
の
条
坊
計
画
と
統
一
的
に
占
地
さ
れ
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、
計
画
と
実
際
の
造
営
に
は
若
干
の
時
間
的
な
ズ
レ
も
考
え
ら
れ
る
。

宮
内
の
先
行
建
物
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
民
家
、
役
民
の
住
居
、
官
衙
な
ど
の
説
が

出
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
庇
付
き
の
建
物
も
発
見
さ
れ
、
官
衙
的
な
要
素
が
強
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

建
物

も
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
岸
氏
は

こ
う
し
た
第
一
、
第
二
の
新
た
な
問
題
点
に
つ
い
て
、
「
倭
京
」
か
ら
「
新

益
京
」
へ
の
展
開
過
程
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
合
理
的
解
釈
を
加
え
よ
う
と

す

る
。
す
な
わ
ち
、
藤
原
京
の
基
本
計
画
は
す
で
に
天
武
末
年
に
は
定
め
ら
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
天
武
朝
に
は
「
新
益
京
」
以
前
の
京
で
あ
る
「
倭
京
」
の
存
在
を
推
定

す

る
。
そ
の
論
拠
と
し
て
は
、

①

藤
原

京
が
「
新
益
京
」
と
表
記
さ
れ
る
の
は
、
「
新
し
く
益
し
た
京
」
と
解
す

　

る
な
ら
ば
、
藤
原
京
よ
り
以
前
に
京
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

②

『
日
本
書
紀
』
や
『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
天
武
朝
末
年
に
お
け
る
「
京
職
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

　
の

存
在
が

確
認
さ
れ
る
。

③

天
武
五
年
以
後
、
『
日
本
書
紀
』
に
は
「
京
」
「
京
師
」
と
い
う
用
語
が
急
に
頻

　

出
す
る
よ
う
に
な
り
、
行
政
区
画
と
し
て
の
京
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
。

④

天
武
五
年
以

後

「
新

し
き
都
城
」
を
意
味
す
る
「
新
城
」
の
語
が
見
え
、
京
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

　
建
設
が
企
図
さ
れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。

⑤

『
万
葉
集
』
に
見
え
る
「
壬
申
年
之
乱
平
定
以
後
歌
」
に
あ
る
「
京
師
」
「
皇

　
都
」
は
飛
鳥
を
中
心
と
す
る
広
い
範
囲
に
お
け
る
都
城
の
設
定
を
歌
っ
た
も
の
で

　
　
（
3
2
）

　
あ
る
。

⑥

京
は
国
に
対
応
し
、
国
の
成
立
は
天
武
朝
の
初
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
か
ら
、

　
京
も
何
ら
か
の
か
た
ち
で
成
立
し
て
い
た
。

⑦

天
武
朝

に
お
け

る
難
波
京
の
存
在
は
、
摂
津
大
夫
・
羅
城
・
宅
地
班
給
な
ど
の

　
記
事
か

ら
確
実
で
あ
り
、
複
都
制
の
宣
言
は
倭
（
ヤ
マ
ト
）
に
お
け
る
「
京
」
の

　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
存
在
を

前
提
と
す
る
。

　
　
　
　
　
（
3
4
）

な

ど
を
指
摘
す
る
。
お
お
よ
そ
『
日
本
書
紀
』
の
記
載
を
信
用
し
、
藤
原
京
と
類
似

の

「
京
」
を
天
武
朝
に
も
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
律
令
国
家
へ
の

質
的
な
展
開
を
考
慮
し
た
区
別
が
「
京
」
の
内
実
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
大
き
な
欠
点
と
思
わ
れ
る
。
天
武
朝
の
前
後
に
お
い
て
、
支
配
体
制
は
大
き
な
変

貌
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
都
城
も
こ
れ
に
対
応
し
て
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
、

浅
野
充

氏
が
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
、
倭
京
的
な
宮
都
と
律
令
制
的
都
城
と
の
本
質
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

違
い
に
つ
い
て
考
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
「
倭
京
」
と
「
新
益
京
」
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に
お

け
る
「
京
」
概
念
の
質
的
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
「
新
城
」
の
位
置

づ
け

に

関
し
て
も
、
ど
ち
ら
の
類
型
に
属
す
る
の
か
に
つ
い
て
岸
説
に
解
釈
の
揺
れ

　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

が
見

ら
れ
る
。
新
益
京
以
前
の
京
を
「
倭
京
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
倭
京
」

の
用

語
が
宮
都
が
難
波
や
近
江
に
所
在
し
た
時
に
の
み
用
い
ら
れ
る
用
語
で
、
正
式

に
は

「
京
」
コ
泉
師
」
と
称
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
特
別
な
史
料
価
値
を
与
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

こ
と
が
で
き
な
い
と
の
批
判
や
天
武
元
年
九
月
庚
子
条
ま
で
し
か
『
日
本
書
紀
』
に

見
え
な
い
「
倭
京
」
の
用
語
に
よ
り
、
天
武
二
年
以
後
の
「
京
」
「
新
城
」
を
含
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

て

論

じ
る
の
は
厳
密
で
な
い
と
の
批
判
が
あ
る
。
⑥
⑦
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
お
い

て

令
制
国
の
成
立
は
天
武
朝
末
年
と
推
定
さ
れ
、
条
坊
制
が
施
行
さ
れ
た
「
京
」
の

成
立
は
早
く
と
も
そ
れ
以
後
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
難
波
を
陪
都
と
す
る
複
都
制
は
、

都
城
成
立
過
程
に
生
起
す

る
未
熟
な
形
態
で
あ
り
、
「
倭
京
」
が
条
坊
制
都
城
を
採

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

用
し
た
こ
と
の
根
拠
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
岸
俊
男
氏
に
よ
る
近
年
の
発
掘
成
果
に
対
応
し
た
見
解
は
、
必

ず

し
も
十
分
説
得
的
な
議
論
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
一
方
で
岸
説
へ
の
批
判
と
し
て

提
起
さ
れ
た
「
大
藤
原
京
論
」
も
問
題
点
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　
残

さ
れ
た
第
三
の
課
題
と
し
て
は
、
文
献
上
で
も
大
宝
令
の
施
行
に
と
も
な
い
、

　
　
　
（
4
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

新
宮
の
造
営
、
左
右
京
へ
の
分
化
、
京
域
の
設
定
記
事
、
東
西
市
の
成
立
な
ど
、
藤

原
京
の
内
実
が
変
化
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
が
散
見
す
る
が
、
岸
氏
の
復

原
案
は
こ
う
し
た
変
化
を
あ
ま
り
考
慮
し
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
岸
氏

も
自
己
の
復
原
案
に
つ
い
て
、
「
何
と
な
く
す
で
に
左
右
京
の
別
が
あ
る
が
ご
と
き

前
提
に
立
っ
て
い
る
」
と
し
、
「
遷
居
か
ら
す
で
に
一
〇
年
を
経
過
し
た
こ
の
時
点

に
お

い

て
、
は
じ
め
て
藤
原
京
の
京
域
を
設
定
し
た
と
は
い
か
な
る
こ
と
な
の
か
」

「
『
始
め

て
』
と
い
う
文
字
を
字
義
ど
お
り
に
解
し
て
こ
だ
わ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

に
は
依
然

と
し
て
苦
し
む
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
こ

と
は
終
始
、
認
め
な
が
ら
も
説
得
的
な
解
釈
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
持
統
朝
か
ら
文

武
朝
に
か
け
て
の
質
的
変
化
を
合
理
的
に
解
釈
で
き
る
議
論
は
岸
氏
に
よ
っ
て
も
未

だ

に

な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
大
宝
令
の
施
行
の
前
後
で
藤
原
京
に
も
大
き
な

変
化
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
喜
田
貞
吉
が
提
起
し
た
問
題
は
近
年
提
示
さ

れ
た
復
原

案
に
は
十
分
に
活
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
、
北
村
優
季

氏
が

十
二
条
八
坊
の

推
定
京
域

は
、
大
宝
令
の
成
立
を
契
機
に
慶
雲
元
年
の
京
域
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

定
時
に
初
め
て

決
定
さ
れ
た
と
さ
れ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
な

が

ら
、
北
村
氏
が
指
摘
し
た
根
拠
と
し
て
は
、
喜
田
貞
吉
が
す
で
に
注
目
し
た
左
右

京
へ
の
分
化
や
東
西
市
の
設
定
に
加
え
て
、
岸
氏
の
復
原
案
で
は
羅
城
門
の
位
置
が

丘
陵
上
で
不
自
然
で
あ
る
と
い
う
点
の
み
で
、
大
宝
令
の
施
行
に
よ
っ
て
都
城
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

し
て
ど
の
よ
う
な
原
理
的
転
換
が
必
要
と
さ
れ
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、

岸
説
と
同
様
、
倭
京
と
新
城
に
対
す
る
区
別
が
な
く
、
「
新
益
京
」
の
比
定
に
つ
い
て

も
、
な
お
検
討
を
要
す
る
と
し
て
意
見
を
留
保
さ
れ
て
お
り
、
明
確
な
京
域
論
が
見

ら
れ
な
い
た
め
「
大
藤
原
京
論
」
と
の
関
係
が
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
岸
俊
男
氏
を
中
心
と
し
た
従
来
の
研
究
で
も
、
以
上
述
べ
た
三
つ
の
問
題
点
を
す

べ
て

満
足

さ
せ
る
見
解
は
提
起
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
と
思
う
。
次
章

で
は

こ
う
し
た
点
を
考
慮
し
つ
つ
、
都
城
制
の
成
立
要
件
で
あ
る
京
職
・
条
坊
施

行
・
東
西
市
・
京
内
寺
院
・
皇
子
宮
な
ど
の
視
角
か
ら
藤
原
京
成
立
過
程
の
分
析
を

行
い
た
い
。
な
お
、
考
察
の
都
合
上
、
藤
原
宮
を
中
心
と
す
る
都
城
の
う
ち
、
浄
御
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原
令
制
下
の
も
の
を

別

し
て
お
き
た
い
。

「
新
益
京
」
、
大
宝
令
制
下
の
も
の
を
「
藤
原
京
」
と
し
て
区

二
　
構
成
要
素
の

分
析

O
　
倭
京
の

景
観

　

ま
ず
、
飛
鳥
お
よ
び
藤
原
宮
周
辺
に
お
け
る
方
格
地
割
・
条
坊
地
割
の
有
無
を
検

証

し
た
い
。
倭
京
・
新
城
段
階
の
地
割
に
つ
い
て
は
、
網
干
善
教
・
秋
山
日
出
雄
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

岸
俊
男
お
よ
び
千
田
稔
氏
な
ど
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
ン
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

網
干
氏

は
橘
寺

と
大
官
大
寺
の
塔
の
距
離
関
係
な
ど
か
ら
、
六
百
小
尺
方
眼
の
方
格

地
割
を

想
定

し
、
秋
山
氏
は
伽
藍
中
軸
線
な
ど
か
ら
同
じ
く
五
百
大
尺
（
1
1
六
百
小

尺
）
す
な
わ
ち
令
制
方
百
歩
の
方
格
地
割
を
想
定
す
る
。
さ
ら
に
、
岸
俊
男
氏
は
、

山
田
道
以
南
の
地
域
に
山
田
道
と
中
つ
道
を
基
準
線
と
す
る
一
町
（
約
一
〇
六
メ
ー

ト
ル
）
四
方
の
方
格
地
割
を
想
定
し
、
京
の
総
合
計
画
が
存
在
し
た
と
考
え
た
。
一

方
、
千
田
氏
は
、
こ
れ
ら
よ
り
細
か
く
令
制
五
十
歩
（
二
百
五
十
高
麗
尺
）
の
方
格

を

想
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
飛
鳥
に
方
格
地
割
が
存
在
し
た
と
す
る
議
論
に
対
し
て
は
、
井
上
和

人
氏
に
よ
る
詳
細
な
批
判
が
あ
り
、
考
古
学
的
な
発
掘
成
果
に
よ
る
限
り
、
ど
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

う
な
方
格
地
割
も
実
証
で
き
な
い
と
す
る
。
各
説
お
け
る
資
料
選
択
の
恣
意
性
や
計

測
の

疎
漏

さ
な
ど
を
逐
一
指
摘
し
、
発
掘
調
査
の
成
果
を
便
宜
的
に
利
用
し
て
い
る

と
の
批
判
を
加
え
る
。
と
り
わ
け
、
倭
京
方
格
地
割
の
基
準
線
と
さ
れ
た
中
つ
道
が

横
大
路
以
南
お
い
て
道
路
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
官
大
寺
付
近
の
東
京
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

大
路

‖
中
つ
道
は
、
八
世
紀
ま
で
大
規
模
な
流
路
と
な
っ
て
い
た
こ
と
、
飛
鳥
寺
の

西
北

に
位
置
し
、
七
世
紀
中
葉
以
降
の
遺
構
が
集
中
す
る
石
神
遺
跡
で
も
中
つ
道
想

定
位
置
に
は
道
路
遺
構
が

な
く
、
遺
構
を
南
北
に
区
画
す
る
東
西
塀
が
作
ら
れ
て
い

　
　
（
5
1
）

る
こ
と
、
川
原
寺
の
近
く
で
は
飛
鳥
川
を
斜
め
に
横
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

な
ど
の
指
摘
は
方
格
地
割
論
に
対
す
る
根
本
的
な
批
判
と
な
っ
て
い
る
。

　
井

上

氏
の
批
判
に
従
う
な
ら
ば
飛
鳥
地
域
に
お
い
て
は
宮
・
寺
・
儀
式
の
場
な
ど

の

占
地
を
規
制
す
る
如
何
な
る
方
格
地
割
も
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
施

設
は
統
一
的
な
占
地
・
造
営
計
画
の
な
い
形
で
、
個
々
の
施
設
が
自
然
地
形
に
制
約

さ
れ
な
が
ら
、
時
間
差
を
も
っ
て
集
積
的
に
造
営
さ
れ
、
景
観
が
構
成
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
先
述
し
た
藤
原
宮
周
辺
の
先
行
的
条
坊
地
割
の
存
在
と
比
較
す
る
な
ら

ぽ

そ

の

コ

ン

ト
ラ
ス
ト
は
明
瞭
な
も
の
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
考
古
学
上
の
見
解
に
対
し
て
問
題
と
な
る
の
は
、
『
日
本
書
紀
』
に
見
え

る
「
倭
京
」
の
景
観
で
あ
る
。
今
泉
隆
雄
氏
は
、
岸
俊
男
氏
が
述
べ
ら
れ
た
天
武
朝

の

浄
御
原
宮
の
時
代
に
一
定
の
範
囲
を
有
す
る
行
政
区
画
と
し
て
倭
京
が
成
立
し
、

京
職
に
よ
っ
て
管
掌
さ
れ
て
い
た
と
す
る
見
解
を
基
本
的
に
継
承
し
、
さ
ら
に
斉
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

朝
ま
で
京
域
を
有
す
る
倭
京
の
成
立
を
遡
ら
せ
て
考
え
る
。
そ
の
場
合
の
大
き
な
根

拠

と
な
っ
た
の
が
、
『
日
本
書
紀
』
天
武
元
年
七
月
壬
辰
・
癸
巳
条
に
見
え
る
壬
申
の

乱
に

お
け

る
倭
京
防
衛
戦
で
の
次
の
よ
う
な
記
載
で
あ
る
。

　
　
壬
辰
、
将
軍
吹
負
、
屯
二
干
乃
楽
山
上
↓
時
荒
田
尾
直
赤
麻
呂
、
啓
二
将
軍
一
日
、

　
　
古
京
是
本
営
処
也
。
宜
二
固
守
↓
将
軍
従
之
。
則
遣
二
赤
麻
呂
・
忌
部
首
子
人
↓

　
　
令
〃
戊
二
古
京
↓
於
是
、
赤
麻
呂
等
詣
二
古
京
…
而
解
二
取
道
路
橋
板
↓
作
レ
楯
、

　
　
竪
二
於
京
辺
衡
一
以
守
之
。
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癸
巳
、
将
軍
吹
負
、
与
二
近
江
将
大
野
君
果
安
↓
戦
二
干
乃
楽
山
↓
為
二
果
安
一
所
レ
敗
、

　
　
軍
卒
悉
走
。
将
軍
吹
負
、
僅
得
レ
脱
レ
身
。
於
是
、
果
安
追
至
二
八
ロ
一
喬
而
視
レ
京
、

　
　
毎
レ
街
竪
レ
楯
。
疑
レ
有
二
伏
兵
一
乃
稽
引
還
之
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
海
人
皇
子
側
の
武
将
荒
田
尾
直
赤
麻
呂
が
乃
楽
山
で
将
軍
吹
負

に
、
古
京
は
本
営
で
あ
る
か
ら
固
く
守
る
べ
き
と
進
言
し
た
た
め
、
赤
麻
呂
と
忌
部

首
子
人
を

派
遣

し
て
、
古
京
の
道
路
の
橋
板
を
壊
し
て
楯
と
し
、
「
京
辺
の
偶
」
ご
と

に
た
て

さ
せ
た
。
翌
日
、
乃
楽
山
の
戦
で
敗
れ
た
吹
負
を
追
っ
て
、
近
江
方
の
武
将

大
野
君
果
安
が
「
八
口
」
ま
で
進
撃
、
そ
こ
か
ら
「
京
」
を
見
る
と
街
ご
と
に
楯
を

た
て

て

あ
る
の
で
、
伏
兵
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
て
退
却
し
た
と
伝
え
る
。
岸
俊
男
氏

に

よ
れ
ば
、
こ
こ
に
見
え
る
乃
楽
山
と
飛
鳥
を
結
ぶ
道
路
は
中
つ
道
で
あ
り
、
「
京
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
5
3
）

を

望
み
見
た
「
八
口
」
と
は
香
具
山
付
近
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
今
泉
氏
は
「
京
辺
」

と
は
京
の
北
辺
で
あ
り
、
京
が
一
定
の
範
囲
を
持
ち
、
街
ご
と
に
楯
を
た
て
た
と
い

う
の
は
、
北
辺
道
路
と
複
数
の
東
西
道
路
が
交
わ
る
地
点
ご
と
に
楯
を
た
て
た
と
解

釈

さ
れ
、
方
格
地
割
に
も
と
つ
く
道
路
の
設
定
を
推
測
す
る
。
た
だ
し
、
倭
京
は
、

耕
地
の

た
め
の

条
里

制
地
割
に
も
と
つ
く
点
で
、
条
坊
制
を
し
く
律
令
制
都
城
と
異

な

り
そ
の
前
史
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
と
す
る
。

　

中
つ
道
を
近
江
方
の
軍
勢
が
南
下
し
、
「
八
口
」
が
飛
鳥
地
域
を
見
渡
せ
る
高
所
と

す

る
な
ら
ば
香
具
山
以
外
に
比
定
地
は
想
定
し
に
く
い
。
さ
ら
に
、
古
京
に
お
け
る

「
本
営
」
、
す
な
わ
ち
将
軍
大
伴
吹
負
ら
が
死
守
す
べ
き
中
枢
部
分
は
、
『
日
本
書
紀
』

の

記
述
に
従
う
な
ら
ば
、
飛
鳥
寺
の
西
の
「
営
」
で
あ
り
、
「
小
治
田
兵
庫
」
で
あ
っ
た

　
　
　
　
（
M
）

と
考
え
ら
れ
、
中
つ
道
を
近
江
方
の
軍
勢
が
南
下
し
た
可
能
性
は
よ
り
高
い
も
の
と

な
る
。
そ
う
す
る
と
香
具
山
以
南
が
「
倭
京
」
の
北
辺
と
な
り
、
香
具
山
と
飛
鳥
寺

の

間

に
そ

う
し
た
「
街
」
が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
井
上
氏
が
批
判
さ

れ

る
よ
う
に
飛
鳥
寺
に
い
た
る
中
つ
道
の
南
へ
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
大
官
大
寺

や
石
神
遺
跡
か

ら
は
道
路
痕
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
規
則
的
に
街
が
配
列

さ
れ
た
景
観
を
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
今
泉
氏
の
想
定
に
は
否
定
的
に
な
ら
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

る
を
え
な
い
。
『
日
本
書
紀
』
の
潤
色
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
そ
の
記
述
か
ら
条
坊

制
的

な
「
京
」
の
景
観
を
「
深
読
み
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
発
掘

成
果

に

よ
れ
ぽ
、
「
倭
京
」
に
は
規
則
的
な
方
格
地
割
さ
え
設
定
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
り
、
「
倭
京
」
と
律
令
制
的
都
城
と
の
間
に
は
同
じ
く
「
京
」

と
表
現
さ
れ
て
は
い
る
が
、
今
泉
氏
が
想
定
さ
れ
る
以
上
に
大
き
な
質
的
断
絶
が
存

在

し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
「
倭
京
」
の
用
語
は
宮
都
が
難
波
や
近
江
に
所
在

し
た
時
に
の
み
用
い
ら
れ
る
用
語
で
、
正
式
に
は
「
京
」
「
京
師
」
と
称
さ
れ
る
の

で
あ
る
か
ら
、
特
別
な
史
料
価
値
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
批
判
が
あ
る
。

　
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
近
江
や
難
波
と
は
異
な
っ
て
「
倭
京
」
の
み
が
『
日
本
書
紀
』

で
は
永
続
的
に
「
京
」
と
称
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
や
は
り
軽
視
す
べ
き
で
は
な
い
。

天
武
朝
以
前
の
支
配
機
構
に
と
っ
て
、
条
坊
地
割
や
方
格
地
割
は
ま
だ
「
京
」
た
り

う
る
に
必
須
の
条
件
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
般
に
前
近
代
の
諸
国
家
に
お
け
る
支
配
階
級
は
、
機
構
や
制
度
を
媒
介
と
す
る

結
合
お
よ
び
人
格
的
・
身
分
的
従
属
関
係
を
媒
介
と
す
る
結
集
と
い
う
二
重
の
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

に
お
い

て
、
階
級
と
し
て
結
集
す
る
と
さ
れ
る
が
、
律
令
制
以
前
の
権
力
構
造
は
大

王

と
臣
下
と
の
人
格
的
隷
属
関
係
を
基
礎
と
し
、
官
僚
制
的
な
秩
序
は
未
熟
で
あ
っ

た
。
血
脈
よ
り
も
人
格
・
資
質
を
重
視
し
て
推
戴
さ
れ
た
大
王
は
、
そ
の
人
格
的
支

配
が
強

烈
で
あ
る
た
め
に
、
当
代
の
大
王
が
死
亡
し
た
直
後
に
は
必
然
的
に
権
力
の
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空

白
期
間
が
生
じ
、
「
代
替
わ
り
」
に
伴
う
「
職
位
の
確
認
」
と
い
っ
た
支
配
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

の

再
編
成
が
必
須
の
行
事
と
な
っ
て
い
た
。
「
歴
代
遷
宮
」
の
理
由
も
、
死
の
稜
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

避
け

る
た
め
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
原
理
的
に
は
新
大
王
が
支
配
機
構
を
再

編
す
る
た
め
に
行
っ
た
こ
う
し
た
行
事
の
一
環
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
律
令
制
下

と
は
異
な
り
、
大
王
宮
の
み
に
政
務
遂
行
の
拠
点
が
集
中
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

皇
子
宮
・
妃
宮
お
よ
び
豪
族
居
館
な
ど
に
分
散
し
、
寺
・
市
・
広
場
な
ど
で
も
し
ば

　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

し
ば
行
事
が
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
段
階
に
お
け
る
「
京
」
に
お
い
て
も
、
大
王
宮

以

外
に
宮
・
宅
・
寺
・
市
・
広
場
な
ど
が
必
要
な
要
素
で
あ
っ
た
が
、
大
王
宮
の
超

越
性
が
弱

く
、
「
代
替
わ
り
」
に
伴
う
支
配
機
構
の
再
編
成
が
不
可
避
で
あ
る
以
上
、

ま
だ
整
然
と
そ
れ
ら
が
配
置
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
そ
の
必
要
も
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ

る
。
律
令
制
下
の
都
城
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
諸
機
構
の
集
中
度
は
弱
く
、
核
と

し
て
の
大
王
宮
が
他
の
宮
や
宅
と
質
的
に
異
な
ら
な
い
た
め
、
広
大
な
領
域
性
・
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

散
性
・
個
別
性
を
特
徴
と
し
て
有
し
た
。
推
古
朝
以
後
に
お
い
て
飛
鳥
地
域
に
×
王

宮
が
集
中
し
、
こ
の
よ
う
な
支
配
機
構
が
「
代
替
わ
り
」
を
越
え
て
条
里
地
割
や
条

坊
地
割
と
い
う
統
一
的
な
秩
序
な
し
に
集
積
さ
れ
た
状
態
が
「
倭
京
」
的
景
観
で
あ

っ

た

と
考
え
ら
れ
る
。
潜
在
的
に
は
「
代
替
わ
り
」
ご
と
に
京
は
大
き
く
変
動
す
る

可
能
性
が
あ
り
、
い
う
な
ら
ぽ
時
々
の
支
配
層
に
と
っ
て
必
要
な
機
構
全
体
が
「
京
」

で
あ
り
、
そ
の
有
機
的
な
複
合
体
が
散
在
す
る
範
囲
が
「
京
域
」
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
、
明
確
な
京
域
は
存
在
せ
ず
、
飛
鳥
を
中
心
と
す
る
漠
然
と
し
た
地
域
が
「
倭
京
」

に
な

ら
ざ
る
を
え
な
い
。
倭
京
以
外
に
近
江
や
難
波
が
永
続
的
に
「
京
」
と
さ
れ
な

か
っ

た
の

は
、
王
権
に
結
集
し
た
支
配
層
の
拠
点
の
維
持
が
一
代
限
り
の
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

り
、
永
続
的
に
は
保
持
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
「
倭
京
」
を
条
坊
制
都
城
と
は
原
理
的
に
異
な
る
も
の
と
し
て
位
置

づ

け
、
天
武
朝
以
前
に
お
い
て
、
飛
鳥
地
域
に
散
在
す
る
継
続
的
な
支
配
拠
点
（
宮
・

宅
・
市
・
寺
・
広
場
な
ど
）
の
総
体
を
示
す
用
語
と
し
て
用
い
る
こ
と
の
妥
当
性
を

強
調
し
て
お
き
た
い
。
飛
鳥
へ
の
大
王
宮
の
集
中
が
「
倭
京
」
の
形
成
を
も
た
ら
し
、

斉
明
朝
に
お
け
る
土
木
工
事
（
漏
刻
・
噴
水
施
設
等
）
な
ど
「
代
替
わ
り
」
を
越
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

た

恒
常
的
な
施
設
の
建
設
を
促
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
智
朝
の
近
江
京
遷
都
時
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

お

け
る
倭
京
「
留
守
司
」
の
設
置
は
、
こ
う
し
た
恒
常
的
な
施
設
の
造
営
を
前
提
に

し
て
は
じ
め
て
理
解
で
き
、
旧
来
の
「
歴
代
遷
宮
」
と
は
異
な
る
新
た
な
段
階
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
。

⇔
　
条
坊
道
路
の

造
営

　
次

は
、
天
武
朝
の
新
城
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
新
城
へ
の
遷
都
を
示
す
記
述
は
次

の

三
つ
の
史
料
で
あ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
天
武
五
年
是
年
条

　
　
是
年
、
将
レ
都
二
新
城
↓
而
限
内
田
園
者
、
不
レ
問
二
公
私
↓
皆
不
レ
耕
悉
荒
、
然

　
　
遂
不
レ
都
　
。

　
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
一
年
三
月
甲
午
朔
条

　
　
命
二
小
紫
三
野
王
及
宮
内
官
大
夫
等
ぺ
遣
二
干
新
城
一
令
レ
見
二
其
地
形
↓
乃
将
レ

　
　
都
　
。

　
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
一
年
三
月
己
酉
条

　
　
幸
二
干
新
城
↓

こ
れ
ら
の
記
述
は
、
天
武
五
年
（
六
七
六
）
に
新
城
へ
の
遷
都
計
画
が
立
案
さ
れ
、
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予
定
地
内
の
田
園
は
耕
作
を
停
止
し
造
営
工
事
に
備
え
た
が
、
結
局
遷
都
は
実
現
し

な
か
っ
た
。
そ
の
後
天
武
十
一
年
（
六
八
二
）
に
再
び
新
城
へ
の
遷
都
が
計
画
さ
れ
、

小
紫
三
野
王
や
宮
内
官
大
夫
ら
に
現
地
視
察
を
さ
せ
、
天
武
天
皇
自
ら
も
行
幸
し
た

と
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
新
城
の
場
所
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
説
が
あ
り
、
正
確

な

場
所
は

不
明
と
な
っ
て
い
る
。
西
本
昌
弘
氏
の
研
究
史
整
理
に
よ
れ
ば
、
従
来
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

説
は
四

つ
に
分
類
さ
れ
る
。

　
（
一
）
　
添
下
郡
新
木
村
説

　
（
二
）
　
倭
京
の
条
坊
都
城
説

　
（
三
）
　
飛
鳥
浄
御
原
宮
の
羅
城
説

　
（
四
）
　
新
益
京
（
藤
原
京
）
説

最
近

ま
で
『
日
本
書
紀
』
に
つ
い
て
の
主
要
な
注
釈
書
が
採
用
し
た
よ
う
に
、
「
新

城
」
を
地
名
と
考
え
る
第
一
説
が
有
力
で
あ
っ
た
が
、
新
木
の
地
名
の
由
来
が
明
ら

か
で
な

く
、
史
料
に
郡
名
表
記
を
欠
い
て
い
る
こ
と
が
弱
点
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

第
三
説
は
前
掲
史
料
が
飛
鳥
浄
御
原
宮
の
拡
張
と
は
解
釈
し
に
く
い
点
で
説
得
力
を

欠
い
て
い
る
。
従
っ
て
、
現
在
有
力
な
の
は
、
（
二
）
の
倭
京
の
条
坊
都
城
説
お
よ
び

（
四
）
の
新
益
京
（
藤
原
京
）
説
と
考
え
ら
れ
る
。

　
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
岸
俊
男
氏
は
新
城
を
倭
京
の
城
坊
都
城
と
す
る
第
二
説
の

立
場
か

ら
、
藤
原
京
以
前
の
京
は
す
べ
て
広
義
の
倭
京
と
し
て
把
握
さ
れ
、
倭
京
と

新
城
の
質
的
な
区
別
は
し
て
い
な
い
。
両
老
の
区
別
を
暖
味
に
し
て
い
る
点
に
つ
い

て

は
、
天
武
元
年
ま
で
し
か
『
日
本
書
紀
』
に
見
え
な
い
「
倭
京
」
の
用
語
に
よ
り
、

天
武

二
年

以
後
の
「
京
」
「
新
城
」
を
含
め
て
用
い
る
の
は
厳
密
で
な
い
と
の
批
判

が

あ
る
。
ま
た
発
掘
成
果
に
よ
っ
て
も
、
「
倭
京
」
段
階
に
は
方
格
地
割
が
存
在
し

な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
に
対
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
新
城
」
段
階
に
は
藤

原
宮
域
内
に
先
行
条
坊
道
路
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
新
益
京
と
新
城
を
同
一

視
す

る
第
四
説
に
つ
い
て
は
、
新
益
京
が
飛
鳥
浄
御
原
令
の
施
行
及
び
官
職
体
系
に

対
応

し
て
構
想
さ
れ
た
都
で
あ
る
こ
と
を
軽
視
す
る
点
が
問
題
と
な
る
。
さ
ら
に
新

城

と
新
益
京
の
構
想
の
間
に
は
、
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
の
難
波
宮
全
焼
に
よ
る
複

都
体
制
の
見
直
し
、
天
武
・
草
壁
の
死
去
に
よ
る
大
王
宮
・
皇
子
宮
体
制
の
変
更
な

ど
、
無
視
で
き
な
い
変
化
が
あ
る
。
従
っ
て
、
新
城
を
倭
京
と
新
益
京
（
藤
原
京
）
の

ど
ち
ら
の
範
疇
に
属
す
る
の
か
と
い
う
二
者
択
一
的
な
議
論
を
す
る
の
は
あ
ま
り
建

設
的
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
む
し
ろ
継
承
面
と
断
絶
面
の
両
者
を
正
確
に
把
握

す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
武
朝
に
お
け
る
「
新
城
」
独
自
の
発
展
段
階
を
把
握
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　
天
武
朝
の
都
城
段
階
を
考
え
る
場
合
、
ま
ず
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
発

掘
に

よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
宮
域
内
先
行
条
坊
道
路
と
推
定
京
域
外
条
坊
道
路
の
存

在
で
あ
る
。
特
に
前
者
に
つ
い
て
は
木
簡
の
紀
年
か
ら
施
行
時
期
が
推
定
で
き
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
発
掘
成
果
に
よ
れ
ば
、
藤
原
宮
の
宮
域
内
で
は
朱
雀
大
路
・
東

一
坊
大
路

な
ど
十
三
ヵ
所
の
条
坊
道
路
遺
構
が
宮
殿
遺
構
の
下
層
か
ら
検
出
さ
れ
て

　
（
6
5
）

い

る
。
な
か
で
も
一
九
七
七
年
に
大
極
殿
北
方
で
、
朱
雀
大
路
の
延
長
部
分
と
四
条

条

間
小
路
の
延
長
部
分
の
交
差
点
が
検
出
さ
れ
、
朱
雀
大
路
延
長
部
分
の
東
側
五
メ

ー
ト
ル
で
検
出
さ
れ
た
南
北
大
溝
（
幅
六
～
七
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
）
か

ら
干
支
記
載
の
あ
る
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
大
溝
や
条
坊
の
側
溝
が
埋
め
た

て

ら
れ
た
後
に
大
極
殿
院
の
北
面
廻
廊
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
藤
原
宮
の
大

極
殿
造
営
以

前
に
条
坊
道
路
が
造
成
さ
れ
た
こ
と
、
条
坊
道
路
と
大
溝
は
同
時
に
存
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倭京から藤原京へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

在

し
た
こ
と
、
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
出
土
し
た
木
簡
の
う
ち
年
代
が
判
明
す
る
も

の

と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
部
力
〕

　

①
・
甲
申
年
七
月
三
日
　
口
口
口
［

　
　
　

口

　
　
　
　
　
　
　
口
［

　

　
・
　
　
日
仕
　
甘
於
連
［

　

②
口
進
大
騨
口
口
［

　
　
　
　
ミ
　
　
〉

　
③

癸
未
年
七
月
圧
締
八
野
評
㎜
臨
唖

　
　
　
　
　
　
　
〔
阿
力
〕
　
　
　
　
　
〔
米
力
〕

　
④
・
壬
午
年
十
月
［
山
毛
野

　
　
　
　
（
6
7
）

　
　
・
口
口
口

こ
れ
ら
の
木
簡
は
、

　
壬
午
年

（
天
武

十
一
年
・
六
八
二
年
）
④

　
癸
未
年

（
天
武
十
二
年
・
六
八
三
年
）
③

　
甲
申
年
（
天
武
十
三
年
・
六
八
四
年
）
①

と
い
う
天
武
朝
末
年
の
連
続
し
た
年
紀
を
有
す
る
点
が
注
目
さ
れ
、
木
簡
②
は
「
進

大
騨
」
と
い
う
天
武
十
四
年
（
六
八
五
）
制
定
の
位
階
で
、
最
下
位
か
ら
二
番
目
の

位
で

あ
る
。
こ
れ
ら
木
簡
の
年
代
の
下
限
は
天
武
十
四
年
で
あ
り
、
大
溝
お
よ
び
条

坊
道
路
の
造
営
年
代
も
天
武
末
年
以
前
に
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
少
な
く

と
も
持
統
八
年
（
六
九
四
）
の
藤
原
遷
都
以
前
に
大
溝
と
条
坊
道
路
が
存
在
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

た

こ
と
は
明
ら
か
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
条
坊
道
路
の
造
営
年
代
を
考
え
る
場
合
、
藤
原
宮
内
に
宮
造
営
以
前

の

堀
立
柱
の
小
規
模
建
物
群
が
存
在
し
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
西
方
官
衙
地
区
で

は
、
こ
れ
ら
建
物
は
造
営
方
位
か
ら
四
時
期
に
小
区
分
さ
れ
、
同
一
地
点
で
継
続
し

て

建
て
か
え
ら
れ
て
お
り
、
最
終
時
期
に
は
条
坊
道
路
に
規
制
さ
れ
て
造
営
さ
れ
て

い

る
。
各
期
に
は
そ
れ
ぞ
れ
五
・
四
・
二
・
十
二
棟
の
建
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
建
物
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
そ
の
規
模
に
お
い
て
七
世
紀
以
降
畿
内
付
近
に

見
ら
れ
る
一
般
民
衆
の
建
物
と
大
差
が
な
い
こ
と
か
ら
、
集
落
建
物
と
考
え
ら
れ
て

　
（
6
9
）

い

る
。
飛
鳥
・
藤
原
地
域
の
土
器
編
年
に
従
う
な
ら
ぽ
、
飛
鳥
1
・
H
の
段
階
の
遺

構
は
藤
原
宮
周
辺
に
は
少
な
く
、
七
世
紀
の
前
半
期
に
お
け
る
藤
原
宮
域
は
「
無
住

の

地
」
に
近
か
っ
た
が
、
七
世
紀
後
半
の
飛
鳥
皿
・
W
期
に
な
っ
て
遺
構
は
突
如
増

　
　
　
　
　
（
0
7
）

加
す

る
と
い
う
。
宮
内
に
条
坊
道
路
に
規
制
さ
れ
た
集
落
建
物
が
一
定
期
間
存
在
し

た

こ
と
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
条
坊
道
路
設
定
と
藤
原
宮
の
造
営
の
間
に
は
無
視
で

き
な
い
時
間
的
な
ズ
レ
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
重
要
な
の
は
七
世

紀
後
半
期
に
お
い
て
継
続
的
に
維
持
さ
れ
た
建
物
群
が
条
坊
道
路
の
施
行
に
よ
っ
て

も
建
物
数
は
増
加
す
る
も
の
の
質
的
な
変
化
を
見
せ
ず
に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
先
述
し
た
「
倭
京
」
的
な
景
観
が
条
坊
道
路
の
施
行
だ
け
で
は
本
質
な
変
化

を

し
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
庇
付
き
の
官
衙
的
な
建
物
も
近
年
で
は
宮
内

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

か

ら
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
官
衙
的
な
建
物
と
集
落
建
物
と
の
混
在
的
な
景

観
を

前
代
的
な
も
の
と
し
て
重
視
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
う
し
た
景
観
こ
そ
が
「
倭
京
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

的

な
存
在
形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
発
掘
担
当
者
は
、
慎
重
に
条
坊
道
路
の
施
行
年
代
を
天
武
末
年
（
よ
り
具
体
的
に

は

岸
俊
男
氏
が
新
益
京
の
造
営
開
始
と
推
定
し
た
天
武
十
三
年
三
月
に
宮
室
の
地
を
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定
め
て
以
後
）
に
限
り
な
く
近
付
け
た
う
え
で
、
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
さ
れ
る

が
、
こ
れ
は
条
坊
道
路
の
施
行
を
も
っ
て
条
坊
制
の
施
行
ひ
い
て
は
律
令
制
的
な
都

城
制
の
成
立
を
考
え
る
と
い
う
大
前
提
に
制
約
さ
れ
た
見
方
と
い
え
る
。
条
坊
道
路

の

造
営
を

限

り
な
く
「
新
益
京
」
の
造
営
に
引
付
け
る
た
め
、
「
新
城
」
独
自
の
段

階
の
暖
昧
に
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
発
掘

成
果
に

よ
れ
ば
条
坊
道
路
の
施
行
だ
け
で
は
「
倭
京
」
的
な
景
観
に
本
質
的
な
変
化

を

も
た
ら
さ
な
か
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
条
坊
道
路
の
施
行
と
条
坊
制
の
施
行
お
よ

び

律
令
制
的
な

都
城
制
の
成
立
と
を
い
っ
た
ん
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
、

藤
原
宮
周

辺
に
お
け

る
条
坊
道
路
の
計
画
や
造
営
を
天
武
十
三
年
以
前
に
遡
ら
せ
る

制
約
は
存
在

し
な
い
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
限
り
、
「
新

城
」
の
占
地
お
よ
び
造
営
計
画
は
天
武
五
年
（
六
七
六
）
ま
で
は
確
実
に
遡
る
と
考

　
　
　
（
7
3
）

え
ら
れ
る
。

　

先
行
条
坊
道
路
の
造
営
年
代
を
考
え
る
場
合
、
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
薬
師
寺

の

占
地
の
問
題
で
あ
る
。
薬
師
寺
の
西
南
隅
に
あ
た
る
右
京
三
条
大
路
と
八
条
大
路

と
の
交
差
点
に
お
け
る
発
掘
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
路
の
側
溝
が
薬
師
寺
式
の
軒
丸
瓦

や
軒
平
瓦
を

出
土
し
た
南
北
溝
を
一
度
埋
立
て
た
後
に
掘
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

薬
師

寺
の
造
営
工
事
は
条
坊
大
路
の
造
営
に
先
行
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
一
方
で

薬
師

寺
の
中
心
伽
藍
の
中
軸
線
は
ほ
ぼ
藤
原
京
の
条
坊
計
画
線
に
の
っ
て
い
る
こ
と

か

ら
、
薬
師
寺
の
造
営
と
条
坊
道
路
の
造
営
に
は
大
き
な
時
間
的
隔
た
り
が
な
い
こ

と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
薬
師
寺
の
造
営
は
『
日
本
書
紀
』
天
武
九
年
十
一
月
癸
未

条
に
、

　
　

皇
后
体
不
予
。
則
為
二
皇
后
一
誓
願
之
、
初
興
二
薬
師
寺
↓

と
見
え
る
の
が
初
見
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
条
坊
道
路
の
造
営
は
こ
れ
以
後
と
推
定
さ

　
　
（
7
4
）

れ
て

い

る
。
こ
う
し
た
発
掘
成
果
に
よ
れ
ば
、
条
坊
道
路
造
営
の
具
体
的
な
開
始
時

期
は
、
三
野
王
や
宮
内
官
の
大
夫
ら
を
派
遣
し
て
、
「
新
城
」
の
地
形
を
観
察
さ
せ
、

天
武

自
身
も
行
幸
し
た
と
あ
る
天
武
十
一
年
以
後
と
考
え
て
も
問
題
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
ち
な
み
に
、
藤
原
京
内
の
大
溝
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
年
紀
が
天
武
十
一
年
か

ら
始
ま
り
、
以
後
の
数
年
間
連
続
す
る
の
は
、
条
坊
道
路
や
周
辺
建
物
の
造
営
に
関

係
し
た
木
簡
と
考
え
る
な
ら
ぽ
説
明
が
つ
く
。

　
次

は
、
推
定
京
域
外
条
坊
道
路
の
発
掘
成
果
か
ら
「
新
城
」
に
お
け
る
条
坊
道
路

の

施
行
範
囲
と
規
格
性
を
検
討
し
た
い
。
い
わ
ゆ
る
「
大
藤
原
京
論
」
に
お
い
て
は
、

岸
俊
男
に
よ
る
復
原
案
の
外
側
に
も
規
則
的
な
条
坊
制
が
施
行
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。

だ

が
、
想
定
京
域
内
す
べ
て
に
道
路
が
造
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
大
和
三
山
な
ど

丘
陵
地
帯
が
多
く
を
占
め
る
こ
と
か
ら
無
理
と
思
わ
れ
る
。
「
大
藤
原
京
論
」
に
否
定

的
な
論
者
は
、
宮
域
が
南
に
片
寄
る
こ
と
、
七
世
紀
後
半
創
建
の
寺
院
が
推
定
条
坊

道
路
に
重

な
る
こ
と
、
な
ど
か
ら
単
な
る
京
外
道
路
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
現
在
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
条
坊
道
路
は
、
大
路
と
推
定
さ
れ
る
道
幅
が

一
〇
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
も
の
と
、
条
間
路
・
坊
間
路
と
推
定
さ
れ
る
一
〇
メ
ー
ト

ル
以

下
の

も
の
に
大
き
く
は
二
分
で
き
る
。
前
者
が
確
認
さ
れ
る
の
は
、
岸
氏
の
復

原
案
に
よ
れ
ば
、
二
条
大
路
・
四
条
大
路
・
六
条
大
路
・
八
条
大
路
・
九
条
大
路
・

十
条
大
路
お

よ
び
朱
雀
大
路
・
東
一
坊
大
路
・
西
二
坊
大
路
・
西
三
坊
大
路
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

京
外
で
も
西
四
条
大
路
・
北
四
条
大
路
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
幅
を
有
す
る
。

　

阿
部
義
平
氏
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
奇
数
大
路
に
あ
た
る
道
路
幅
が
小
路
程
度
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

か

な
い
こ
と
か
ら
、
岸
説
の
偶
数
条
坊
路
を
大
路
と
さ
れ
る
が
、
九
条
大
路
・
東
一
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坊
大
路
・
西
三
坊
大
路
な
ど
奇
数
大
路
で
も
幅
一
五
メ
ー
ト
ル
程
度
の
道
路
が
検
出

さ
れ
て
お
り
、
お
お
ま
か
に
は
偶
数
条
坊
路
を
基
準
と
す
る
こ
と
は
承
認
で
き
る
が
、

厳
密

な
規
格
性
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
丘
陵
地
帯
や
十
条
大
路
以
南
に
は
条

坊
道
路
が

造
営

さ
れ
た
可
能
性
は
低
く
、
か
つ
厳
密
な
規
格
性
が
な
い
と
す
る
な
ら

ぽ
、
規
格
化
さ
れ
た
京
を
外
縁
部
に
ま
で
想
定
す
る
こ
と
は
た
め
ら
わ
れ
る
。

　
一
方
、
井
上
和
人
氏
は
六
条
大
路
と
朱
雀
大
路
の
道
幅
が
や
や
大
き
く
、
宮
内
先

行
条
坊
道
路
の

道
幅
が
京
内
と
比
較
し
て
狭
い
こ
と
か
ら
藤
原
宮
の
占
地
は
条
坊
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

定

と
同
時
で
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
平
城
京
な
ど
と
比
較
す
る
な
ら
ば
朱
雀
大

路
が

他
の
大
路
か
ら
卓
越
し
た
規
模
を
有
し
て
い
な
い
よ
う
に
、
六
条
大
路
と
朱
雀

大
路
の
道
幅
に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
他
の
大
路
と
の
差
異
は
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、

発
掘
例
の

増
加
に
よ
り
宮
内
と
宮
外
で
も
道
幅
の
大
き
な
差
異
は
確
認
で
き
な
く
な

っ

た
。
東
一
坊
大
路
の
よ
う
に
宮
外
よ
り
も
宮
内
の
方
が
道
幅
が
広
い
と
い
う
例
も

あ
り
、
一
概
に
宮
内
道
路
が
小
規
模
と
も
い
え
な
い
。
従
っ
て
、
条
坊
道
路
の
造
営

に
あ
た
っ
て
当
初
か
ら
藤
原
宮
の
造
営
を
意
識
し
た
占
地
を
行
っ
た
と
す
る
こ
と
に

は
従
い
に
く
い
。
少
な
く
と
も
宮
よ
り
も
条
坊
道
路
の
造
営
が
先
行
し
た
こ
と
は
確

実
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
推
定
京
域
外
条
坊
道
路
の
発
掘
成
果
に
よ
る
な
ら
ば
、

大
路
の
幅
も
、
建
物
も
景
観
的
に
は
京
内
と
区
別
が
つ
か
な
い
の
で
あ
り
、
造
営
当

初
に

お
い
て

は
岸
氏
の

い
わ
れ

る
京
の
内
外
を
区
別
す
る
も
の
は
な
に
も
な
い
と
思

わ
れ
る
。

　
以

上
に

よ
れ
ぽ
、
条
坊
道
路
の
施
行
範
囲
が
大
藤
原
京
域
に
及
ぶ
こ
と
は
ほ
ぼ
確

実
で
あ
る
が
、
後
の
都
城
の
よ
う
に
長
方
形
で
は
な
く
、
不
整
形
で
規
格
性
に
は
乏

し
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
木
簡
の
年
代
や
「
新
城
」
の
視
察
記
事
か
ら
す
れ

ば
、
条
坊
道
路
の
造
営
開
始
は
天
武
十
一
年
以
後
と
な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
構
想
自

体
は
天
武
朝
初
期
か
ら
す
で
に
存
在
し
た
ら
し
い
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
近
江
遷

都
の
事
後
処
理
と
し
て
近
江
に
居
住
し
て
い
た
官
人
層
を
飛
鳥
周
辺
に
収
容
す
る
区

画
を
造
営
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
り
、
限
ら
れ
た
面
積
で
集
約
的
に
施
設
を
収
容
で

き
る
方
格
道
路
に
基
づ
く
官
人
居
住
区
画
が
構
想
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
計

画
が
存
在
し
た
こ
と
を
推
則
で
き
る
史
料
と
し
て
は
、
先
述
し
た
天
武
五
年
の
新
城

記
事
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
日
本
書
紀
』
同
年
五
月
是
月
条
に
は
、

　
　
勅
、
禁
二
南
淵
山
・
細
川
山
「
並
莫
二
萄
新
↓
又
畿
内
山
野
、
元
所
〃
禁
之
限
、

　
　
莫
二
妄
焼
折
↓

と
い
う
禁
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
は
皇
居
付
近
の
山
を
清
浄
に
保
つ
た
め
の

樹
木
の
伐
採
を
禁
止
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
「
新
城
」
の
造
営
計
画
と
の
関

係
か
ら
す
れ
ば
、
用
材
の
確
保
を
目
指
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
す
で
に

斉
明
朝
の
造
営
工
事
の
段
階
で
、
宮
殿
用
の
材
木
が
不
足
し
た
た
め
造
営
が
困
難
と

な
る
な
ど
、
造
営
工
事
に
は
用
材
の
確
保
が
ま
ず
重
要
で
あ
っ
た
。
南
淵
山
・
細
川

山
は
飛
鳥
川
の
上
流
に
位
置
し
、
宮
材
の
確
保
に
は
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
と
推
定

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ま
で
頻
繁
に
訪
れ
て
い
た
外
国
使
老
の
入
京
が
、
天
武
八

年

（
六
七
九
）
か
ら
文
武
二
年
（
六
九
八
）
ま
で
約
二
十
年
間
途
絶
え
る
こ
と
も
注

　
　
（
7
8
）

意
さ
れ
る
。
こ
の
間
に
都
城
の
造
営
が
継
続
す
る
た
め
、
儀
式
の
場
が
確
保
で
き
ず

外
国
の
使
者
は
筑
紫
や
難
波
に
留
ま
り
入
京
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
「
新
城
」
の
計
画
を
前
提
に
支
配
階
層
が
居
住
す
る
区
画
と
し
て
京
域

が
意
識

さ
れ
て
い
っ
た
ら
し
く
「
京
内
二
十
四
寺
」
「
京
師
」
と
い
っ
た
表
現
が
天

武
紀
以
降
の
『
日
本
書
紀
』
に
頻
出
す
る
。
し
か
し
、
岸
俊
男
氏
の
よ
う
に
こ
れ
を
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条
坊
制
都
城
が
存
在
し
た
こ
と
を
前
提
に
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
倭

京
」
的
な
形
態
の
延
長
線
上
で
理
解
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
段

階
に
お
い
て
京
の
中
心
は
、
藤
原
宮
が
造
営
さ
れ
る
ま
で
は
飛
鳥
の
浄
御
原
宮
で
あ

っ

て
、
不
整
形
な
が
ら
条
坊
道
路
が
施
行
さ
れ
た
「
新
城
」
に
は
核
が
存
在
し
な
か

っ

た
。
そ
し
て
、
条
坊
道
路
が
存
在
し
な
い
飛
鳥
地
区
（
旧
来
の
倭
京
）
と
条
坊
道

路
が
施
行

さ
れ
つ
つ
も
中
心
核
が
存
在
し
な
い
「
新
城
」
と
を
合
わ
せ
た
全
体
が

「
京
師
」
と
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
新
城
」
は
、
旧
来
の
倭
京
と
併
せ
て
補
完
的
に

機
能

し
、
そ
れ
の
み
で
は
自
己
完
結
し
な
い
存
在
で
あ
っ
た
点
に
お
い
て
、
律
令
制

下
の
条
坊
制
都
城
と
は
大
き
く
異
な
る
存
在
で
あ
る
。
し
か
も
条
坊
制
が
施
行
さ
れ

て

い

な
い
の
で
条
坊
呼
称
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
岸
氏
の

よ
う
に
同
じ
く
「
京
」
と
は
表
現
さ
れ
て
は
い
て
も
同
一
実
体
で
あ
っ
た
と
理
解
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

⇔
　
宅
地
賜
与

と
皇
子
宮

　
天
武
朝
の

「
新
城
」
の
意
義
は
、
官
人
居
住
区
画
と
し
て
の
条
坊
道
路
の
造
営
に

象
徴
さ
れ
、
そ
の
範
囲
は
大
藤
原
京
域
に
及
ぶ
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
、

新
城
か

ら
新
益
京
の
時
期
に
お
け
る
京
の
範
囲
と
宅
地
班
給
の
実
態
に
つ
い
て
、
京

内
寺
院
や
皇
子
宮
を
中
心
に
考
察
し
た
い
。

　

ま
ず
、
「
新
城
」
段
階
の
京
域
を
考
察
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
史
料
は
、
『
日
本

書
紀
』
天
武
九
年
五
月
乙
亥
条
に
、

　
　
勅
、
施
綿
糸
布
、
以
施
二
干
京
内
廿
四
寺
一
各
有
〃
差
。

と
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
寺
名
に
つ
い
て
は
、
同
年
に
発
願
さ
れ
た
薬
師

寺
よ
り
も
古
い
様
式
の
瓦
を
出
土
す
る
寺
院
が
該
当
す
る
。
こ
れ
ま
で
、
岸
俊
男
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

や
大
脇
潔
氏

な
ど
に
よ
り
そ
の
候
補
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
近
年
の
発
掘
成
果
に
基

づ

い
た

大
脇
氏
の
推
定
に
従
う
な
ら
ぽ
、
北
は
大
井
寺
、
南
は
檜
隈
寺
・
呉
原
寺
、

東
は
安
倍
寺
・
高
田
廃
寺
、
大
窪
寺
な
ど
が
四
至
と
な
り
広
大
な
領
域
が
京
域
と
な

っ

て

し
ま
う
。
こ
れ
は
、
大
藤
原
京
域
よ
り
も
か
な
り
広
い
範
囲
と
な
り
、
厳
密
な

京
域
が
設
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
は
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
京
内

寺
院
に
つ
い
て
も
、
支
配
層
の
拠
点
が
集
中
す
る
漠
然
と
し
た
範
囲
を
「
京
」
と
称

し
、
広
大
な
領
域
性
を
有
す
る
と
し
た
先
の
推
定
を
裏
付
け
る
こ
と
に
な
る
。
天
武

朝
に

お
い
て

も
「
新
城
」
部
分
へ
の
集
住
度
は
高
め
ら
れ
た
が
、
「
倭
京
」
的
な
景

観
は
基
本
的
に
ま
だ
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
た
だ

し
、
天
武
朝
の
後
半
に
な
る
と
複
都
制
の
宣
言
や
新
城
内
に
藤
原
宮
を
定
め

よ
う
と
す
る
動
き
が
お
こ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
二
年
（
六
八
三
）

十
二
月
庚
午
条
に
、

　
　
詔

日
、
諸
文
武
官
人
及
畿
内
有
位
人
等
、
四
孟
月
、
必
朝
参
。
若
有
二
死
病
一

　
　
不
レ
得
〃
集
者
、
当
司
具
記
、
申
二
送
法
官
↓
又
詔
日
、
凡
都
城
宮
室
、
非
二
一
処
↓

　
　
必
造
二
両
参
↓
故
先
欲
レ
都
二
難
波
↓
是
以
、
百
寮
者
、
各
往
之
請
二
家
地
↓

と
あ
り
、
同
十
三
年
三
月
辛
卯
条
に
は
、

　
　
天
皇
巡
二
行
於
京
師
↓
而
定
二
官
室
之
地
↓

と
あ
る
。
前
者
の
意
味
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
四
孟
月
に
お
け
る
朝

参

と
複
都
制
の
宣
言
が
同
日
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
官
人
集
住
の
不
徹
底
が

陪
都
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
り
、
複
都
制
は
都
城
制
の
未
熟
な
段
階
に
出
現
す
る
形

　
　
　
　
　
（
8
0
）

態
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
難
波
宮
に
つ
い
て
は
、
発
掘
で
確
認
さ
れ
た
前
期
難
波
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宮
の
造
営
時
期
が
問
題
と
な
る
が
、
建
て
替
え
痕
跡
が
一
部
分
に
し
か
認
め
ら
れ
な

い

こ
と
や
主
要
殿
舎
に
付
属
す
る
小
柱
穴
の
理
解
、
錦
織
遺
跡
（
大
津
宮
）
や
伝
板

蓋
宮
跡
上
層
遺
構
と
の
比
較
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
現
状
で
は
考
古
学
的
に
孝
徳
朝
と

す

る
決
定
的
証
拠
は
な
く
、
文
献
上
で
も
朝
堂
院
に
見
合
う
官
司
・
官
僚
機
構
の
存

在
は
疑
問

で

あ
り
、
都
城
の
発
展
系
列
に
位
置
づ
け
る
な
ら
ば
天
武
朝
が
ふ
さ
わ
し

　
　
　
　
　
　
（
8
1
）

い

と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
時
造
ら
れ
た
の
が
発
掘
に
よ
り
確
認
さ
れ
た

前
期
難
波
宮
で
あ
り
、
藤
原
宮
の
遺
構
と
類
似
点
が
多
い
の
は
、
両
者
が
首
都
と
陪

都

と
い
う
兄
弟
関
係
に
あ
っ
た
か
ら
と
推
定
さ
れ
る
。

　
次

に
、
天
武
天
皇
が
京
師
を
巡
行
し
て
宮
室
の
地
を
定
め
た
と
あ
る
記
事
か
ら
は
、

宮
室
の
造
営
よ
り
も
京
域
設
定
が
先
行
し
て
い
た
こ
と
、
浄
御
原
宮
に
代
わ
る
新
た

な
宮
室
の
造
営
が
計
画
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
段
階
の
「
京
師
」

と
は
先
述
の
「
京
内
廿
四
寺
」
が
納
ま
る
広
大
な
範
囲
で
あ
り
、
そ
の
中
に
新
た
な

宮
室
を

設
定
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
具
体
的
に
は
岸
俊
男
氏
が
推
定
さ
れ
る
よ

う
に
条
坊
道
路
が
造
営
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
新
城
部
分
の
中
心
に
位
置
を
定
め
、
藤
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
）

宮
を
造
営
し
よ
う
と
す
る
計
画
が
こ
の
時
定
ま
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ

の

時
の
計
画
は
、
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
正
月
の
難
波
宮
の
焼
失
に
伴
う
、
複
都
制

構
想
の
挫
折
や
同
年
九
月
の
天
武
天
皇
の
死
去
さ
ら
に
は
持
統
三
年
（
六
八
九
）
四

月
の
草
壁
皇
子
の
死
去
な
ど
に
よ
り
、
実
現
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
再
び
藤

原
宮
の
造
営
が
具
体
化
す
る
の
は
、
持
統
四
年
（
六
九
〇
）
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、

『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ぽ
、

　
持
統
四
年
十
月
　
　
高
市
皇
子
、
藤
原
の
宮
地
を
観
る

　
　
　
　
　
十
二
月
　
藤
原
に
行
幸
し
て
、
宮
地
を
観
る

　
　
　
　
新
益
京
の
路
を
観
た
後
に
、

り
宮
の
造
営
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

直
前
に
あ
た
る
、
持
統
三
年
（
六
八
九
）
年
六
月
に
は
飛
鳥
浄
御
原
令
の
諸
司
へ
の

班
賜
が

あ
り
、
天
武
朝
段
階
の
「
宮
室
」
計
画
が
そ
の
ま
ま
変
更
な
く
藤
原
宮
と
し

て

実
現
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
造
営
計
画
に
大
幅
な
変
更
が
加
え
ら
れ
た
と
推
定

さ
れ
る
。
現
在
、
藤
原
宮
の
外
壕
と
宮
周
辺
の
条
坊
道
路
と
の
間
に
は
外
周
帯
と
呼

ば

れ

る
広
大
な
空
閑
地
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
藤
原
宮
の
当
初
計
画
が
官
人
制
の

整
備
な
ど
に
と
も
な
い
、
縮
小
さ
れ
た
た
め
に
、
額
縁
状
の
地
帯
が
残
さ
れ
た
可
能

性

も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
条
坊
道
路
と
藤
原
宮
の
造
営
計
画
の
齪
齪
が
こ
の

部
分
に
表
れ
て

い

る
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　
新
益
京

と
新
城
と
の
大
き
な
違
い
は
、
藤
原
宮
を
中
心
と
し
た
都
城
計
画
で
あ
る

点
で
、
条
坊
制
の
施
行
・
範
囲
を
限
定
し
た
特
別
行
政
区
画
と
し
て
の
京
職
の
設

　
持
統
五
年
十
月

　
　
　
　
　
十
二
月

　
持
統
六
年
一
月

　
　
　
　
　
五
月

　
　
　
　
　
五
月

　
　
　
　
　
六
月

　
持
統
七
年
二
月

　
　
　
　
　
八
月

　
持
統
八
年
一
月

　
　
　
　
　
十
二
月

と
あ
り
、

新
益
京
を
鎮
祭

諸
臣
・
諸
王
へ
の
宅
地
賜
与

新
益
京
の
路
を
観
る

藤
原
の
宮
地
を
鎮
祭

四
所
の

大
神
に
新
宮
の
こ
と
を
報
告

藤
原
の

宮
地
を
観
る

造
京
司
衣
縫
王
に
詔
し
て
、
掘
り
だ
し
た
屍
を
収
め
さ
せ
る

藤
原
の
宮
地
に
行
幸

藤
原
宮
に
行
幸

藤
原
宮
に
遷
居

　
　
　
　
　
　
新
宮
の
鎮
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
京
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
新
益
京
の
造
営
開
始
の

57



国立歴史民俗博物館研究報告　第45集　（1992）

置
・
宅
地
賜
与
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
条
坊
制
や
京
職
に
つ
い
て
は
次
節
で
検
討
す

る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
宅
地
の
賜
与
の
内
実
に
つ
い
て
皇
子
宮
の
視
角
か
ら
検
討

し
た
い
。

　
ま
ず
『
日
本
書
紀
』
持
統
五
年
十
二
月
乙
巳
条
に
は
、
次
の
よ
う
な
諸
王
・
諸
臣

に
対
す

る
宅
地
賜
与
の
詔
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
詔

日
、
賜
二
右
大
臣
一
宅
地
四
町
。
直
広
弐
以
上
二
町
。
大
参
以
下
一
町
。
勤
以

　
　
下

至
二
無
位
ぺ
随
二
其
戸
口
↓
其
上
戸
一
町
。
中
戸
半
町
。
下
戸
四
分
之
一
。
王

　
　
等
亦
准
〃
此
。

こ

の
史
料

は
、
こ
の
前
後
に
見
ら
れ
る
宅
地
班
給
の
記
事
と
比
較
す
る
な
ら
ぽ
、
そ

の
違
い
が
明
ら
か
に
な
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
二
年
十
二
月
庚
午
条
く
難
波
京
V

　
　
是
以
、
百
寮
者
、
各
往
之
請
二
家
地
↓

　
『
続
日
本
紀
』
天
平
六
年
九
月
辛
未
条
く
難
波
京
∨

　
　
班
二
給
難
波
京
宅
地
↓
三
位
以
上
一
町
以
下
、
五
位
以
上
半
町
以
下
、
六
位
以

　
　
下
四
一
一
分
一
町
一
之
一
以
下
。

　
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
三
年
九
月
己
未
条
く
恭
仁
京
V

　
　
班
二
給
京
都
百
姓
宅
地
↓

　
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
五
年
正
月
丁
未
条
〈
保
良
京
〉

　
　
班
二
給
諸
司
史
生
巳
上
宅
地
↓

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
武
十
二
年
の
複
都
宣
言
の
詔
に
見
ら
れ
る
記

事

と
の
違
い
は
、
位
階
に
応
じ
た
細
か
い
班
給
規
定
が
あ
り
、
諸
王
を
そ
の
対
象
と

し
て
い
る
点
で
あ
り
、
宅
地
班
給
に
よ
る
京
内
へ
の
居
住
強
制
が
目
的
で
あ
っ
た
。

一
方
、
奈
良
時
代
の
宅
地
班
給
と
は
位
階
を
基
準
に
し
て
い
る
点
で
そ
の
類
似
性
が

　
　
　
　
　
（
8
3
）

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
宅
地
を
「
賜
」
う
行
為
は
、
家
地
を
「
請
」
う
こ
と

と
段
階
差
が
存
在
し
、
宅
地
の
「
班
給
」
と
同
様
な
行
為
と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
厳
密
に
見
る
な
ら
ば
、
奈
良
時
代
の
宅
地
班
給
と
は
微
妙
な
差
異

が

存
在
す

る
。
ま
ず
、
出
典
の
違
い
が
あ
る
が
「
賜
」
と
「
班
給
」
の
用
字
の
違
い

で
あ
り
、
勤
位
以
下
は
位
階
の
高
下
で
は
な
く
戸
の
規
模
に
応
じ
た
班
給
基
準
に
な

っ

て

い

る
こ
と
や
右
大
臣
丹
治
比
嶋
と
い
う
特
定
個
人
を
例
外
扱
い
し
て
い
る
点
も

異
な
る
。

　

さ
ら
に
、
平
城
京
へ
の
宅
地
班
給
記
事
が
見
え
な
い
の
で
決
定
的
な
こ
と
は
言
え

な
い
が
、
奈
良
時
代
の
難
波
京
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
か
な
り
広
い
面
積
の
占
地
が

許

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
通
説
で
は
、
持
統
五
年
の
段
階
で
諸
臣
・
王
族
に
は

岸
氏
が
復
原
さ
れ
た
藤
原
京
内
に
位
階
に
応
じ
た
宅
地
の
班
給
が
な
さ
れ
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
は
自
明
な
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
阿
部
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）

平
氏
が

指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
）
に
藤
原
宮
の
宮
地
を
定
め
た

時
、
宮
中
に
入
っ
た
百
姓
千
五
百
五
姻
に
布
を
賜
っ
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
京
内

の

戸
数
で
あ
る
と
し
、
最
底
の
班
給
面
積
で
あ
る
四
分
の
一
町
を
班
給
さ
れ
て
い
た

と
す
れ
ぽ
、
岸
氏
の
復
原
案
で
は
一
坊
あ
た
り
十
六
町
分
の
宅
地
か
ら
構
成
さ
れ
る

の

で
、
約
九
十
四
坊
分
の
京
域
が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
藤
原
京
で
は
宮
域
を
除

く
と
八
十
坊
分
の
面
積
し
か
確
保
で
き
な
い
の
で
、
十
分
な
宅
地
班
給
は
計
算
上
で

き
な
い
こ
と
に
な
る
。
宅
地
班
給
の
面
か
ら
す
れ
ば
、
大
多
数
を
占
め
る
勤
位
（
後

の

六
位
に
相
当
）
以
下
が
戸
口
数
に
応
じ
た
班
給
基
準
に
な
っ
て
い
る
以
上
、
岸
氏

の

復
原
案
と
は
整
合
し
に
く
い
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
場
合
の
宅
地
「
賜
与
」
は
大
藤
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原

京
域
全
域
に
対
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
数
詞
に

よ
る
条
坊
呼
称
で
は
な
く
固
有
条
坊
名
に
よ
る
区
分
が
採
用
さ
れ
、
位
階
制
原
理
に

ょ
る
宅
地
班
給
が
徹
底
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
天
皇
お
よ
び
宮
か
ら
の
遠
近

に

従
っ
た
班
給
が
な
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
平
城
京
の
よ
う
に
、
内
裏
の
あ
る

北
部
に
は
高
位
の
貴
族
が
住
み
、
南
へ
い
く
ほ
ど
位
階
の
低
い
人
々
が
居
住
す
る
形

態
は
想
定

し
に
く
い
の
で
あ
る
。

　

一
般
の

官
人
の
居
住
形
態
に
つ
い
て
は
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
こ
こ
で
は

皇
子
宮
の
立
地
か
ら
京
内
へ
の
宅
地
班
給
の
実
態
を
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
ず
宅
地

班
給

と
皇
子
宮
と
の
関
係
を
論
じ
た
従
来
の
説
を
紹
介
す
る
な
ら
ば
、
岸
俊
男
氏
は
、

皇
子
宮
の
経
営
は
、
藤
原
京
内
に
宅
地
班
給
が
さ
れ
た
後
も
基
本
的
に
変
化
せ
ず
、

藤
原
京
と
は
「
無
縁
」
の
も
の
で
あ
っ
た
と
か
、
新
し
い
都
城
が
で
き
て
も
、
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
）

な
か
そ
こ
に
移
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
荒
木

敏
夫
氏

は
、
持
統
朝
の
宅
地
班
給
政
策
は
皇
子
宮
と
は
別
に
京
内
に
も
居
所
の
構
営

を

強
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皇
子
宮
の
実
質
を
喪
失
さ
せ
る
も
の
と
し
て
作
用
し
た

（
皇
子

宮
の
別
宅
化
）
が
、
皇
子
宮
の
解
体
と
い
う
強
行
的
な
過
程
と
し
て
は
実
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
6
）

し
な
か
っ
た
と
位
置
づ
け
る
。
こ
う
し
た
理
解
は
皇
子
宮
が
推
定
京
域
外
に
存
在
し
、

か

つ
岸
復
原

案
の
藤
原
京
内
へ
、
皇
子
宮
と
は
別
に
宅
地
班
給
さ
れ
た
こ
と
を
前
提

と
す
る
理
解
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
持
統
朝
の
宅
地
班
給
が
大
藤
原
京
域
を

範
囲

と
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
京
周
辺
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た

皇
子
宮
の
多
く
は
京
内
に
位
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
と
は
別
に
宅
地
が
班
給
さ

れ
た

と
す
る
の
は
、
不
自
然
と
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

は
、
皇
子
宮
と
京
域
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
が
次
の
作
業
と
し
て
必
要
と
な
っ

て
く
る
。

　
天
武
系
皇
子
の
う
ち
、
『
日
本
書
紀
』
や
『
万
葉
集
』
の
記
載
か
ら
藤
原
宮
周
辺

に
皇
子
宮
を

経
営

し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
は
以
下
の
諸
皇
子
で
あ
る
。

大
津
皇
子

草
壁
皇
子

高
市
皇
子

弓
削
皇
子

忍
壁
皇
子

穂
積
皇
子

舎
人
皇
子

新

田
部
皇
子

訳
語

田
舎

嶋
宮

香
具
山
宮

南
淵
付
近

雷
丘
宮

香
具

山
付
近

高
屋
付
近

矢
釣
大
原
付
近

朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
没

持
統
三
年
（
六
八
九
）
没

持
統
十
年
（
六
九
六
）
没

文
武
三
年
（
六
九
九
）
没

慶
雲

二
年
（
七
〇
五
）
没

距並

亀
一
兀
年
（
七
一
五
）
没

天
平
七
年
（
七
三
五
）
没

天
平
七
年
（
七
三
五
）
没

こ
れ
ら
の
諸
皇
子
の
う
ち
持
統
五
年
の
宅
地
班
給
詔
以
後
も
存
命
で
あ
る
の
は
高
市

皇
子
以

下
の

皇
子
だ

が
、
か
つ
皇
子
宮
の
所
在
が
比
較
的
明
ら
か
な
の
は
、
高
市
皇

子
の

香
具

山
宮
、
忍
壁
皇
子
の
雷
丘
宮
の
二
つ
の
み
で
あ
る
。

　
ま
ず
高
市
皇
子
の
香
具
山
宮
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
史
料
が
あ
る
。

　
　
『
万
葉
集
』
巻
ニ
ー
一
一
四
番
歌
題
詞

　
　
　
但
馬
皇
女
在
二
高
市
皇
子
宮
一
時
、
思
二
穂
積
皇
子
一
御
作
歌
一
首

　
　
『
万
葉
集
』
巻
ニ
ー
一
一
六
番
［
歌
題
詞

　
　
　
但
馬
皇
女
在
二
高
市
皇
子
宮
一
時
、
籟
接
二
穂
積
皇
子
一
事
既
形
而
御
作
歌
一

　
　
　
首

　
　
『
万
葉
集
』
巻
ニ
ー
一
九
九
番
歌

　
　

高
市
皇
子
尊
城
上
磧
宮
之
時
、
柿
本
朝
臣
人
麿
作
歌
一
首
井
短
歌
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（
中
略
）

　
　
　
わ
ご

大
王
の

　
万
代

と
　
思
ほ
し
め
し
て
　
作
ら
し
し
　
香
具
山
の
宮

但
馬
皇
女
は

「
高
市
皇
子
宮
」
に
居
住
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
、
こ
れ
は
高
市
皇
子

の
死
を

悼
ん
で
作
ら
れ
た
挽
歌
に
見
え
る
「
香
具
山
宮
」
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
前
後
の
歌
に
は
「
埴
安
の
池
の
堤
」
（
二
〇
一
番
歌
）
や
「
泣
沢
の
神
社
」
（
二

〇

二
番
歌
）
な
ど
香
具
山
周
辺
の
池
や
神
社
も
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
、
高
市
皇
子
は

生
前
に
藤
原
宮
の
東
方
に
位
置
す
る
香
具
山
付
近
に
皇
子
宮
を
構
え
て
い
た
こ
と
が

推
定

さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
長
屋
王
家
木
簡
に
も
「
後
皇
子
命
宮
」
と
い
う
香
具
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）

宮
を
示
す
と
推
定
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

　

こ
の
香
具
山
宮
と
関
連
す
る
史
料
と
し
て
は
『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
五
月
甲
戊

条
に
見

え
る
「
故
皇
子
命
宮
」
の
「
飼
丁
」
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
庚
午
の
造
籍
時

に

は
良
人
と
さ
れ
て
い
た
讃
岐
国
寒
川
郡
人
物
部
乱
二
十
六
人
は
、
庚
寅
の
造
籍
時

に
は

飼
丁
と
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
故
皇
子
命
の
飼
丁
を
検
括
す
る
使
者
が

誤
っ
て
飼
丁
に
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
彼
ら
を
良
人
に
戻
し
て
ほ
し
い
と
い

う
訴
え
が
国
司
を
通
じ
て
出
さ
れ
、
こ
の
願
い
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
故
皇
子
命
宮
」
が
ど
の
皇
子
宮
を
示
す
の
か
明
か
で
は
な
い
が
、
草
壁
皇
子

の

嶋
宮
あ
る
い
は
高
市
皇
子
の
香
具
山
宮
が
有
力
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
宮
を

示
す

と
し
て
も
、
飼
丁
の
よ
う
な
皇
子
宮
に
固
有
の
隷
属
民
が
存
在
し
た
こ
と
は
想

定
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
天
平
二
年
の
「
大
倭
国
正
税
帳
」
に
は
「
香
山
正
倉
」
が
見
え
、
養
老

四

年
に
は
百
七
十
二
石
七
斗
七
升
、
同
七
年
に
は
二
百
五
十
九
石
七
升
の
検
欠
穀
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

出
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
正
税
帳
に
記
載
さ
れ
る
正
倉
に
は
固
有

の

名
前
を
冠
す
る
こ
と
は
な
く
、
抽
象
化
さ
れ
た
倉
数
や
貯
蓄
数
の
み
が
報
告
さ
れ

て

い

る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
と
り
わ
け
こ
の
場
合
の
み
に
固
有
名
詞
が

付
い
て
い
る
の
は
、
何
か
特
別
な
存
在
で
あ
り
、
由
諸
あ
る
正
倉
で
あ
っ
た
可
能
性

が

高
い
。
宮
に
倉
庫
が
付
属
す
る
こ
と
は
、
嶋
宮
・
小
治
田
宮
・
和
泉
宮
な
ど
に
例

　
　
　
（
8
9
）

が

あ
る
の
で
、
こ
の
「
香
山
正
倉
」
と
は
、
元
来
は
高
市
皇
子
の
香
具
山
宮
に
付
属

し
た
倉
庫
群
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
高
市
皇
子
の
生
存
中
、
こ
の

正
倉
は
私
的

な
貸
稲
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
稲
を
納
め
る
貯
蔵
施
設
と
し
て
機
能
し

て

い

た

が
、
彼
の
死
後
は
国
家
に
没
収
さ
れ
律
令
制
的
地
方
財
政
機
構
の
一
部
と
し

て
利
用
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
高
市
皇
子
の
香
具
山
宮
に
は
飼
丁
な
ど
の
隷
属
民
や
倉
庫
が
付
属

す

る
相
当
大
規
模
な
施
設
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
な
場
所
に
つ
い

て

は
、
香
具
山
周
辺
に
存
在
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
だ
け
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
い
が
、
考
古
学
的
に
は
三
ケ
所
ほ
ど
の
候
補
地
が
あ
る
。
第
一
は
藤
原
宮
東
南
隅

の

第
十
五
次
調
査
区
で
、
第
二
は
左
京
六
条
三
坊
の
第
四
七
・
五
十
次
調
査
区
、
第

三
は
興
善
寺
遺
跡
で
あ
る
。

　

第
一
の
藤
原
宮
東
南
隅
の
第
十
五
次
調
査
区
で
は
、
藤
原
宮
造
営
以
前
の
施
設
と

し
て
、
柱
穴
が
方
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
規
模
を
有
す
る
東
西
塀
と
こ
れ
か
ら
直
角
に

北
に
折
れ

る
南
北
塀
が
あ
り
、
そ
の
外
側
に
は
平
行
し
た
溝
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の

南
に
は
方
位
を
異
に
し
て
掘
立
柱
の
門
と
こ
れ
に
と
り
つ
く
東
西
塀
、
こ
れ
ら
と
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
0
）

複
す
る
掘
立
柱
建
物
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。
木
下
正
史
氏
は
、
藤
原
宮
造
営
前
に
大

規
模

な
塀
に
よ
っ
て
区
画
を
設
け
た
、
重
要
な
施
設
が
存
在
し
た
こ
と
を
想
定
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
1
）

香
具

山
宮
の
有
力
な
候
補
地
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
藤
原
宮
外
側
の
外
周
帯
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倭京から藤原京へ

に
位
置
す
る
遺
構
で
あ
り
、
宮
造
営
と
と
も
に
壊
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
持
統
十

年

ま
で
生
存
し
た
高
市
皇
子
の
宮
と
す
る
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

　

第
二
の
左
京
六
条
三
坊
の
第
四
七
・
五
十
次
調
査
区
で
は
、
奈
良
時
代
の
遺
構
か

ら
「
香
山
」
と
い
う
墨
書
土
器
が
多
数
出
土
し
、
出
土
し
た
木
簡
に
も
稲
お
よ
び
そ

の

収
納
に
関
係
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
香
山
正
倉
」
が
付
近
に
存
在
し
た

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
所
に
正
殿
を
中
心
と
す
る
右
大
臣
相

当
の
宅
地
班
給
面
積
に
相
当
す
る
四
町
規
模
の
大
規
模
な
掘
立
柱
建
物
群
が
建
設
さ

れ

る
の
は
条
坊
間
路
を
造
営
し
た
後
の
藤
原
宮
後
半
期
で
あ
り
、
高
市
皇
子
の
生
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
2
）

期

間
と
は
や
は
り
一
致
し
な
い
。
し
か
も
、
宅
地
で
は
な
く
官
衙
的
な
色
彩
が
強
い

と
さ
れ
る
の
は
問
題
と
な
る
指
摘
で
あ
る
。
こ
の
付
近
に
「
香
山
正
倉
」
が
存
在
し

た

こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
が
、
宮
本
体
で
は
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。

　
第
三
の
興
善
寺
遺
跡
（
現
橿
原
市
戒
外
町
、
香
久
山
東
南
麓
）
で
は
、
七
世
紀
末

か

ら
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
大
型
掘
立
柱
建
物
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
建
物
は

七

間
×
四
間
（
東
西
約
二
一
メ
ー
ト
ル
・
南
北
約
一
ニ
メ
ー
ト
ル
）
の
東
西
棟
で
、

柱
の
直
径
は
約
四
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
り
宮
殿
ク
ラ
ス
の
規
模
と
さ
れ
、
一
本
柱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
3
）

塀
や
通
路
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
断
定
的
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
規
模
や
時
期
、

立
地
の

上
か

ら
す
れ
ぽ
こ
こ
を
高
市
皇
子
の
香
具
山
宮
に
比
定
し
て
も
不
都
合
は
な

い

と
思
わ
れ
る
。
香
具
山
興
善
寺
文
殊
院
を
『
西
国
三
十
三
所
名
所
図
会
』
や
『
和

州
旧
蹟
幽
考
』
な
ど
は
持
統
天
皇
の
離
宮
の
跡
と
す
る
が
、
高
市
皇
子
へ
の
挽
歌
を

誤
っ
て
引
用
す
る
な
ど
誤
解
が
あ
る
。
宮
跡
を
寺
と
す
る
例
は
古
代
で
は
多
く
、
後

に
興
善
寺

と
い
う
寺
名
に
な
っ
た
こ
と
も
、
「
香
山
」
の
表
記
か
ら
変
化
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
の
例
と
し
て
忍
壁
皇
子
の
雷
丘
宮
を
と
り
あ
げ
た
い
。
史
料
と
し
て
は

次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
朱
鳥
元
年
七
月
戊
申
条

　
　

雷
光
二
南
方
ぺ
而
一
大
鳴
。
則
天
二
災
於
民
部
省
蔵
庸
舎
屋
↓
或
日
、
忍
壁
皇
子

　
　
宮
失
火
延
、
焼
二
民
部
省
↓

　
『
万
葉
集
』
巻
三
ー
二
三
五
番
歌

　
　
　
天
皇
御
二
遊
雷
岳
一
之
時
、
柿
本
朝
臣
人
麿
作
歌
一
首

　
　
大
君
は

　
神
に
し
座
せ
ば
　
天
雲
の
　
雷
の
上
に
　
鷹
ら
せ
る
か
も

　
　
　
右
、
或
本
云
、
献
二
忍
壁
皇
子
一
也
。
其
歌
日
、

　
　

王
は
　
神
に
し
座
せ
ば
　
雲
隠
る
　
雷
山
に
　
宮
敷
き
い
ま
す

文
献
か
ら
は
、
忍
壁
皇
子
が
雷
丘
周
辺
に
居
住
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
一
方
、

発
掘
成
果
に
よ
れ
ぽ
、
雷
丘
の
北
北
西
二
百
メ
ー
ト
ル
に
は
天
武
朝
末
か
ら
奈
良
時

代
前
半
に
か
け
て

の

大
規
模

な
四
面
庇
建
物
と
、
そ
の
西
方
に
廊
状
に
並
ぶ
二
本
の

南
北
柱
列
が
検
出
さ
れ
官
衙
ま
た
は
宮
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。
注
目
さ

れ

る
の
は
、
中
心
建
物
で
あ
る
四
面
庇
建
物
が
岸
氏
復
原
案
の
藤
原
京
左
京
十
一
坊

三
坊
西
南
坪
の

中
軸
線
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
十
一
条
以
南
で
は
条
坊
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
4
）

路
が
発
見

さ
れ
て
い
な
い
が
、
は
じ
め
て
条
坊
に
則
し
た
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
。
天

武
朝
末
期
か
ら
藤
原
京
の
条
坊
区
画
が
意
識
さ
れ
た
占
地
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
東
二
坊
大
路
想
定
地
な
ど
の
具
体
的
な
道
路
痕
跡
が
周
辺

で
は
検

出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
天
武
朝
に
お
い
て
新
益
京
に
つ

な
が
る
条
坊
道
路
の
造
営
が
初
期
か
ら
計
画
さ
れ
、
末
年
ま
で
に
は
具
体
的
な
造
営

が
開
始
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
も
し
こ
の
遺
跡
が
忍
壁
皇
子
の
雷
丘
宮
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と
す
る
な
ら
ぽ
、
宅
地
班
給
と
の
関
係
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

平
城
京
の
宅
地
班
給
の
事
例
で
は
、
京
南
部
に
は
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
宅
地
は
班

給
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
持
統
五
年
の
宅
地
班
給
の
詔
が
位
階
制
秩
序
に

基
づ
く
宅
地
の
強
制
割
替
え
を
お
こ
な
っ
た
と
す
る
な
ら
ぽ
、
京
南
端
に
お
け
る
皇

子
宮
の
こ
う
し
た
占
地
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
興
善
寺
遺
跡
を
高
市
皇
子
の
香
具
山
宮
に
比
定
す
る
な
ら
ば
、
藤
原
京
か

ら
は
極
め
て
近
接
す
る
位
置
に
な
り
、
こ
の
宮
に
加
え
て
さ
ら
に
京
内
に
宅
地
班
給

が

な
さ
れ
た
と
想
定
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。
す
で
に
香
具
山
宮
は
持
統
五
年

の

宅
地
賜
与
の
段
階
に
は
存
在
し
、
そ
こ
は
先
述
し
た
よ
う
に
天
武
朝
の
段
階
か
ら

京
内
と
観
念
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
前
述
の
宅
地
賜
与
の
詔
の
意
義
は
、
少

な
く
と
も
こ
の
場
合
に
は
、
新
た
な
宅
地
を
京
内
に
班
給
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
現

状
追
認
的

に
高
市
皇
子
に
よ
る
香
具
山
宮
の
京
内
占
地
を
承
認
し
た
こ
と
を
示
す
の

で
は
な

か

ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
位
階
制
秩
序
の
徹
底
を
主
要
な
目
的
に
し
た
の
で
は

な
く
、
そ
の
前
提
と
し
て
京
内
が
天
皇
の
地
で
あ
る
こ
と
を
諸
臣
や
諸
王
に
確
認
さ

せ

る
こ
と
が
、
こ
の
場
合
の
眼
目
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
奈
良
時
代
の
宅
地
班

給

と
の
違
い
と
し
て
、
班
給
面
積
が
広
い
こ
と
、
「
賜
」
と
「
班
給
」
の
用
字
の
違

い
、
勤
位
以
下
は
位
階
の
高
下
で
は
な
く
戸
の
規
模
に
応
じ
た
班
給
で
あ
る
こ
と
、

特
定
個
人
を

例
外
扱
い

し
て
い
る
点
な
ど
を
指
摘
し
た
が
、
す
で
に
京
内
に
造
営
さ

れ
て

い

た
宅
地
に

つ
い
て

は
、
新
た
な
班
給
を
し
な
か
っ
た
と
理
解
す
る
な
ら
ぽ
こ

う
し
た
違
い
は
理
解
し
や
す
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
班
給
面
積
が
広
い

の

は
京
域
を
岸
説
の
よ
う
に
当
初
か
ら
狭
い
も
の
に
限
定
し
な
か
っ
た
か
ら
可
能
と

な
っ
た
の
で
あ
り
、
京
内
の
占
有
面
積
は
従
来
か
ら
の
広
さ
を
基
本
的
に
変
更
し
な

い

こ
と
を
原
則
に
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
大
多
数
を
占
め
る
下
級
官
人
に

対

し
て
、
位
階
制
秩
序
で
は
な
く
戸
の
大
小
で
区
分
し
た
の
は
、
現
に
京
内
に
存
在

す

る
戸
ご
と
の
占
地
を
原
則
的
に
承
認
す
る
と
い
う
現
実
的
な
対
応
を
す
る
た
め
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
右
大
臣
と
い
う
特
定
個
人
が
例
外
と
さ
れ
た
の
も
、
丹
治
比

嶋
が

す
で
に
京
内
に
四
町
規
模
の
邸
宅
を
有
し
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。
こ

の

よ
う
に
宅
地
班
給
の
中
味
が
奈
良
時
代
と
は
大
き
く
異
な
る
た
め
に
、
「
班
給
」
で

は

な
く
「
賜
」
と
い
う
用
字
で
表
現
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
以

上
に

よ
れ
ば
、
持
統
五
年
の
段
階
で
は
少
な
く
と
も
皇
子
宮
を
含
め
た
完
全
な

形
で
の

位
階
制
秩
序
に
従
っ
た
京
内
宅
地
の
割
り
換
え
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
理
解

す

る
の
が
整
合
的
と
思
わ
れ
る
。
皇
子
宮
は
条
坊
制
都
城
と
し
て
形
成
さ
れ
た
藤
原

京
と
は
無
縁
の
存
在
で
あ
っ
た
と
か
、
新
し
い
都
城
と
し
て
の
藤
原
京
が
で
き
て
も
、

な
か
な
か
そ
こ
に
動
こ
う
と
し
な
か
っ
た
皇
子
た
ち
と
い
う
理
解
が
正
確
で
な
い
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
明
瞭
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
通
説
と
は
反
対
に
、

新
益
京
の
段
階
に
は
、
「
宅
地
賜
与
」
と
い
う
形
で
、
皇
子
宮
自
体
が
新
た
に
設
定

さ
れ
た
天
皇
の
支
配
地
で
あ
る
京
内
へ
の
居
住
を
強
制
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
形
式
的

に
は
天
皇
の

支
配
す
る
地
で
あ
る
新
益
京
内
に
取
り
込
ま
れ
た
側
面
が
存
在
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
高
市
皇
子
の
香
具
山
宮
に
同
居
し
た
但
馬
皇
女
は
、
高
市
皇
子
の
死
後
は

自
己
の
宮
を
藤
原
京
内
に
経
営
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
「
多
治
麻
内
親
王
宮
」

の

家
政
機
関
の
役
人
が
薬
を
請
求
し
た
と
い
う
木
簡
の
記
載
に
よ
る
。

　
　
・

受
被
給
薬
纂
票
升
右
謹
両

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
5
）

　
　
・

多

治
麻
内
親
王
宮
政
人
正
八
位
下
陽
胡
甥
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倭京から藤原京へ

こ
の
木
簡
は
「
正
八
位
下
」
と
い
う
位
階
の
記
載
か
ら
大
宝
令
以
後
で
あ
る
こ
と
が

知

ら
れ
、
伝
統
的
な
「
宮
」
号
表
記
を
除
け
ば
、
家
産
と
家
政
機
関
の
実
質
に
対
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
6
）

る
律
令
制
的
な
制
約
が
加
わ
っ
た
状
況
が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
、
後
述

す

る
大
宝
令
施
行
に
伴
う
新
益
京
の
再
編
に
連
動
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

◎
　
京
職
と
東
西
市
の
成
立

　
次

に
、
京
職
の
成
立
に
つ
い
て
、
関
係
史
料
を
提
示
す
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な

（9
7
）

る
。　

A
、
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
四
年
三
月
辛
酉
条

　
　
京
職
大
夫
直
大
参
許
勢
朝
臣
辛
檀
努
卒
。

　
B
、
『
日
本
書
紀
』
持
統
三
年
七
月
丙
寅
条

　
　
詔
二
左
右
京
職
及
諸
国
司
↓
築
二
習
レ
射
所
↓

　
C
、
『
続
日
本
紀
』
文
武
元
年
九
月
丙
申
条

　
　
京
人
大
神
大
網
造
百
足
家
生
二
嘉
稲
↓

　
D
、
『
続
日
本
紀
』
文
武
三
年
正
月
壬
午
条

　
　
京
職
言
、
林
坊
新
羅
女
牟
久
売
、
一
二
産
二
男
二
女
↓
賜
二
施
五
疋
、
綿
五
疋
、

　
　
布
十
端
、
稲
五
百
束
、
乳
母
一
人
↓

　
E
、
『
続
日
本
紀
』
大
宝
二
年
正
月
乙
酉
条

　
　
正
五
位
下
美
努
王
為
二
左
京
大
夫
↓

F
、
『
続
日
本
紀
』
大
宝
三
年
六
月
乙
丑
条

　

以
二
従
四
位
上
大
神
朝
臣
高
市
麻
呂
一
為
二
左
京
大
夫
↓

G
、
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
元
年
七
月
丙
戊
条

　

左
京
職
献
二
白
鷲
↓

H
、
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
三
年
三
月
丙
辰
条

　
右
京
人
日
置
須
太
売
、
一
二
産
三
男
↓
賜
二
衣
根
井
乳
母
↓

1
、
『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
三
月
丙
午
条

　
従
四

位
下
布
勢
朝
臣
耳
麻
呂
為
二
左
京
大
夫
↓
正
五
位
猪
名
真
人
石
前
為
二
右
京

　
大
夫
↓

J
、
『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
八
月
庚
辰
条

　
兵
部
省
更
加
二
史
生
六
員
↓
通
前
十
六
人
。
左
右
京
職
各
六
員
。
主
計
寮
四
員
。

　
通
〃
前
十
人
。

K
、
『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
九
月
壬
戌
条

　
従
四
位
下
息
長
真
人
老
為
二
左
京
大
夫
↓

L
、
『
続
日
本
紀
』
養
老
元
年
正
月
己
未
条

　
中
納
言
従
三
位
巨
勢
朝
臣
麻
呂
亮
。
小
治
田
朝
小
徳
大
海
之
孫
、
飛
鳥
朝
京
職

　
直
大
参
志
丹
之
子
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
8
）

M
、
奈
良
県
五
條
市
東
阿
太
町
出
土
「
山
代
真
作
墓
誌
」

　
所
知
天
下
自
軽
天
皇
御
世
以
来
至
子
四
継
仕
奉
之
人
河
内
国
石
川
郡

　
山
代
郷
従
六
位
上
山
代
忌
寸
真
作
　
戊
辰
十
一
月
廿
五
日
口
口
魍
＝
因

　
又
妻
京
人

同
国
郡
郷
移
蚊
屋
忌
寸
秋
庭
　
壬
戌
六
月
十
四
日
口
口
極

　
　
　
　
　
　
　
（
9
9
）

N
、
平
城
宮
出
土
木
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
伎
力
〕

　
・
関
ξ
司
前
解
近
江
国
蒲
生
郡
阿
伎
里
人
大
初
上
阿
口
勝
足
石
許
田
作
人

・

同
伊
刀
古
麻
息
護
諮
人
鞍
灘
敷
初
上
講
翻
徽
鯉
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0
、
「
養
老
職
員
令
」
左
京
職
条

　
　
左
京
職
右
京
職
准
レ
此
、
管
司
一

　
　
大
夫
一
人
掌
下
左
京
戸
口
、
名
籍
、
字
二
義
百
姓
一
糺
二
察
所
部
一
貢
挙
、
孝
義
、
田
宅
、

　
　
雑
徒
、
良
賎
、
訴
訟
、
市
厘
、
度
量
、
倉
庫
、
租
調
、
兵
士
、
器
仕
、
道
橋
、
過
所
、
閑

　
　
遺
、
雑
物
、
僧
尼
名
籍
事
上
、
亮
一
人
、
大
進
一
人
、
少
進
二
人
、
大
属
一
人
、

　
　
少
属
二
人
、
坊
令
十
二
人
、
使
部
舟
人
、
直
丁
二
人
、

　
P
、
「
養
老
戸
令
」
置
坊
長
条

　
　
凡
京
毎
レ
坊
置
二
長
一
人
パ
四
坊
置
二
令
一
人
〔
掌
・
検
二
校
戸
旦
督
二
察
好
非
（
催
中

　
　
駈
賦
稽
上

こ
こ
で
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
左
右
京
の
成
立
時
期
で
あ
る
。
史
料
に
よ
れ
ば
、
文

武
三
年

（
六
九

九
）
ま
で
は
A
「
京
職
大
夫
」
・
C
「
京
人
」
・
D
L
「
京
職
」
な
ど

と
見
え
、
左
右
に
京
が
分
化
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
喜
田
貞
吉
や

岸
俊
男
氏
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
B
の
「
左
右
京
職
」
の
「
左
右
」

の
別
は
潤
色
か
追
記
の
可
能
性
が
高
く
、
少
な
く
と
も
大
宝
令
の
制
定
さ
れ
る
大
宝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
0
1
≠
）

元
年

（
七

〇
一
）
以
前
に
左
右
の
別
は
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
A

と
L
は
同
一
人
物
の
こ
と
で
あ
り
、
「
京
職
大
夫
」
と
「
京
職
」
が
同
一
の
職
名
を

示

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
出
典
が
異
な
る
の
で
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
律
令
制
下

に
編
纂
さ
れ
た
『
続
日
本
紀
』
が
長
官
で
あ
る
大
夫
の
表
記
を
せ
ず
に
、
単
に
「
京

職
」
と
し
た
の
は
、
当
時
の
京
職
が
ま
だ
四
等
官
構
成
を
採
用
し
て
お
ら
ず
、
官
司

と
官
職
の
未
分
化
が
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
人
の

人
物
が

京
職

と
い
う
官
司
の
職
掌
を
人
格
的
に
体
現
し
て
い
た
段
階
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
持
統
三
年
（
六
八
九
）
の
B
「
左
右
京
職
」
を
除
け
ぽ
、
慶
雲
三
年
（
七

〇
六
）
の
H
「
右
京
人
」
ま
で
、
左
京
お
よ
び
左
京
大
夫
の
表
記
し
か
見
え
な
い
の

は
、
や
や
不
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
。
E
と
F
に
よ
れ
ぽ
、
京
職
の
長
官
で
あ
る
大
夫

の

任
命
が
大
宝
二
年
と
三
年
に
連
続
し
て
「
左
京
職
」
の
み
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

に

な
り
、
両
者
が
並
ん
だ
形
で
の
補
任
は
和
銅
元
年
（
七
〇
八
）
ま
で
遅
れ
て
い
る
。

先
述
し
た
よ
う
に
左
右
京
職
の
管
掌
下
に
あ
る
東
西
市
の
設
定
が
大
宝
三
年
（
七
〇

三
）
で
あ
り
、
京
域
の
確
定
が
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ぽ
、

左
右

京
へ
の
分
化
は
厳
密
に
い
え
ぽ
美
努
王
を
「
左
京
大
夫
」
と
し
た
大
宝
二
年
正

月
以
前
、
つ
ま
り
大
宝
令
制
定
と
同
時
で
は
な
く
、
実
質
的
に
は
慶
雲
元
年
の
京
域

設
定
以
後
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
大
宝
年
間
の
「
左
京
大
夫
」
任
命
は
正
確
な

表
記
で
は

な
く
、
上
位
に
あ
る
「
左
京
」
で
代
表
さ
せ
て
コ
泉
職
大
夫
」
の
任
命
を

表
現

し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
と
え
、
大
宝
元
年
の
時
点
で
左
右
に
分
化
し
て

い

た

こ
と
が
事
実
と
し
て
も
、
東
西
市
が
設
定
さ
れ
、
左
右
京
の
京
域
が
確
定
し
な

け
れ
ば
左
右
の
京
職
は
十
全
に
機
能
し
な
い
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
宅
地
班
給
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
皿
）

文
書
行
政
を
実
際
に
担
当
す
る
史
生
の
新
置
が
、
右
京
大
夫
が
初
見
し
た
直
後
の
和

銅
元
年

ま
で
遅
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
左
右
京
職
の
整
備
が
段
階
的
に
行
わ
れ
て
い

っ

た

こ
と
だ
け
は
ま
ち
が
い
な
い
。

　
左
右
京
職
へ
の
分
化
に
関
連
し
て
、
京
域
の
確
定
に
つ
い
て
は
『
続
日
本
紀
』
慶

雲
元
年
十
一
月
壬
寅
条
の
記
述
が
問
題
と
な
る
。

　
　

始
定
二
藤
原
宮
地
↓
宅
入
二
宮
中
一
百
姓
一
千
五
百
五
姻
、
賜
レ
布
有
レ
差
。

藤
原
宮
へ
の
遷
都
後
、
し
ぼ
ら
く
し
て
か
ら
京
域
が
確
定
し
た
と
解
釈
で
き
る
た
め
、

従
来
は
難
解
な
史
料
と
さ
れ
、
必
ず
し
も
整
合
的
な
解
釈
は
提
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
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た

と
い
え
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
新
益
京
の
範
囲
が
広
大
で
不
整
形

で
あ
り
、
持
統
五
年
の
宅
地
賜
与
が
不
完
全
な
宅
地
班
給
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
記
事
こ
そ
が
、
第
二
の
宅
地
班
給
記
事
で
あ
り
、
律
令
制
的
な
条
坊
制
都
城
の

成
立
を

示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
藤
原
宮
地
を
定
め
る
と
は
、
京
域

の

限
定
に
ほ

か
な

ら
ず
、
お
そ
ら
く
は
岸
復
原
案
の
規
模
に
縮
小
す
る
こ
と
を
宣
言

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
宮
中
に
入
っ
た
百
姓
の
宅
一
千
五
百
五
姻
と
は
、
厳
密

な
コ
兄
戸
」
の
選
定
で
あ
り
、
宅
地
の
割
替
え
に
伴
う
移
動
・
建
設
費
用
と
し
て
布

が
与

え
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
京
域
が
縮
小
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
不
可
解
か

も
し
れ
な
い
が
、
京
域
自
体
は
倭
京
的
形
態
で
も
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
稠
密

な
律
令
制
都
城
よ
り
も
む
し
ろ
広
大
な
広
さ
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
大

王

と
の
人
格
的
を
基
礎
と
す
る
形
態
で
は
同
一
職
掌
を
整
理
統
廃
合
す
る
こ
と
が
原

理
的
に
不
可
能
な
た
め
、
お
互
い
統
属
関
係
に
な
い
伴
造
層
の
量
的
拡
大
の
み
が
進

む

と
考
え
ら
れ
る
。
中
臣
と
忌
部
、
阿
曇
と
膳
部
な
ど
と
い
っ
た
同
一
職
掌
の
並
存

は
、
大
和
政
権
の
基
本
的
な
結
合
原
理
が
大
王
と
の
人
格
的
隷
属
関
係
を
基
礎
と
す

る
以
上
、
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
横
並
び
の
量
的
拡
大
が
必
然
化

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
安
初
期
に
お
い
て
論
争
と
な
っ
た
『
古
語
拾
遺
』
『
高
橋

氏
文
』
な
ど
の
成
立
の
遠
因
は
、
こ
う
し
た
同
一
職
掌
の
並
存
と
い
う
拡
大
原
理
の

問
題
に
帰
結
す

る
。
官
司
と
官
職
の
未
分
化
、
天
武
の
濱
に
お
け
る
諜
の
個
別
性
、

前
期
難
波

宮
の
朝
堂
院
区
画
の
巨
大
さ
、
な
ど
か
ら
す
れ
ぽ
、
こ
の
段
階
の
官
人

は
依
然

と
し
て
貢
納
・
奉
仕
の
関
係
を
基
盤
と
し
、
天
皇
と
の
一
対
一
の
関
係
を
重

視

し
て
い
た
の
で
あ
り
、
集
住
段
階
に
お
け
る
京
域
は
広
大
に
な
ら
ざ
る
を
え
な

か
っ

た

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
京
域
の
成
立
と
条
坊
制
に
基
づ
く
特
別
行
政
区

画
の
成
立
は
あ
く
ま
で
別
で
あ
り
、
京
職
－
坊
令
ー
坊
長
の
体
制
や
一
般
京
戸
の
成

立

時
期
こ
そ
が
問
題
と
な
る
。
条
里
と
条
坊
道
路
の
質
的
差
異
に
つ
い
て
は
、
喜
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
1
）

貞
吉
や
狩
野
久
氏
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
で
は
都
城
は

成
立

し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
る
ほ
ど
、
新
益
京
の
道
を
天
皇
が
わ
ざ
わ
ざ
視
察

し
た
の
は
、
そ
の
道
路
が
従
来
の
道
路
と
大
き
く
趣
を
異
に
し
て
い
る
た
め
で
あ
り
、

宮
城

を
中
心
に
大
小
の
道
路
を
作
る
こ
と
は
、
条
里
制
地
割
と
道
路
の
占
め
る
比
重

が

ま
っ
た
く
違
う
点
で
重
要
で
あ
り
、
そ
の
点
に
こ
そ
倭
京
と
新
益
京
と
の
大
き
な

段
階
差
を

認
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
新
益
京
を
完
全
な
条
坊
制
都
城
と

し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
は
、
D
「
林
坊
」
や
N
「
左
京
小
治
町
」

な
ど
と
い
う
地
名
を
条
坊
名
に
使
用
し
、
数
詞
に
よ
る
表
記
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
は
、
完
全
な
条
坊
道
路
の
造
営
や
左
右
対
称
の
京
域
、
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
…
）

階
制
原
理
に
よ
る
宅
地
班
給
な
ど
の
点
で
不
十
分
で
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

　
新
益
京
が
条
坊
制
都
城
と
し
て
不
十
分
な
形
態
で
あ
っ
た
の
は
、
東
西
市
の
未
成

立

と
い
う
点
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
東
西
市
の
成
立
は
、
『
扶
桑
略
記
』
に
よ
れ
ば

大
宝
三
年

（
七
〇

三
）
で
あ
る
。
ま
た
、
慶
雲
二
年
（
七
〇
五
）
六
月
に
は
市
の
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
…
…
）

門
を
閉
じ
て
祈
雨
を
し
た
と
あ
る
。
東
西
市
は
職
員
令
の
規
定
に
よ
れ
ぽ
京
職
の
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
1
）

下
に
あ
り
、
左
右
京
職
が
そ
れ
ぞ
れ
東
市
と
西
市
を
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

少
な
く
と
も
大
宝
三
年
以
前
に
お
い
て
は
、
ま
だ
左
右
に
分
化
し
て
い
な
い
京
職
は

東
西
市
を

管
掌

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
は
、
新
益
京
の
段
階
で

も
倭
京
の
段
階
か
ら
存
在
し
た
軽
市
と
海
石
榴
市
を
基
本
的
に
継
承
し
て
い
た
こ
と

　
　
　
　
（
6
9
1
）

が

想
定
さ
れ
る
。
岸
俊
男
氏
に
よ
れ
ぽ
、
倭
京
の
東
北
と
西
南
の
出
入
口
に
、
海
石

榴
市

と
軽
市
が
対
称
的
に
置
か
れ
、
同
時
に
大
道
の
起
点
と
し
て
駅
家
的
機
能
を
果
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（
7
0
1
）

た

し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
旧
来
の
市
は
道
路
が
交
差
す
る
衡
に
設
定
さ
れ
、
歌
垣
・

邪
霊
祓

除
・
処
刑
・
祈
雨
・
死
者
と
の
交
霊
な
ど
経
済
外
的
な
機
能
も
果
た
し
、
倭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
n
l
）

京
段
階
の
大
和
王
権
に
と
っ
て
重
要
な
拠
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
二
つ
の

市
以
外
に

も
、
『
日
本
書
紀
』
持
統
三
年
十
一
月
丙
戌
条
に
は
「
於
二
中
市
一
褒
三
美

追
広
弐
高
田
首
石
成
之
閑
二
於
三
兵
一
賜
レ
物
」
と
い
う
記
事
が
見
え
、
「
中
市
」
で
武

術
に
す
ぐ
れ
た
人
物
を
表
彰
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
藤
原
宮
の
北
面
中
門
（
猪
使
門
）

か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
、

　
　
　
　
　
〔
沽
力
〕

　
　
・
口
於
市
口
遣
糸
九
十
斤
腹
王
　
猪
使
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
∩
∨
1
）

　
　
・
］
月
三
日
大
属
従
八
位
上
津
史
岡
万
呂

と
墨
書
し
た
も
の
が
あ
り
、
腹
王
門
（
北
面
東
門
）
あ
る
い
は
猪
使
門
（
北
面
中
門
）

か

ら
出
て
市
で
糸
九
十
斤
を
売
却
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
官
位
の
記
載
か
ら
は

大
宝
以

降
の
年
代
が
推
定
さ
れ
る
。
前
田
晴
人
氏
は
、
中
市
と
中
ノ
川
・
中
つ
道
と

の

類

同
性
、
市
杵
島
神
社
の
存
在
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ら
の
市
を
横
大
路
と
中
つ
道
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
1
1
）

形
成
す

る
衛
に
古
く
か
ら
存
在
し
た
市
に
比
定
す
る
が
、
妥
当
な
見
解
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
「
中
市
」
は
、
岸
氏
に
よ
る
藤
原
京
復
原
案
の
東
北
の
京
極
に
位
置
す
る
と
こ

ろ
か
ら
、
そ
の
成
立
時
期
が
問
題
と
な
る
が
、
や
は
り
持
統
三
年
の
段
階
で
す
で
に

令
制
上
の
官
市
が
新
た
に
設
定
さ
れ
て
い
た
と
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
新
益
京
の
段

階
で
は
旧
来
の
衛
を
利
用
し
た
市
が
そ
の
都
城
計
画
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
海
石
榴
市
は
藤
原
宮
か
ら
遠
い
た
め
新
益
京
の
段
階
で
は
中

市
が

重
視

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
軽
市
と
中
市
が
藤
原
宮
を
中
心
に

対
称
の
位
置
に
存
在
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
官
市
た
る
東
西
市
の
設
定
以
前
は

こ
の
二
つ
の
市
を
中
心
と
し
て
機
能
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
木
簡
に
よ
れ
ぽ
、
大
宝

令
以

後
も
中
市
が
機
能
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
東
西
市
と
の
並
存
状
態
も
想
定

さ
れ
、
倭
京
以
来
の
古
い
要
素
を
引
き
ず
っ
て
い
る
こ
と
は
、
藤
原
京
の
都
城
と
し

て

の

未
熟
さ
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
旧
来
の
こ
う
し
た
市
を
廃
止

す

る
に
は
京
域
の
限
定
が
必
要
で
あ
り
、
岸
氏
の
復
原
案
は
左
右
京
へ
の
分
化
、
条

坊
制
、
東
西
市
が
実
施
さ
れ
た
藤
原
京
の
段
階
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
。

　
新
益
京
の
整
備
が
遷
都
後
も
行
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
儀
式
の
場
の
変
化
か

ら
も
論
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
斉
明
朝
以
来
、
辺
境
民
に
対
し
て
は
飛
鳥
寺
の
西
の

広
場
で

供
宴
す
る
の
が
恒
例
で
あ
っ
た
。
『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
）

事
は
新
益
京
へ
の
遷
都
後
で
あ
る
持
統
九
年
ま
で
散
見
す
る
。

　
斉

明
三
年
七
月
　
　
須
弥
山
の
像
を
飛
鳥
寺
の
西
に
作
る
。
干
蘭
盆
会
を
設
け
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
貨
羅
人
を

饗
す
。

　
斉
明
五
年
三
月
　
　
廿
橿
丘
の
東
の
川
上
に
須
弥
山
を
造
っ
て
、
陸
奥
と
越
の
蝦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
夷
を
饗
す
。

　
斉

明
六
年
五
月
　
　
石
上
池
の
辺
に
須
弥
山
を
作
る
。
粛
慎
四
七
人
を
饗
す
。

　
天
武
六
年
二
月
　
　
多
祢
嶋
の
人
等
を
飛
鳥
寺
の
西
の
槻
の
も
と
に
饗
す
。

　
天
武
十
年
九
月
　
　
多
祢
嶋
の
人
等
を
飛
鳥
寺
の
西
の
河
辺
に
饗
す
。

　
天
武
十
一
年
七
月
　
隼
人
等
を
明
日
香
寺
の
西
に
饗
す
。
種
々
の
楽
を
秦
す
。
乃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
禄
を
賜
う
。

　
持
統
二
年
十
二
月
　
蝦
夷
の
男
女
二
二
二
人
を
飛
鳥
寺
の
西
の
槻
の
も
と
に
饗
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
乃
て

冠
位
を

授
け
て
、
物
を
賜
う
。

　
持
統
九
年
五
月
　
　
隼
人
の
相
撲
を
西
の
槻
の
も
と
に
観
る
。

倭
京
の
段
階
か
ら
、
新
城
を
経
て
、
新
益
京
の
段
階
ま
で
、
辺
境
の
民
を
飛
鳥
寺
の
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西
の
広
場
で
饗
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
藤
原
宮
へ
の
遷
都
後
も
、
倭
京
段

階
の
古
い
要
素
で
あ
る
、
儀
式
の
場
の
分
散
性
を
克
服
し
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
で

き
る
。
儀
式
の
場
が
明
確
に
変
化
す
る
の
は
文
武
朝
に
な
っ
て
か
ら
で
、
藤
原
宮
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
i
）

の

大
極
殿
・
朝
堂
院
に
移
動
す
る
。

　
以

上
に

よ
れ
ぽ
、
藤
原
宮
を
中
心
と
す
る
都
城
に
お
い
て
も
、
浄
御
原
令
制
下
の

新
益
京
の
段
階
と
大
宝
令
制
下
の
藤
原
京
で
は
大
き
く
様
相
を
異
に
し
、
前
者
の
段

階
で
は
律
令
制
的
な
条
坊
制
都
城
と
は
ま
だ
い
え
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と

思
う
。三

　
倭
京
か
ら
藤
原
京
へ
の
展
開

O
　
倭
京

　
本
章
で
は
こ
れ
ま
で
個
々
の
要
素
か
ら
論
じ
て
き
た
都
城
制
の
成
立
過
程
を
各
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
1
）

城
の

段
階
ご
と
に
ま
と
め
て
総
括
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
倭
京
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
宮
・
宅
・
寺
・
市
・
広
場
な
ど
の
集
合
体
で

あ
り
、
条
坊
地
割
は
ま
だ
施
行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
大
王
宮
へ
の
集
中
度
は
弱
く

そ

の

範
囲

は
飛
鳥
を
中
心
と
す
る
漠
然
と
し
た
地
域
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
「
京
」
は
藤
原
京
以
降
と
比
較
す
る
な
ら
ぽ
、
広
大
な
領
域

性
・
分
散
性
・
多
元
性
を
特
色
と
し
、
耕
地
に
施
行
さ
れ
る
条
里
制
と
明
確
に
区
分

さ
れ
た
条
坊
制
の
施
行
、
特
別
行
政
区
画
化
さ
れ
た
京
職
の
設
置
、
王
族
・
官
人
の

集
住

な
ど
の
点
で
不
十
分
で
あ
り
、
プ
レ
都
城
制
の
段
階
と
規
定
で
き
る
。

⇔
　
新
城

　

倭
京
は

す

で
に
斉
明
朝
段
階
に
お
い
て
宮
材
が
不
足
し
た
と
あ
る
な
ど
、
地
形
的

制
約
に
よ
っ
て
開
発
の
限
界
に
達
し
て
い
た
う
え
に
浄
御
原
宮
（
天
武
天
皇
の
宮
）
・

嶋
宮
（
草
壁
皇
子
の
宮
）
・
皇
后
宮
（
後
宮
・
持
統
皇
后
の
宮
）
お
よ
び
飛
鳥
寺
西

方
の
広
場
（
儀
式
の
場
）
と
い
う
王
宮
・
儀
式
の
場
の
分
散
性
が
問
題
と
な
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
「
新
城
」
と
い
う
名
称
で
天
武
五
年
頃
か
ら
不
整
形
な
が
ら
条
坊
地
割

施
行
を

伴

う
飛
鳥
北
方
へ
の
倭
京
域
拡
大
（
大
藤
原
京
域
）
が
計
画
さ
れ
た
。
そ
の

根
拠

と
し
て
は
天
武
八
年
（
六
七
九
）
か
ら
文
武
二
年
（
六
九
八
）
ま
で
外
国
使
節

の

入
京
が
な
い
こ
と
、
儀
式
の
場
が
こ
の
前
後
で
、
飛
鳥
寺
の
西
の
広
場
か
ら
藤
原

宮
の
大
極
殿
・
朝
堂
院
に
変
化
す
る
こ
と
、
天
武
九
年
（
六
八
〇
）
発
願
の
薬
師
寺

は
条
坊
区

画
を
意
識
し
て
占
地
し
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。
こ
う
し
た

倭
京
域
の

拡
大
は
官
人
の
集
住
化
に
対
処
す
る
た
め
で
、
無
秩
序
な
京
域
の
拡
大
傾

向
に
一
定
の
歯
止
め
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
宅
地
班
給
の
な
い
集
住
の

段
階
で
あ
り
、
分
散
的
で
あ
っ
た
。
官
司
と
官
職
の
未
分
化
、
天
武
の
積
に
お
け
る

謀
の

個
別

性
、
前
期
難
波
宮
の
朝
堂
院
区
画
の
巨
大
さ
、
な
ど
か
ら
す
れ
ぽ
、
こ
の

段
階
の
官
人
は
依
然
と
し
て
貢
納
・
奉
仕
の
関
係
を
基
盤
と
し
、
天
皇
と
の
一
対
一

の

関
係
を
重
視
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
藤
原
宮
に
先
行
し
て
条
坊
遺
構
に
規
制
さ
れ

た
集
落
建
物
が
存
在
し
、
条
坊
施
行
と
宮
造
営
時
期
に
大
き
な
時
間
的
隔
た
り
が
存

在
す

る
こ
と
か
ら
す
れ
ぽ
、
宮
よ
り
京
が
先
行
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
藤
原
宮

が

ま
だ
新
城
内
部
に
想
定
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
あ
り
、
大
内
裏
は
ま
だ
存
在
し
な

か
っ

た

こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
旧
来
の
倭
京
（
浄
御
原
宮
）
と
の
一
体
性
に
よ
り
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は

じ
め
て
機
能
し
、
条
坊
部
分
だ
け
で
は
自
己
完
結
し
な
い
不
十
分
な
都
城
で
あ
っ

た

と
い
え
る
。
天
武
朝
に
お
い
て
「
京
師
」
と
称
さ
れ
た
の
は
旧
来
の
倭
京
に
こ
の

新
城
を

含
め
た
地
域
で
、
京
内
二
十
四
寺
や
飛
鳥
周
辺
の
皇
子
宮
を
含
ん
で
い
た
と

推
定
さ
れ
る
。

⇔
　
新
益
京

　
天
武
朝
の
「
新
城
」
に
対
し
て
、
「
新
益
京
」
は
藤
原
宮
を
中
核
と
す
る
都
城
計

画

で
、
浄
御
原
令
の
施
行
に
対
応
し
た
都
城
で
あ
っ
た
。
難
波
宮
の
焼
失
に
よ
る
複

都
制
計
画
の
挫
折
や
、
天
武
・
草
壁
の
死
に
伴
い
、
浄
御
原
宮
・
嶋
宮
・
皇
后
宮
の

体
制
が
破
綻
し
た
。
そ
し
て
、
持
統
の
皇
后
宮
（
天
皇
の
内
裏
）
・
軽
皇
子
の
皇
子

宮

（
皇
太
子
の

東
宮
）
お
よ
び
浄
御
原
令
官
制
に
対
応
し
た
官
衙
群
な
ど
を
主
要
な

構
成
要
素
と
し
て
藤
原
宮
が
新
益
京
内
に
造
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

宅
地
賜
与
、
京
職
の
設
置
な
ど
の
措
置
が
こ
れ
と
連
動
し
た
。
し
か
し
、
藤
原
京
と

新
益
京
の
構
想
は
ま
だ
同
一
で
は
な
く
、
両
者
に
は
時
間
差
が
存
在
し
た
こ
と
に
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
林
坊
・
小
治
町
な
ど
の
固
有
条
坊
名
称
が
先
行
し
て
い

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
十
二
条
八
坊
か
ら
構
成
さ
れ
る
藤
原
京
域
と
は
異
な
る
不
整
形

の

拡
大
藤
原
京
域
で
構
想
さ
れ
た
ら
し
い
。

四
　
藤
原
京

　
藤
原
京
は
大
宝
令
の
施
行
に
対
応
す
る
も
の
で
、
京
域
の
再
編
・
凝
集
化
が
伴
っ

た

と
推
定
さ
れ
る
。
大
宝
期
に
お
け
る
文
武
に
よ
る
新
宮
完
成
、
左
右
京
職
へ
の
分

化
、
東
西
市
の
設
置
な
ど
の
措
置
は
こ
う
し
た
藤
原
京
の
整
備
に
関
わ
る
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
）
の
「
始
め
て
藤
原
の
宮
地
を
定
め
、

宅
宮
中
に
入
る
百
姓
一
五
〇
五
姻
に
布
を
賜
う
」
と
い
う
記
事
こ
そ
が
十
二
条
八
坊

か

ら
構
成
さ
れ
る
藤
原
京
域
の
最
終
的
設
定
を
示
す
も
の
と
考
え
た
い
。
和
銅
元
年

（
七
〇

八
）
に
お
い
て
左
右
京
職
に
史
生
六
員
の
設
定
記
事
が
見
え
、
そ
れ
以
前
に
は

京
職
の
史
生
が
見
え
な
い
こ
と
は
、
よ
う
や
く
こ
の
こ
ろ
に
い
た
り
京
職
事
務
（
‖

宅
地
班
給
）
の
増
加
が
本
格
化
し
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

皮

肉
な
こ
と
に
藤
原
京
が
最
終
的
に
完
成
す
る
頃
に
は
す
で
に
平
城
遷
都
の
計
画

（『
続

日
本
紀
』
和
銅
元
年
二
月
戊
寅
条
）
が
進
行
し
て
お
り
、
周
辺
に
倭
京
や
大
藤

原
京
域
な
ど
古
い
要
素
を
引
き
ず
る
藤
原
京
は
大
宝
令
制
下
の
都
城
と
し
て
は
凝
集

化
が

不
十
分
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
藤
原
京
に
い
た
る
都
城
の
変
遷
を
見
て
き
た
が
、
よ
う
や
く
完
成
し
た

藤
原
京
の
画
期
性
と
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
ま
ず
画
期
性

だ

が
、
第
一
に
天
皇
が
居
住
し
、
政
務
を
処
理
す
る
大
内
裏
に
機
能
が
集
中
し
、
京

内
諸
施
設
に
対
す
る
隔
絶
性
が
指
摘
で
き
、
第
二
と
し
て
は
、
京
内
へ
の
条
坊
施

行
・
宅
地
班
給
に
よ
る
均
質
性
・
計
画
性
・
対
称
性
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
都

城
の
持
つ
本
質
は
平
城
遷
都
の
詔
に
「
帝
皇
之
邑
」
「
百
官
之
府
」
と
い
う
語
で
的

確
に
表
現

さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
帝
皇
之
邑
」
と
は
臣
下
の
邸
宅
・
王
族
の
宮

な
ど
か
ら
隔
絶
し
た
天
皇
の
宮
が
都
城
の
中
心
に
存
在
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
百
官

之
府
」
と
は
位
階
制
秩
序
で
組
織
さ
れ
、
王
権
に
従
属
さ
せ
ら
れ
た
官
人
の
集
住
、

宅
地
班
給
が
整
然

と
行
わ
れ
た
状
況
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
臣

に
対
す

る
天
皇
の
超
越
性
の
確
立
と
代
替
わ
り
に
影
響
さ
れ
な
い
官
僚
機
構
の
成
立

が

指
摘
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
藤
原
京
段
階
で
は
人
格
的
結
合
を
基
礎
と
す
る
氏
族
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制
的
な
原
理
か
ら
脱
却
し
て
天
皇
の
絶
対
化
、
豪
族
の
官
人
化
が
急
速
に
進
行
し
、

古
代
国
家
の
成
立
期
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
平
城
遷
都
が
藤
原
京

の

完
成
直
後
か
ら
計
画
さ
れ
た
よ
う
に
、
残
さ
れ
た
課
題
も
存
在
し
た
。
ま
ず
第
一

は
、
太
上
天
皇
・
天
皇
・
皇
后
（
皇
太
后
）
・
皇
太
子
の
宮
が
解
体
さ
れ
な
い
ま
ま

内
裏
内
に
混
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
皇
祖
母
（
ス
メ
ミ
オ
ヤ
）
宮
・
大
王
宮
・
妃

宮
・
皇
子
宮
の
系
譜
を
引
く
各
宮
が
家
産
と
家
政
機
関
の
実
質
を
温
存
し
た
ま
ま
都

城
内
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
天
皇
に
よ
る
政
治
が
十
全
に
機
能
し
な
い
場
合
に
は

こ
れ
ら
各
宮
の
主
人
が
一
定
の
発
言
権
を
有
し
、
補
完
的
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ

る
が
、
天
皇
に
対
す
る
権
力
の
＝
兀
化
と
い
う
点
で
は
不
十
分
な
段
階
で
あ
っ
た
と

い

え
る
。
第
二
に
は
上
日
と
代
耕
の
禄
、
田
假
、
田
野
の
占
有
、
京
戸
の
京
外
へ
の

浮
浪

な
ど
の
事
項
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
官
人
た
ち
が
「
み
や
こ
と
い
な
か
の

両
貫
性
」
を
有
し
た
た
め
、
不
十
分
な
集
住
・
官
人
化
し
か
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
指
摘
で
き
る
。

お

わ
り
に

　
倭
京
的

な
宮
都
は
、
大
和
王
権
が
大
王
と
王
族
・
豪
族
と
の
人
格
的
な
関
係
を
基

礎

と
す
る
の
に
対
応
し
、
大
王
宮
の
周
辺
に
皇
子
宮
や
豪
族
の
居
宅
が
散
在
す
る
景

観
を

示
す
。
大
王
に
よ
る
人
格
的
支
配
を
基
礎
を
置
く
た
め
、
代
替
わ
り
ご
と
の
支

配
機
構
の
再
編
に
対
応
し
て
、
「
遷
宮
」
が
必
要
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
律

令
制
下
の
都
城
制
の

特
徴

は
、
天
皇
の
住
居
た
る
内
裏
が
京
内
の
他
の
邸
宅
と
は
隔

絶

し
た
存
在
と
な
り
、
王
族
・
貴
族
か
ら
一
般
百
姓
に
至
る
位
階
制
秩
序
を
京
と
い

う
平
面
空
間
で
実
現
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
律
令
制
下
の
京
は
、
在
地
と
の
関
係
か

ら
切
放
さ
れ
た
官
人
が
、
数
詞
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
た
人
為
的
条
坊
空
間
内
に
、
位

階
に
応

じ
て
位
置
と
規
模
を
定
め
た
宅
地
を
班
給
さ
れ
、
天
皇
の
支
配
地
と
い
う
観

念
を
意
識
的
に
作
り
出
す
場
で
あ
り
、
京
戸
と
し
て
の
一
体
性
・
平
等
性
と
優
越
性

を

感
じ
さ
せ
る
場
で
あ
っ
た
。
以
上
に
よ
れ
ば
、
前
代
と
は
異
な
る
官
僚
制
・
天
皇

制
が
成
立
す
る
原
理
的
転
換
の
軌
跡
と
し
て
都
城
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
本
稿
で
は
都
城
の
形
成
と
古
代
国
家
の
成
立
を
相
即
的
な
関
係
か
ら
論
じ
、
宮
と

京
、
条
坊
道
路
と
条
坊
制
、
宅
地
班
給
と
宅
地
賜
与
の
区
別
や
計
画
と
造
営
の
時
間

差

な
ど
、
こ
れ
ま
で
同
一
視
さ
れ
、
あ
ま
り
留
意
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
点
に

つ
い
て

も
厳
密
に
区
別
し
た
う
え
で
、
倭
京
か
ら
藤
原
京
の
最
終
的
成
立
に
至
る
過

程
を

考
察
し
て
き
た
。

　
律
令
制
度

の
確
立
に

つ
い

て
、
旧
来
は
大
宝
令
の
成
立
・
施
行
と
同
時
に
全
国
に

浸
透
し
、
以
後
は
律
令
制
の
崩
壊
過
程
と
し
て
理
解
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、

近
年
は
天
平
期
や
平
安
初
期
を
第
二
、
第
三
の
画
期
と
し
、
比
較
的
長
期
間
を
律
令

制
の
成
熟
過
程
と
し
て
位
置
づ
け
る
説
が
有
力
化
し
つ
つ
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
条

坊
制
都
城
の
み
が
短
期
間
に
成
立
し
た
と
す
る
の
は
問
題
で
あ
り
、
遷
都
の
行
わ
れ

な
く
な
る
平
安
京
段
階
ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
都
城
論
が
今
後
は
要
求
さ
れ
る
の
で

は

な
か
ろ
う
か
。
平
城
京
以
後
に
つ
い
て
は
、
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

基
本
的

な
視
角
と
し
て
は
藤
原
京
に
お
い
て
残
さ
れ
た
課
題
が
以
後
の
遷
都
に
お
い

て

解
消
さ
れ
て
い
く
過
程
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
詳
細
は
別
稿
で
論
じ
る
こ
と

と
し
、
ひ
と
ま
ず
欄
筆
し
て
お
き
た
い
。
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註（
1
）
狩
野
久
「
律
令
国
家
と
都
市
」
（
同
『
日
本
古
代
の
国
家
と
都
城
』
東
大
出
版
会
、

　
　
一
九
九
〇
）
。

（
2
）
　
岸
俊
男
「
京
域
の
想
定
と
藤
原
京
条
坊
制
」
（
奈
良
県
教
育
委
員
会
『
藤
原
宮
－
国

　
　
道
一
六
五
号
線
バ
イ
パ
ス
に
伴
う
宮
域
調
査
ー
』
〈
一
九
六
九
年
V
所
収
、
の
ち
「
緊

　
　
急
調
査

と
藤
原
京
の
復
元
」
と
改
題
し
て
岸
俊
男
『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
』
〈
岩
波

　
　
書
店
、
　
一
九
八
八
V
に
再
録
）
。

（
3
）
　
拙
稿
「
古
代
国
家
に
お
け
る
都
城
と
行
幸
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
六
一
三
、
一
九
九
〇

　
　
年
）
。

（
4
）
　
岸
前
掲
註
（
2
）
論
文
お
よ
び
井
上
和
人
「
調
査
研
究
の
あ
ゆ
み
」
（
飛
鳥
資
料
館
『
藤

　
　
原
宮
－
半
世
紀
に
わ
た
る
調
査
と
研
究
1
』
一
九
八
四
）
に
は
「
藤
原
京
論
争
」
に
い

　
　
た

る
戦
前
ま
で
の
研
究
史
の
ま
と
め
が
あ
り
、
近
年
の
「
大
藤
原
京
論
」
を
中
心
と
す

　
　
る
京
域
論
に
つ
い
て
は
阿
部
義
平
「
新
益
京
に
つ
い
て
」
（
『
千
葉
史
学
』
九
、
一
九
八

　
　
六
）
が
諸
説
の
論
点
を
整
理
し
て
有
益
で
あ
る
。
な
お
、
前
掲
の
奈
良
県
教
育
委
員
会

　
　
『
藤
原
宮
』
付
章
三
に
は
昭
和
四
三
年
（
一
九
六
八
）
ま
で
の
藤
原
宮
（
京
）
関
係
論

　
　
文
目
録
が
あ
る
。

（
5
）
喜
田
貞
吉
「
藤
原
京
考
証
」
（
『
歴
史
地
理
』
一
二
ー
一
・
二
・
五
、
一
九
一
三
、
の

　
　
ち

同
『
帝
都
』
〈
日
本
学
術
普
及
会
、
一
九
一
五
V
に
所
収
）
。

（
6
）
　
『
藤
原
宮
阯
伝
説
地
高
殿
の
調
査
（
一
）
』
（
『
日
本
古
文
化
研
究
所
報
告
』
二
、
一
九

　
　
三
六
）
、
『
藤
原
宮
阯
伝
説
地
高
殿
の
調
査
（
二
）
』
（
『
日
本
古
文
化
研
究
所
報
告
』
一
一
、

　
　
一
九
四
一
）
。

（
7
）
　
喜
田
貞
吉
「
藤
原
京
再
考
」
「
日
本
都
制
と
藤
原
京
」
（
『
夢
殿
』
一
五
、
一
九
三
六
、

　
　
の
ち

同
『
藤
原
京
』
〈
鵤
故
郷
舎
、
一
九
四
二
V
に
所
収
）
、
足
立
康
「
藤
原
京
拡
張

　
　
説
」
（
『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
』
一
一
1
七
、
一
九
三
六
）
、
喜
田
貞
吉
「
藤
原
宮
移

　
　
転
説
に
就
い
て
」
（
『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
』
一
一
ー
八
、
一
九
三
六
、
の
ち
同
『
藤

　
　
原
京
』
に
所
収
）
、
足
立
康
「
再
び
喜
田
博
士
の
藤
原
宮
説
に
就
い
て
」
（
『
史
蹟
名
勝

　
　
天
然
紀
念
物
』
一
一
ー
九
、
一
九
三
六
）
、
喜
田
貞
吉
「
藤
原
京
と
藤
原
宮
と
の
事

　
　
に
就
い
て
」
（
『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
』
一
一
ー
一
〇
、
一
九
三
六
）
、
足
立
康
「
三

　
　
た
び
喜
田
博
士
の
藤
原
宮
説
に
就
い
て
」
（
『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
』
一
一
ー
一
一
、

　
　
一
九
三
六
）
、
喜
田
貞
吉
「
藤
原
京
と
藤
原
宮
と
に
就
い
て
」
（
『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念

　
　
物
』
一
一
ー
一
二
、
一
九
三
六
）
。
な
お
、
こ
の
前
後
に
は
喜
田
貞
吉
「
本
邦
都
城
の

　
　
制
」
（
戦
前
版
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』
、
一
九
三
四
）
、
足
立
康
「
藤
原
宮
の
位
置
に

　
　
つ
い
て
」
（
『
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
』
一
〇
ー
四
、
一
九
三
五
）
、
足
立
康
「
藤
原
京

　
　
の
左
右
両
京
」
（
『
大
和
志
』
二
ー
三
、
一
九
三
五
）
、
足
立
康
「
藤
原
京
」
（
『
歴
史
教

　
　
育
』
一
四
－
一
一
、
一
九
四
〇
）
な
ど
の
論
考
が
あ
る
。

（
8
）
　
岸
俊
男
前
掲
註
（
2
）
論
文
に
ょ
れ
ば
、
神
社
の
現
鎮
座
地
は
坂
に
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、

　
　
鷲
栖
坂
は
朝
堂
院
の
南
に
あ
る
現
日
高
丘
陵
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
9
）
　
そ
の
後
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）
に
修
正
説
を
発
表
す
る
（
田
村
吉
永
『
飛
鳥
京

　
　
藤
原
京
考
証
』
〈
綜
芸
舎
、
一
九
六
五
V
に
所
収
）
。
京
内
の
北
方
中
央
、
東
西
四
町
・

　
　
南
北
五
町
を
宮
域
と
し
、
東
西
十
六
町
・
南
北
二
四
町
の
京
域
を
想
定
す
る
。
香
具
山

　
　
の
南
に
東
西
六
町
・
南
北
八
町
の
外
京
を
設
定
し
た
点
が
特
色
で
あ
る
が
、
条
里
制
地

　
　
割
の
方
二
町
を
一
坊
と
す
る
点
に
問
題
が
残
る
。

（
1
0
）
　
足
立
康
「
藤
原
京
」
（
前
掲
）
。

（
1
1
）
　
岸
俊
男
前
掲
註
（
2
）
論
文
、
同
「
飛
鳥
か
ら
平
城
へ
」
（
同
『
日
本
古
代
宮
都
の
研

　
　
究
』
）
、
同
「
藤
原
京
の
復
原
」
（
N
H
K
大
学
講
座
『
日
本
の
古
代
宮
都
』
日
本
放
送

　
　
出
版
協
会
、
一
九
八
一
）
。

（
1
2
）
　
今
泉
隆
雄
「
書
評
岸
俊
男
著
『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
』
」
（
『
日
本
史
研
究
』
三
三

　
　
六
、
一
九
九
〇
）
。

（
1
3
）
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
「
橿
原
市
四
条
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
（
『
奈
良
県
遺

　
　
跡
調
査
概
報
』
一
九
八
七
年
度
）
所
収
の
「
第
2
表
　
藤
原
京
関
連
条
坊
遺
構
一
覧
」

　
　
に
ょ
る
。

（
1
4
）
　
井
上
和
人
「
藤
原
京
ー
新
益
京
造
営
に
関
す
る
諸
問
題
ー
」
（
『
仏
教
芸
術
』
　
一
五
四
、

　
　
一
九
八
四
）
に
よ
れ
ば
、
大
官
大
寺
の
調
査
で
十
条
大
路
の
存
在
は
確
実
で
あ
る
が
、

　
　
十
二
条
条
間
小
路

と
東
二
坊
坊
間
小
路
の
交
差
地
点
に
位
置
す
る
「
小
墾
田
宮
推
定
地
」

　
　
や

十
一
条
大
路
が
想
定
さ
れ
る
和
田
廃
寺
付
近
か
ら
は
条
坊
痕
跡
が
確
認
さ
れ
な
か
っ

　
　
た
と
い
う
。
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倭京から藤原京へ

（
1
5
）
　
秋
山
日
出
雄
「
藤
原
京
の
京
域
考
ー
内
城
と
外
京
の
想
定
1
」
（
『
考
古
学
論
孜
』
四
、

　
　
一
九
八
〇
）
、
同
「
藤
原
京
と
飛
鳥
京
の
京
域
考
」
（
『
地
理
』
二
五
ー
九
、
　
一
九
八
〇
）
、

　
　
同
「
八
省
院
‖
朝
堂
院
の
祖
型
」
（
大
阪
市
文
化
財
協
会
『
難
波
宮
趾
研
究
』
第
七
論

　
　
考
篇
、
一
九
八
一
）
、
同
「
日
本
古
代
都
城
制
の
源
流
」
（
舟
ケ
崎
正
孝
先
生
退
官
記
念

　
　
会

『
畿
内
地
域
史
論
集
』
大
阪
教
育
大
歴
史
学
研
究
室
、
一
九
八
一
）
。

（
1
6
）
　
前
掲
註
（
1
3
）
概
報
。

（
1
7
）
　
井
上
和
人
前
掲
註
（
1
4
）
論
文
。

（
1
8
）
　
千
田
稔
「
倭
京
・
藤
原
京
問
題
と
地
名
」
（
『
地
理
』
七
月
臨
時
増
刊
号
、
一
九
八
二
）
、

　
　
同
「
道
と
地
割
の
計
画
」
「
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
「
復
原
」
か
ら
「
意
味
論
」
へ
」
（
同

　
　
『
古
代
日
本
の
歴
史
地
理
学
的
考
察
』
岩
波
書
店
、
　
一
九
九
一
、
初
出
は
一
九
八
一
と

　
　
一
九
八
二
）
、
同
「
飛
鳥
と
藤
原
京
の
景
観
復
原
図
」
（
『
地
理
』
三
三
ー
六
、
　
一
九
八

　
　
八
）
。

（
1
9
）
　
平
城
宮
出
土
過
所
木
簡
く
一
九
二
六
号
V
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
木

　
　
簡
二
解
説
』
、
一
九
七
五
）
。

（
2
0
）
　
西
本
昌
弘
「
天
武
紀
の
新
城
と
藤
原
京
」
（
『
信
濃
』
四
ニ
ー
四
、
一
九
九
〇
）
。

（
2
1
）
　
井
上
和
人
前
掲
註
（
1
4
）
論
文
。

（
2
2
）
　
井
上
和
人
「
古
代
都
城
制
地
割
再
考
」
（
『
研
究
論
集
W
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

　
　
学
報
四
一
、
一
九
八
四
）
。

（
2
3
）
　
阿
部
義
平
前
掲
（
4
）
論
文
。

（
2
4
）
　
押
部
佳
周
「
飛
鳥
京
・
新
益
京
」
（
直
木
考
次
郎
先
生
古
稀
記
念
会
『
古
代
史
論
集
』

　
　
上
、
塙
書
房
、
一
九
八
八
）
。
そ
の
他
、
藤
原
京
条
坊
に
言
及
し
た
研
究
と
し
て
は
、

　
　
楠
元
哲
夫
「
遺
跡
総
論
」
（
橿
原
考
古
学
研
究
所
『
橿
原
市
院
上
遺
跡
』
一
九
八
三
）
、

　
　
湊
哲
夫
「
飛
鳥
浄
御
原
京
の
基
礎
的
考
察
」
（
『
日
本
史
論
叢
』
一
〇
、
一
九
八
三
）
な

　
　
ど
が
あ
る
。

（
2
5
）
　
大
脇
潔
「
新
益
京
の
建
設
」
（
新
版
『
古
代
の
日
本
』
六
近
畿
皿
、
角
川
書
店
、
　
一

　
　
九
九
一
）
。
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
六
・
一
七
・

　
　
一
八
、
一
九
六
七
・
一
九
八
七
・
一
九
八
八
。

（
2
6
）
　
井
上
和
人
｝
8
0
掲
註
（
1
4
）
論
文
、
同
「
調
査
研
究
の
成
果
」
（
飛
鳥
資
料
館
『
藤
原
宮
』
）
。

（
2
7
）
　
鬼
頭
清
明
「
藤
原
宮
下
層
大
溝
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
三
七
四
、

　
　
一
九
七
九
）
、
同
「
藤
原
京
条
坊
遺
構
に
つ
い
て
ー
近
年
の
発
掘
調
査
結
果
か
ら
ー
」

　
　
（
『
仏
教
芸
術
』
一
二
二
、
一
九
七
九
）
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
藤
原
宮
木
簡
二

　
　
解
説
』
一
九
八
一
。

（
2
8
）
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
六
、
一
九
六
七
。

（
2
9
）
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
二
〇
、
一
九
九
〇
。

（
3
0
）
　
『
日
本
書
紀
』
天
武
十
四
年
三
月
辛
酉
条
、
『
続
日
本
紀
』
養
老
元
年
正
月
己
未
条
。

（
3
1
）
　
『
日
本
書
紀
』
天
武
五
年
是
年
条
・
同
十
一
年
三
月
甲
午
朔
条
・
同
己
酉
条
。

（
3
2
）
　
『
万
葉
集
』
巻
十
九
ー
四
二
六
〇
・
四
二
六
一
番
歌
。

（
3
3
）
『
日
本
書
紀
』
天
武
六
年
十
月
癸
卯
条
・
同
八
年
十
一
月
是
月
条
・
同
十
二
年
十
二

　
　
月
庚
午
条
。

（
3
4
）
　
岸
俊
男
「
日
本
に
お
け
る
『
京
』
の
成
立
」
「
大
宰
府
と
都
城
制
」
（
同
『
日
本
古
代

　
　
宮
都
の
研
究
』
）
、
同
「
飛
鳥
と
宮
都
②
謎
の
倭
京
」
（
『
明
日
香
風
』
二
、
一
九
八
二
、

　
　
の
ち
同
『
古
代
宮
都
の
探
求
』
〈
塙
書
房
、
一
九
八
四
〉
に
所
収
）
。

（
3
5
）
　
浅
野
充
「
律
令
国
家
と
宮
都
の
成
立
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
二
二
、
一
九
八
九
）
。

（
3
6
）
　
西
本
昌
弘
前
掲
註
（
2
0
）
論
文
。

（
3
7
）
　
木
下
正
史
「
藤
原
宮
域
の
開
発
ー
宮
前
身
遺
構
の
性
格
に
つ
い
て
ー
」
（
奈
良
国
立

　
　
文
化
財
研
究
所
『
文
化
財
論
叢
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
三
）
は
、
天
武
朝
の
倭
京
が

　
　
後
の
藤
原
宮
地
を
含
む
範
囲
に
あ
り
、
条
坊
制
地
割
を
伴
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
、

　
　
宮
内
先
行
条
坊
が
倭
京
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
岸
説
を
支
持
す
る
。

（
3
8
）
　
湊
哲
夫
前
掲
註
（
2
4
）
論
文
、
阿
部
義
平
前
掲
註
（
4
）
論
文
。
た
だ
し
、
「
倭
京
」
が
他

　
　
地
域
と
の
比
較
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
名
称
で
あ
る
と
の
指
摘
は
承
認
で
き
る
が
、
浅

　
　
野
充
前
掲
註
（
3
5
）
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
難
波
や
近
江
が
終
始
一
貫
し
て
は
「
京
」

　
　
と
称
さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
点
を
一
方
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、

　
　
律
令
制
的
都
城
制
が
成
立
す
る
以
前
の
「
京
」
概
念
に
対
し
て
「
倭
京
」
が
一
定
の
要

　
　
件
を
満
た
し
て
い
た
側
面
は
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
3
9
）
　
井
上
和
人
前
掲
註
（
1
4
）
論
文
。

（
4
0
）
　
拙
稿
「
複
都
制
と
難
波
京
」
（
広
報
『
歴
博
』
五
三
、
一
九
九
二
）
。
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（
4
1
）
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
七
月
戊
戊
条
・
慶
雲
元
年
十
一
月
壬
寅
条
。

（
4
2
）
　
『
続
日
本
紀
』
大
宝
二
年
二
月
乙
酉
条
。

（
4
3
）
　
『
続
日
本
紀
』
大
宝
二
年
三
月
己
卯
条
。

（
4
4
）
　
『
扶
桑
略
記
』
お
よ
び
『
帝
王
編
年
記
』
大
宝
三
年
条
。

（
4
5
）
　
岸
俊
男
「
日
本
に
お
け
る
『
京
』
の
成
立
」
「
大
宰
府
と
都
城
制
」
（
同
『
日
本
古
代

　
　
宮
都
の
研
究
』
）
。

（
4
6
）
　
北
村
優
季
「
わ
が
国
に
お
け
る
都
城
の
成
立
と
そ
の
意
義
」
（
『
比
較
都
市
史
研
究
』

　
　
四
ー
二
、
一
九
八
五
）
。

（
4
7
）
　
北
村
氏
は
、
都
城
が
宅
地
班
給
に
よ
り
天
皇
の
地
と
な
る
と
さ
れ
、
豪
族
に
ょ
る
宅

　
　
（
ヤ
ケ
）
経
営
に
基
礎
を
置
い
た
私
地
私
民
所
有
を
解
体
し
、
庚
寅
年
籍
を
画
期
と
し
て

　
　
天
皇
の
も
と
に
一
元
化
す
る
公
地
公
民
政
策
に
ょ
り
、
豪
族
の
「
集
住
」
か
ら
「
結
集
」

　
　
へ
の
変
化
が
起
こ
っ
た
と
す
る
見
通
し
を
示
す
。
だ
が
、
都
城
内
に
は
自
立
性
の
強
い

　
　
貴
族
の
家
が
温
存
さ
れ
た
と
も
述
べ
ら
れ
、
「
集
住
」
と
「
結
集
」
の
質
的
差
が
判
然

　
　
と
し
な
い
。
本
来
、
都
城
が
天
皇
の
地
た
る
こ
と
と
自
立
性
の
高
い
貴
族
の
家
と
は
統

　
　
治
権
と
土
地
所
有
と
い
う
次
元
の
異
な
る
問
題
と
考
え
ら
れ
比
較
の
対
象
と
し
て
は
無

　
　
理
が

あ
る
。
む
し
ろ
天
皇
の
住
居
た
る
内
裏
が
貴
族
の
家
と
は
隔
絶
し
た
存
在
に
な
っ

　
　
た

こ
と
が
大
き
な
違
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
地
私
民
制
か
ら
公
地
公
民
制
へ
の
展
開

　
　
に

つ
い
て

も
、
吉
村
武
彦
「
改
新
詔
・
律
令
制
支
配
と
『
公
地
公
民
制
』
」
（
亀
田
隆
之

　
　
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
律
令
制
社
会
の
成
立
と
展
開
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
）
な

　
　
ど
が
批
判
す
る
よ
う
に
、
豪
族
層
に
よ
る
土
地
領
有
は
、
古
代
的
な
土
地
私
有
と
は
異

　
　
な
っ
て
お
り
、
支
配
機
構
の
氏
族
制
的
諸
秩
序
に
基
づ
い
た
、
共
同
体
的
土
地
所
有
が

　
　
共
同
体
首
長
に
体
現
さ
れ
る
首
長
制
的
土
地
所
有
と
考
え
ら
れ
る
。
諸
豪
族
の
宅
の
経

　
　
営

も
「
部
曲
」
の
領
有
と
同
様
に
大
和
政
権
に
お
け
る
臣
下
と
し
て
の
自
己
の
位
置
に

　
　
制
約
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
鎌
田
元
一
「
王
権
と
部
民
制
」
〈
『
講
座
日
本
歴
史
』
一
、

　
　
東
大
出
版
会
、
一
九
八
四
∨
お
よ
び
浅
野
充
前
掲
註
（
3
5
）
論
文
参
照
）
。
さ
ら
に
、
藤

　
　
原
京
に
お
け
る
条
坊
制
の
採
用
が
中
国
都
城
の
形
式
を
「
模
倣
」
し
た
便
宜
的
な
も
の

　
　
に

留
ま
る
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
大
宝
令
以
後
に
方
格
地
割
で
は
な
く
条
坊
地
割
が
必
要
と

　
　
な
る
の
か
と
い
う
都
城
制
固
有
の
発
展
原
理
が
不
明
確
と
な
る
。

（
4
8
）
　
網
干
善
教
「
倭
京
（
飛
鳥
）
地
割
の
復
原
－
飛
鳥
地
方
の
寺
院
跡
を
中
心
に
し
て
ー
」

　
　
（
『
関
西
大
学
考
古
学
研
究
紀
要
』
三
、
一
九
七
七
）
、
秋
山
日
出
雄
「
『
飛
鳥
京
と
大
津

　
　
京
』
都
制
の
比
較
研
究
」
（
奈
良
県
教
育
委
員
会
『
飛
鳥
京
跡
』
一
、
奈
良
県
史
跡
名
勝

　
　
天
然
記
念
物
調
査
報
告
二
六
、
一
九
七
一
）
、
岸
俊
男
「
飛
鳥
と
方
格
地
割
」
（
同
『
日

　
　
本
古
代
宮
都
の
研
究
』
）
、
千
田
稔
前
掲
註
（
1
8
）
論
文
。

（
4
9
）
　
井
上
和
人
「
飛
鳥
京
域
論
の
検
証
」
（
『
考
古
学
雑
誌
』
七
一
ー
二
、
一
九
八
六
）
。

（
5
0
）
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
十
二
・
十
三
、
一
九

　
　
八
二
・

一
九
八
三
。

（
5
1
）
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
十
二
・
十
三
・
十
四
、

　
　
一
九
八
二
・
一
九
八
三
・
一
九
八
四
。
西
口
寿
生
「
飛
鳥
宮
ー
飛
鳥
浄
御
原
宮
跡
推
定

　
　
地
に
お
け

る
最
近
の
調
査
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
仏
教
芸
術
』
一
五
四
）
。

（
5
2
）
　
今
泉
隆
雄
「
律
令
制
都
城
の
成
立
と
展
開
」
（
『
講
座
日
本
歴
史
』
二
、
東
大
出
版
会
、

　
　
一
九
八
四
）
。

（
5
3
）
　
岸
俊
男
「
大
和
の
古
道
」
（
同
『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
』
）
。

（
5
4
）
　
『
日
本
書
紀
』
天
武
元
年
六
月
是
日
条
。

（
5
5
）
　
律
令
制
下
の
都
城
制
で
も
大
路
の
交
差
点
は
「
仰
左
右
京
職
、
警
護
街
巷
」
（
『
続
日

　
　
本
後
紀
』
承
和
九
年
七
月
己
酉
条
）
、
「
七
条
大
路
衛
」
（
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
七
年

　
　
五
月
十
三
日
癸
巳
条
）
な
ど
と
称
さ
れ
る
。

（
5
6
）
　
石
母
田
正
「
古
代
官
僚
制
」
（
『
石
母
田
正
著
作
集
』
三
　
日
本
の
古
代
国
家
、
岩
波

　
　
書
店
、
一
九
八
九
）
。

（
5
7
）
　
吉
村
武
彦
「
仕
奉
と
貢
納
」
（
朝
尾
直
弘
他
編
『
日
本
の
社
会
史
』
四
、
負
担
と
贈
与
、

　
　
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
）
。

（
5
8
）
　
井
上
光
貞
「
古
代
日
本
の
王
権
と
祭
祀
」
（
『
井
上
光
貞
著
作
集
』
五
、
古
代
の
日
本

　
　

と
東
ア
ジ
ア
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
）
。
父
子
別
居
説
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
分
散

　
　
的
な
権
力
構
造
を
考
慮
し
、
か
つ
皇
子
宮
が
大
王
宮
へ
昇
格
す
る
と
い
う
現
象
面
に
限

　
　

っ

て

で
あ
れ
ば
承
認
で
き
る
。

（
5
9
）
　
例
示
的
に
示
す
な
ら
ば
、
炊
屋
姫
皇
后
の
別
業
で
あ
っ
た
「
後
宮
（
海
石
榴
市
宮
）
」

　
　
（
『
日
本
書
紀
』
用
明
元
年
五
月
条
）
、
次
期
大
王
を
議
論
し
、
蝦
夷
を
接
待
し
た
蘇
我
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蝦
夷
の
「
大
臣
家
」
（
同
野
明
即
位
前
紀
・
皇
極
元
年
十
月
丁
酉
条
）
、
唐
客
を
飾
騎
で

　
　
迎

え
た
「
海
石
榴
市
」
（
同
推
古
十
六
年
八
月
癸
卯
条
）
、
蘇
我
蝦
夷
が
祈
雨
を
発
願
し

　
　
た

「
大
寺
南
庭
」
（
同
皇
極
元
年
庚
辰
条
）
な
ど
が
見
え
る
。
皇
子
宮
で
あ
る
斑
鳩
宮

　
　
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
『
斑
鳩
宮
』
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
四
五
一
、
　
一

　
　
九
八
五
）
、
同
「
『
斑
鳩
宮
』
の
経
済
的
基
盤
」
（
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
一
五
、
　
一
九
八
七
）
、

　
　
同
「
『
斑
鳩
宮
』
の
経
営
に
つ
い
て
」
（
『
国
史
学
』
一
四
〇
、
一
九
九
〇
）
、
同
「
上
宮

　
　
王
家
と
斑
鳩
」
（
新
版
『
古
代
の
日
本
』
六
近
畿
皿
、
角
川
書
店
、
一
九
九
一
）
を
参

　
　
照

さ
れ
た
い
。
な
お
、
大
王
以
外
に
皇
子
や
大
臣
が
各
自
で
新
嘗
を
行
っ
た
と
あ
る
の

　
　
は

（『
日
本
書
紀
』
皇
極
元
年
十
一
月
丁
卯
条
）
、
支
配
機
構
が
分
散
し
た
当
該
期
に
適

　
　
合
的
な

儀
礼
で
あ
る
。

（
6
0
）
　
拙
稿
「
『
大
津
京
』
の
再
検
討
」
（
『
史
観
』
　
一
一
五
、
　
一
九
八
六
）
。

（
6
1
）
　
浅
野
充
前
掲
註
（
3
5
）
論
文
。
ち
な
み
に
、
木
下
正
史
前
掲
註
（
2
7
）
論
文
に
よ
れ
ば
、

　
　
藤
原
宮
造
営
以

前
の
遺
構
群
は
大
津
京
へ
の
遷
都
に
よ
っ
て
も
、
廃
絶
す
る
よ
う
な
著

　
　
し
い
変
化
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

（
6
2
）
　
狩
野
久
「
古
代
都
城
と
寺
院
の
造
営
」
（
同
『
日
本
古
代
の
国
家
と
都
城
』
東
大
出

　
　
版
会
、
一
九
九
〇
）
。

（
6
3
）
　
『
日
本
書
紀
』
天
武
元
年
六
月
甲
申
条
に
は
駅
鈴
を
管
理
し
た
「
留
守
司
高
坂
王
」
、

　
　
同
己
丑
是
日
条
に
は
兵
卒
や
小
治
田
兵
庫
を
管
理
し
た
「
留
守
司
坂
上
直
熊
毛
」
の
記

　
　
載
が
あ
る
。

（
6
4
）
　
西
本
昌
弘
前
掲
註
（
2
0
）
論
文
。
研
究
史
の
詳
細
は
、
西
本
論
文
に
譲
る
が
、
近
年
に

　
　
お
け
る
各
説
の
主
要
な
論
者
の
み
を
記
し
て
お
く
。
第
一
の
説
と
し
て
は
、
押
部
佳
周

　
　
前
掲
註
（
2
4
）
論
文
、
第
二
の
説
と
し
て
は
、
千
田
稔
前
掲
註
（
1
8
）
論
文
、
第
三
の
説
と

　
　
し
て
は
中
山
薫
「
天
武
紀
に
み
え
る
新
城
に
つ
い
て
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
二
五
九
、

　
　
一
九
八
八
）
、
第
四
の
説
と
し
て
は
飛
鳥
資
料
館
『
藤
原
宮
』
前
掲
註
（
2
）
書
、
西
本

　
　
昌
弘
前
掲
註
（
2
0
）
論
文
、
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
岸
俊
男
氏
の
新
城
に
対
す
る
解
釈
に

　
　
は
時
期
に
ょ
り
大
き
な
揺
れ
が
見
ら
れ
る
。
同
氏
の
著
書
『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
』

　
　
所
収
の
諸
論
文
の
う
ち
、
第
一
説
を
と
る
の
は
「
緊
急
調
査
と
藤
原
京
の
復
原
」
（
一
九

　
　
六
九
）
「
飛
鳥
か
ら
平
城
へ
」
（
一
九
七
〇
）
、
第
二
説
と
し
て
は
「
都
城
と
律
令
国
家
」

　
　
（
一
九
七
五
）
「
倭
京
と
浄
御
原
宮
」
（
N
H
K
大
学
講
座
『
日
本
の
古
代
宮
都
』
前
掲

　
　

註

（
1
1
）
書
、
　
一
九
八
一
）
「
倭
京
か
ら
平
城
京
へ
」
（
一
九
八
二
）
「
日
本
に
お
け
る

　
　
『
京
』
の
成
立
」
（
一
九
八
二
）
「
大
宰
府
と
都
城
制
」
（
一
九
八
三
）
、
第
四
説
と
し
て
は

　
　
「
難
波
の
都
城
・
宮
室
」
（
一
九
七
七
）
が
あ
る
。
当
初
の
第
一
説
か
ら
第
四
説
を
採
用

　
　

し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
第
二
説
の
倭
京
の
条
坊
都
城
説
を
採
用
す
る
。

　
　
新
城
と
倭
京
を
新
旧
の
都
城
と
し
て
対
比
的
に
捉
え
る
場
合
も
あ
る
が
、
藤
原
京
（
新

　
　
益
京
）
以
前
の
京
を
一
括
し
て
「
倭
京
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
広
義
の

　
　
「
倭
京
」
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
6
5
）
　
前
掲
註
（
1
3
）
概
報
所
収
「
第
1
表
　
藤
原
京
　
条
坊
遺
構
一
覧
」
。

（6
6
）
　
註
（
2
7
）
参
照
。

（
6
7
）
　
藤
原
宮
出
土
木
簡
く
五
二
二
・
五
三
一
・
五
四
四
・
五
四
五
号
V
（
奈
良
国
立
文
化

　
　
財
研
究
所

『
藤
原
宮
木
簡
二
解
説
』
、
一
九
八
一
）
。

（6
8
）
　
註
（
2
7
）
参
照
。

（
6
9
）
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
報
告
書
ー
藤
原
宮
西
方
官
衙

　
　
地
域
の

調
査
ー
』
皿
、
一
九
七
八
。
木
下
正
史
前
掲
註
（
3
7
）
論
文
に
よ
れ
ば
、
西
方
官

　
　
衙
地
区
以
外
に
も
大
極
殿
院
西
外
郭
地
域
、
宮
南
方
地
域
、
内
裏
北
外
郭
・
宮
北
辺
地

　
　
域
、
大
極
殿
院
東
外
郭
地
域
、
宮
東
辺
地
域
、
宮
東
南
地
域
な
ど
で
、
七
世
紀
後
半
の

　
　
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

（
7
0
）
　
木
下
正
史
前
掲
註
（
3
7
）
論
文
。
な
お
、
同
氏
は
『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
斉
明
朝
の

　
　
造
営
工
事
に
関
連
さ
せ
て
、
飛
鳥
周
辺
に
集
住
し
は
じ
め
た
「
官
人
の
居
住
区
」
と
理

　
　
解
し
、
一
般
集
落
説
を
否
定
す
る
。
卓
越
し
た
建
物
跡
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
す
べ
て

　
　
を
官
人
の
住
居
と
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
一
部
に
は
そ
う
し
た
建
物
跡
も
存
在

　
　
す

る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
混
在
す
る
こ
と
が
こ
の
時
期
の
景
観
と
し
て
重
要
と
考
え
ら

　
　
れ

る
。
近
江
へ
の
移
住
が
強
制
さ
れ
た
大
津
京
期
に
も
こ
れ
ら
建
物
が
大
き
な
変
動
を

　
　
し
て
い
な
い
の
は
「
官
人
居
住
区
」
と
し
て
の
性
格
が
ま
だ
弱
か
っ
た
か
ら
と
推
定
さ

　
　
れ
る
゜

（
7
1
）
　
註
（
2
9
）
参
照
。

（
7
2
）
　
前
掲
註
（
6
7
）
書
に
は
、
大
溝
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
は
賛
の
貢
進
付
札
や
舎
人
官
・
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陶
官
な
ど
の
官
名
、
出
勤
日
数
を
記
し
た
も
の
も
あ
り
、
律
令
制
下
で
は
天
皇
近
侍
官

　
　
司
で
あ
る
こ
と
か
ら
浄
御
原
宮
内
に
こ
う
し
た
官
司
が
あ
っ
た
と
見
え
る
の
が
自
然
で
、

　
　
こ
う
し
た
木
簡
が
宮
外
か
ら
出
土
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
と
の
見
解
が
述
べ
ら
れ
て

　
　
い
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
統
治
機
構
が
大
王
宮
に
集
中
し
な
い
「
倭
京
」
に
お
け
る

　
　
分
散
的
な
在
り
方
を
考
慮
す
れ
ば
必
ず
し
も
不
自
然
で
は
な
い
。

（
7
3
）
　
西
本
昌
弘
前
掲
註
（
2
0
）
論
文
に
ょ
れ
ば
、
天
武
五
年
是
年
条
は
分
注
の
「
注
十
一
月

　
　
上
」
の
記
載
か
ら
、
本
来
は
同
十
一
年
是
年
条
に
存
在
し
た
と
す
る
。
し
か
し
、
月
と

　
　
年
の
誤
記
の
関
係
が
明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
或
本
が
十
一
年
条
と
の
関
係
か
ら
天
智

　
　
紀
の
よ
う
な
重
複
記
事
と
考
え
て
当
該
条
を
削
っ
た
と
も
解
釈
で
き
る
の
で
、
に
わ
か

　
　
に
は
従
い
に
く
い
。

（
7
4
）
　
註
（
2
8
）
参
照
。

（
7
5
）
　
前
掲
註
（
1
3
）
概
報
所
収
「
第
1
表
　
藤
原
京
　
条
坊
遺
構
一
覧
」
お
よ
び
「
第
2
表

　
　
藤
原
京
関
連
条
坊
遺
構
一
覧
」
に
ょ
る
。
近
年
で
は
、
北
四
条
大
路
が
溝
心
々
幅
で
十

　
　
七

メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
も
得
ら
れ
て
い
る
（
橿
原
市
千
塚
資
料
館
「
平

　
　
成
3
年
度
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
速
報
」
、
一
九
九
二
）
。

（
7
6
）
　
阿
部
義
平
前
掲
註
（
4
）
論
文
。

（
7
7
）
　
井
上
和
人
前
掲
註
（
1
4
）
論
文
。

（
7
8
）
　
『
日
本
書
紀
』
天
武
八
年
正
月
丙
戊
条
に
見
え
る
新
羅
送
使
の
入
京
以
後
、
『
続
日
本

　
　
紀
』
文
武
二
年
正
月
壬
戊
条
の
新
羅
朝
貢
使
ま
で
確
実
な
入
京
は
な
い
。

（
7
9
）
　
岸
俊
男
「
飛
鳥
と
方
格
地
割
」
（
『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
』
）
、
大
脇
潔
前
掲
註
（
2
5
）

　
　
論
文
。

（
8
0
）
　
前
掲
註
（
4
0
）
拙
稿
。

（
8
1
）
　
山
中
敏
史
「
律
令
国
家
の
成
立
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
考
古
学
』
六
、
一
九
八
六
）
、

　
　
木
原
克
司
「
難
波
宮
発
掘
調
査
の
現
状
と
課
題
」
（
『
歴
史
評
論
』
四
八
九
、
一
九
九
一
）
。

（
8
2
）
　
岸
俊
男
「
飛
鳥
か
ら
平
城
へ
」
（
『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
』
）
。

（
8
3
）
　
荒
木
敏
夫
『
日
本
古
代
の
皇
太
子
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
）
。
浅
野
充
前
掲
註

　
　
（
3
5
）
論
文
。

（
8
4
）
　
阿
部
義
平
前
掲
註
（
4
）
論
文
。
た
だ
し
、
阿
部
氏
は
四
倍
の
面
積
を
有
す
る
条
坊
単

　
　
位
を
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
岸
氏
の
復
原
案
の
大
き
さ
に
換
算
し
直
し
た
。

（
8
5
）
　
岸
俊
男
「
倭
京
か
ら
平
城
京
へ
」
（
『
日
本
古
代
宮
都
の
研
究
』
）
。

（
8
6
）
　
荒
木
敏
夫
前
掲
註
（
8
3
）
書
。

（
8
7
）
　
長
屋
王
家
木
簡
∧
二
九
八
号
∨
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
長
屋
王
邸
宅
と
木

　
　
簡
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
）
。

（
8
8
）
　
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
一
－
三
九
六
頁
。

（
8
9
）
　
拙
稿
「
嶋
宮
の
伝
領
過
程
」
（
『
古
代
史
研
究
』
五
、
一
九
八
六
）
。
『
日
本
書
紀
』
大

　
　
化
二
年
三
月
条
・
同
持
統
四
年
三
月
丙
辰
条
、
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
四
年
八
月
辛

　
　
未
条
、
『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
二
ー
七
八
～
七
九
頁
。

（
9
0
）
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
五
、
一
九
七
五
。

（
9
1
）
　
木
下
正
史
前
掲
註
（
3
7
）
論
文
。

（
9
2
）
　
奈
良
国
立
立
化
財
研
究
所
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
』
十
七
、
一
九
八
七
。

（
9
3
）
　
橿
原
市
教
育
委
員
会
「
興
善
寺
跡
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
資
料
」
一
九
九
一
、
濱
口

　
　
和
弘

「
興
善
寺
跡
」
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
『
大
和
を
掘
る
ー
一
九
九
〇
年

　
　
度
発
掘
調
査
速
報
ー
』
、
一
九
九
一
）
。

（
9
4
）
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
「
雷
丘
北
方
遺
跡
現
地
説
明

　
　
会
資
料
」
一
九
九
一
、
同
「
雷
丘
北
方
遺
跡
第
二
次
調
査
現
地
説
明
会
資
料
」
一
九
九

　
　
二
。

（
9
5
）
　
奈
良
県
教
育
委
員
会
『
藤
原
宮
1
国
道
一
六
五
号
線
バ
イ
パ
ス
に
伴
う
宮
域
調
査
ー
』
、

　
　
木
簡
番
号
七
五
。

（
9
6
）
　
詳
細
は
別
稿
で
考
察
し
た
い
が
、
天
武
朝
以
来
の
皇
子
宮
の
解
体
政
策
と
し
て
は
、

　
　
第
一
に
天
皇
に
の
み
奉
仕
す
る
官
人
見
習
い
と
し
て
の
大
舎
人
の
創
出
、
第
二
に
山

　
　
沢
・
嶋
浦
・
林
野
・
池
な
ど
の
収
公
、
封
戸
所
在
国
の
変
更
さ
ら
に
は
収
公
と
い
う
家

　
　
産
の
制
限
、
第
三
に
王
族
に
対
す
る
拝
賀
の
礼
の
制
限
、
吉
野
で
の
六
皇
子
の
誓
約
な

　
　
ど
、
天
皇
に
対
す
る
忠
誠
の
強
制
、
第
四
に
春
日
宮
・
飽
波
宮
・
広
瀬
宮
・
嶋
宮
な
ど

　
　
京
外
に
所
在
し
た
皇
子
宮
の
離
宮
化
ま
た
は
廃
絶
化
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

（
9
7
）
　
岸
俊
男
「
山
代
忌
寸
真
作
と
蚊
屋
忌
寸
秋
庭
1
墓
誌
の
史
料
的
一
考
察
ー
」
（
同
『
日

　
　
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
七
三
）
に
も
、
平
城
京
以
前
の
左
右
両
京
関
係
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倭京から藤原京へ

　
　
の

史
料
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

（
9
8
）
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
編
『
日
本
古
代
の
墓
誌
』
同
朋
舎
、
一
九
七

　
　
九
。
奈
良
国
立
博
物
館
『
特
別
展
　
発
掘
さ
れ
た
古
代
の
在
銘
遺
宝
』
一
九
八
九
。

（9
9
）
　
註
（
1
9
）
参
照
。

（
0
0
1
）
　
喜
田
貞
吉
「
藤
原
京
再
考
」
「
日
本
都
制
と
藤
原
京
」
前
掲
註
（
7
）
論
文
、
岸
俊
男

　
　
前
掲
註
（
9
7
）
論
文
。

（
1
0
1
）
　
岸
俊
男
前
掲
註
（
9
7
）
論
文
に
よ
れ
ば
、
史
料
J
の
左
右
京
職
の
史
生
各
六
員
の
設
置

　
　
は
、
「
通
前
十
人
」
に
か
け
て
旧
来
は
各
四
人
で
あ
っ
た
定
員
を
十
人
に
増
や
し
た
よ

　
　
う
に
解
釈
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
兵
部
省
が
令
制
定
員
十
人
、
主
計
寮
が
四
人
で

　
　
あ
る
の
に
対
応
し
た
「
通
前
」
の
表
記
で
合
理
的
に
解
釈
で
き
る
の
に
対
し
、
左
右
京

　
　
職
に

は
養
老
令
に
規
定
さ
れ
た
史
生
の
定
員
が
な
い
こ
と
か
ら
、
「
通
前
十
人
」
は
主
計

　
　
寮
の
み
に
関
係
す
る
の
で
あ
り
、
左
右
京
職
に
は
和
銅
元
年
の
時
点
で
は
じ
め
て
史
生

　
　
各
六
員
が
新
置
さ
れ
、
追
加
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
0
1
）
　
喜
田
貞
吉
前
掲
註
（
5
）
論
文
、
狩
野
久
前
掲
註
（
1
）
論
文
。

（
3
0
1
）
　
藤
原
宮
周
辺
に
残
る
「
山
之
坊
」
「
ウ
ラ
ン
坊
」
な
ど
の
地
名
も
新
益
京
の
固
有
条

　
　
坊
名
に
由
来
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

（……

）　
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
二
年
六
月
丙
子
条
。

（
5
0
1
）
　
職
員
令
左
京
職
条
・
東
市
司
条
。

（
6
0
1
）
　
軽
市
お
よ
び
海
石
榴
市
に
つ
い
て
は
、
岸
俊
男
「
大
和
の
古
道
」
（
同
『
日
本
古
代

　
　
宮
都
の
研
究
』
、
初
出
は
一
九
七
〇
）
、
和
田
葦
「
横
大
路
と
そ
の
周
辺
」
（
『
古
代
文
化
』

　
　
二
六
ー
二
、
一
九
七
四
）
、
前
田
晴
人
「
古
代
王
権
と
從
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
二
〇

　
　
三
、
一
九
七
九
）
、
同
「
倭
京
の
実
態
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
（
『
続
日
本
紀
研
究
』
二

　
　
四
〇
・
二
四
一
、
一
九
八
五
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
7
0
1
）
　
岸
俊
男
前
掲
註
（
伽
）
論
文
。

（
8
0
1
）
　
小
林
茂
文
「
古
代
の
市
の
景
観
－
流
通
外
の
機
能
を
中
心
に
ー
」
（
早
稲
田
大
学
大

　
　
学
院
『
文
学
研
究
科
紀
要
』
別
冊
八
、
一
九
八
一
）
。

（……

）
　
藤
原
宮
出
土
木
簡
く
十
二
号
V
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
藤
原
宮
木
簡
一
解
説
』
、

　
　
一
九
七
八
）
。
岸
俊
男
「
日
本
の
宮
都
と
中
国
の
都
城
」
（
同
『
日
本
古
代
宮
都
の
研

　
　究
』
）
。

（
0
1
1
）
　
前
田
晴
人
「
倭
京
の
実
態
に
つ
い
て
の
一
試
論
」
前
掲
註
（
珊
）
論
文
。

（
m
）
　
熊
谷
公
男
「
蝦
夷
の
誓
約
」
（
奈
良
古
代
史
談
話
会
編
『
奈
良
古
代
史
論
集
』
一
、
一

　
　
九
八
五
）
、
今
泉
隆
雄
「
蝦
夷
の
朝
貢
と
饗
給
」
（
高
橋
富
雄
編
『
東
北
古
代
史
の
研
究
』

　
　
吉
川
弘
文
館
、
　
一
九
八
六
）
。

（
2
1
1
）
　
『
続
日
本
紀
』
文
武
二
年
正
月
壬
戌
条
な
ど
。

（
3
1
1
）
　
以
下
の
叙
述
は
、
前
掲
註
（
3
）
拙
稿
を
基
礎
と
し
て
い
る
。

〔付
記
〕

　
本
稿
執
筆
後
、
山
中
章
「
古
代
条
坊
制
論
」
（
『
考
古
学
研
究
』
一
五
二
、
一
九
九
二
）
に

接

し
た
。
国
土
座
標
の
詳
細
な
分
析
か
ら
藤
原
京
の
条
坊
方
位
が
左
京
と
右
京
で
異
な
る
こ

と
を
指
摘
し
、
新
城
と
新
益
京
の
二
段
階
に
わ
た
っ
て
徐
々
に
条
坊
が
造
営
さ
れ
た
と
述
べ

る
。
そ
し
て
、
藤
原
京
は
古
代
都
城
の
原
形
と
す
る
に
は
全
体
の
整
合
性
に
欠
け
、
宮
城
と

京
域
と
の
統
一
性
に
欠
け
る
都
で
あ
っ
た
と
す
る
。
条
坊
方
位
の
違
い
を
施
行
年
代
の
差
と

し
て
と
ら
え
る
と
い
う
新
た
な
視
角
か
ら
、
藤
原
京
が
新
城
の
段
階
か
ら
比
較
的
長
期
に
わ

た
っ

て

徐
々
に
形
成
さ
れ
た
都
城
で
あ
る
こ
と
を
論
証
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
稿
の
結
論
と
も

一
致

し
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
左
京
よ
り
も
右
京
の
造
営
が
先
行
し
た
と
の
指
摘
は
、
正
史

に
お

い
て

左
京
職
の
記
載
が
先
行
す
る
こ
と
の
作
為
性
を
考
え
る
場
合
、
重
要
な
論
点
と
な

る
。　

た

だ
、
条
間
路
の
施
行
と
宅
地
内
建
物
の
建
設
が
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
条
坊
大
路
の
造

営

と
時
間
差
を
有
す
る
と
い
う
重
要
な
指
摘
が
な
さ
れ
な
が
ら
も
、
新
城
と
新
益
京
の
条
坊

制
の
質
的
差
異
は
不
明
確
で
あ
り
、
本
稿
で
考
察
し
た
よ
う
な
条
坊
道
路
の
施
行
、
宅
地
班

給

さ
ら
に
は
左
右
京
職
の
成
立
、
条
坊
呼
称
の
成
立
な
ど
が
条
坊
制
の
本
質
と
ど
の
よ
う
な

有
機
的
関
係
に
あ
る
の
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
藤
原
京
の
形
成
過
程

が
複
雑
で
あ
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
い
わ
ゆ
る
大
藤
原
京
論
の
当
否
に
つ
い
て
は
考
古
学
的

デ
ー
タ
が
不
十
分
で
あ
る
と
し
て
捨
象
さ
れ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
都
城
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

は
十
分
な

検
討
が
さ
れ
な
い
ま
ま
岸
俊
男
氏
の
復
原
案
へ
と
単
純
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
問
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題
が
残
る
。

　
ま
た
、
北
村
優
季
「
藤
原
京
と
平
城
京
」
（
加
藤
稔
先
生
還
暦
記
念
『
東
北
文
化
論
の
た

め
の

先
史
学
歴
史
学
論
集
』
、
今
野
印
刷
、
一
九
九
二
）
は
、
羅
城
門
・
朱
雀
大
路
・
坊
門
・

坊
城
な
ど
の
比
較
検
討
か
ら
、
平
城
京
は
大
宝
令
理
念
の
反
映
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
藤
原

京
は
浄
御
原
令
に
対
応
す
る
都
城
と
す
る
。
特
に
藤
原
京
に
大
宝
令
施
行
の
前
後
で
二
時
期

を

設
定
す

る
の
は
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
ま
た
同
「
日
唐
都
城
比
較
制
度
試
論
」
（
池
田
温

編
『
中
国
礼
法
と
日
本
律
令
制
』
、
東
方
書
房
、
一
九
九
二
）
は
、
日
唐
律
令
制
お
よ
び
都
城

制
の
比
較
検
討
か
ら
、
中
国
都
城
が
防
御
施
設
お
よ
び
住
民
支
配
の
性
格
を
有
す
る
の
に
対

し
て
、
日
本
の
都
城
は
単
な
る
儀
礼
空
間
だ
け
で
な
く
宅
地
班
給
を
通
じ
て
支
配
者
集
団
の

集
住
地

と
し
て
の
意
義
を
有
し
た
と
す
る
。
前
者
で
は
、
藤
原
京
が
大
宝
令
理
念
か
ら
見
て

不
備

な
点
（
羅
城
門
・
朱
雀
大
路
・
坊
門
・
坊
城
）
を
強
調
さ
れ
る
が
、
後
者
に
お
い
て
日

本

で
は
防
御
施
設
お

よ
び
住
民
支
配
の
性
格
が
希
薄
で
あ
る
と
す
る
結
論
か
ら
す
れ
ば
、
防

備
的
装
飾
や
条
坊
制
に
お
け
る
内
実
の
整
備
が
後
回
し
に
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
日

本
の
支
配
層
か
ら
す
れ
ぽ
そ
う
し
た
整
備
は
あ
く
ま
で
副
次
的
な
問
題
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
支
配
層
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
京
内
に
支
配
層
が
再
編
・
集
住
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
い
わ
ゆ
る
大
化
前
代
か
ら
続
く
と
さ
れ
る
「
畿
内
制
」
固
有
の
矛
盾
が
不
明
確
で

あ
る
た
め
、
な
ぜ
支
配
層
が
京
内
に
集
住
・
再
編
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
は
、
単
に

律
令
継
受
の
問
題
に
綾
小
化
さ
れ
て
し
ま
い
、
平
城
京
も
藤
原
京
も
単
に
中
国
モ
デ
ル
の
違

い

と
し
て
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
都
城
制
以
前
の
倭
京
的
景
観
が
持
つ
矛
盾
お
よ
び
前

代

と
は
異
な
る
再
編
の
原
理
を
指
摘
す
る
こ
と
が
よ
り
重
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

さ
ら
に
発
掘
成
果
に
お
い
て
は
、
下
つ
道
の
側
溝
か
ら
七
世
紀
末
に
お
け
る
大
祓
の
跡
と

考
え

ら
れ
る
多
数
の
祭
祀
遺
物
が
発
見
さ
れ
、
大
祓
の
場
が
宮
や
京
を
囲
む
位
置
に
設
定
さ

れ

る
こ
と
か
ら
、
大
宝
令
以
前
に
下
つ
道
が
岸
復
原
案
の
よ
う
に
西
京
極
大
路
と
し
て
機
能

し
て
い
た
と
す
る
議
論
も
提
示
さ
れ
た
（
橿
原
市
教
育
委
員
会
「
藤
原
京
右
京
五
条
四
坊
発

掘
調
査
記
者
発
表
資
料
」
一
九
九
二
、
和
田
葦
「
下
ッ
道
は
国
家
的
祭
祀
の
場
」
〈
一
九
九

二
年
七
月
三
十
一
日
付
「
京
都
新
聞
」
文
化
欄
V
）
。
し
か
し
、
大
祓
の
祓
所
は
平
城
京
の

場
合
に
は
考
古
学
的
遺
構

と
し
て
は
京
の
内
外
に
無
数
に
存
在
し
、
様
々
な
階
層
が
場
所
を

変
え
て
何
度
も
行
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
京
極
の
み
に
限
定
さ
れ
て
は

い

な
い
（
金
子
裕
之
「
平
城
京
と
祭
場
」
〈
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
『
研
究
報
告
』
七
、
一

九
八
五
V
）
。
従
っ
て
、
下
つ
道
が
京
内
で
も
大
路
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で

あ
ろ
う
が
、
現
状
で
は
西
京
極
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
祓
の
場
所
だ
け
か
ら
は
断
定
で
き
な

い
。
新
益
京
内
に
お
い
て
下
つ
道
と
五
条
条
間
路
が
交
差
す
る
「
衝
」
と
し
て
の
意
義
を
重

視

し
て
祓
の
場
所
が
設
定
さ
れ
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）
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　　　　　From　Wa－Ky6　to　Fuliwaτa・Ky6

The　Ritsury6　State　and　Castle　City　System

NIT6　Atsushi

　　Acastle　city　is　established　to　realize　the　despotism　of　an　Emperor（Tenn6），　and　it

is　nothing　other　than　a　demonstration　of　the　national　power　structure　in　a　certain

form　within　defensive　facilities．　The　formation　of　a　castle　city　and　the　establishment

of　the　ancient　state　can　be　considered　to　be　in　a　direct　correlation．　According　to

common　opinion，　the丘rst　Chinese　style　castle　city　was　established　in　694（the　8th

year　of　Empress　Jit6）by　the　transfer　of　her　capital　to　Fujiwara・Ky◆．　At　present，　the

opinion　of　Mr．　Toshio　Kishi　on　the　restoration　of‘jδb6’（grid－map　street　plan　of　a

city）is　predominant．　Excavation　has　more　or　Iess　its　validity　for　the　interior　of　the

‘Ky6’（capital）．　However，　the　discovery　of　precedent　grid　streets　in　the　Palace　area

and　grid　streets　in　the　outskirts　of　the　capital　have　posed　another　question．　A　new

hypothesis　on‘‘Greater　Fujiwara－Ky6”，　which　is　based　on　the　supposition　of　a　larger

‘1δb6’capital　area　than　the　common　opinion，　has　been　proposed．　Analysis　is　now

required　on　the　process　by　which　the　castle　city　system　was　formed，　based　on　the

results　obtained　from　these　recent　excavations．

　　This　paper　analyzes　the　castle　city　system　from　the　angle　of　the　requirements

necessary　for　its　establishlnent：which　are，　the　Capital　o伍ces，　execution　of‘j6b6’

system，　East　and　West　Markets，　temples　in　the　capital　area，　Imperial　P血ce’s　Palace，

etc．，　and　discusses　the　transition　from　Wa・Ky6　to　Fujiwara・Ky6，　via　Niiki　and　Shinyaku－

no・miyako，　supposing　that　it　has　a　close　relation　with　the　process　of　the　formation　of

the　ancient　state．　A　palace　town　like　Wa．Ky6　showed　a　landscape　in　which　palaces　of

princes　and　residences　of　powerful　families　lay　scattered　around　the　Emperor’s　palace，

reflecting　the　situation　in　the　Yamato　Court，　which　was　based　on　the　personal　rela・

tionship　between　the　Emperor　and　the　imperial　and　other　powerful　families．　Since　the

capital　city　was　based　on　personal　domination　by　the　Emperor，　a‘‘transfer　of　Palace”

was　required　corresponding　to　the　reorganization　of　the　ruling　structure　at　every

change　of　ruler．

　　The　characteristics　of　the　ca．t！e　city　system　under　the　Ritsuryδregime，　on　the　other

hand，　were　as　follows：the　Imperial　Residence　became　an　entity　separated　from　other

residences　in　the　capital　city，　and　a　rank　system，　from　imperial　families　and　nobles

down　to　common　farmers，　was　realized　in　the　form　of　a　plan　called‘Ky6’（capital

city）．　In　the　capital　city皿der　the　Ritsury◆regime，　o伍cials，　who　were　separated　from

connections　with　their　provincial　homes，　were　provided　with　housing　sites　at　a　spe・

ci丘ed　location　and　scale　in　accordance　with　their　rank　in　the　arti丘cially　planned　space，

which　was　laid　out　on　a　grid　pattern．　The　capital　city　was　a　place　which　intentionally

produced　the　concept　of　a　placeτuled　by　the　Emperor，　and　which　allowed　its　inhabi－

tants　to　feel　the　identity，　equality，　and　superiority　complex　of　the‘ky6ko’（households

in　the　capita1）．
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